インターネットによる登録のお願い 


http://www3.pioneer.cojp/ 

お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いしまず。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコミュこケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトでず。新規登録されたお客様には ID • パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種サービスをご利用いただけます。 




sound, vision, sou I 

AV マルチチヤンネルアンプ 

VSA-AX1OAi 


リモコン 技術資料 困ったとを 


ホ—ムシアタ义門ガイド各部の蠢 接続 設定 操作 


このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の「安全上のご注意」は 
必ずお読み < ださい。 

なお、「取扱説明書」および「安全上のご注意」は「保証書」、「ご相談窓□•修理窓□のご案内」と一緒に必ず保 
管してください。 


まを上のご注意 巧属の r 夏全上のご注意 J をお読み<だをい 


を全に正しくお使いいただくために 


給表示にごいて 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


絵表示の例 


A A 記号はミ主意(警告を含む）しなければなら 
ない内容であることを示しています。 

-図の中に具体的なを意内容(左図の場合は 

感電を意)び描かれています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 



&記号は禁止(やつ口まいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近 < に具体的な禁止内容(左図の 
場合は分解禁止)び描かれています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱 
いをすると、人び傷害を負う可能性 
び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示して 
います。 



♦記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は 
電源プラグをコンセントから抜け)び描か 
れています。 


A 警告 


〔異常時の処置：! 


を 

プラグを抜け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると乂災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですから絶対おやめください。 



を 

プラグを抜け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の 
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡ください。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 



を 

プラグを抜け 


♦万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災-感電の原因となります。 









付属品を確認ずる 


準備 




リモコン 


リモコン巧電器 


AC アダプター 電源 コード 

(リモコン巧電器用） 



オートサラウンド ショートピン X 2 

セツトアップマイク（リアパネルに装着されています) 


• リファレンスキャリブレーシヨンディスク 
• マルチチャンネルオーディオ用 
スピーカー セッティングガイド 
• 取扱説明書(本書） 

• ご相談窓□•修理窓□のご案内 
. 安全上のごを意 
• 保証書 


設置にごいて 


A 


放熱性を十分に確保してください。異常発熱は故障や事故の原因となります。 

• 本機の上に物を置いたり、巧やシートなどを被せた状態でのご使用は絶対におやめください。 
. ラック等に設置する場合は、上部に2日 crrilU 上空間をあけてください。 



リモコンの準備 

リモコンの巧電のしかた 


じ(下のように IJ モコンを充電します。 IJ モコンを使用していないときは常に充電器に置いておくことをおすすめ 
します。残量びなくなったまま長い期間充電しなかった場合、充電器にセットしてもすぐには画面び表示されない 
ことびあります。正しくセットした後、已分1^^(上経って画面を触っても何も表示されないときは、一度充電器から 
外して、再度セツトし直してください。2、3回繰り返しても何も表示されないときは 「 IJ モコン関係」（一図 H ) 
をご覧ください。 


□ 付属の AC アダプターを、充電器と家庭用 
コンセントにつなぐ 




□ IJ モコン下部のへこみと充電器のツメび 
合うようにセットする 

充電中は、画面ち上に 
下の表示び出ます。 


^ メモ 

• 付属の AC アダプター外は使わないでください。 

• IJ モコンび充電できないときは 「 IJ モコンの電池 
交換」（■►図!!）をご覧ください。 
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準備 


8 

次へ 

時刻の設定にする。 

9 

Q G 

時間を合わせる。 

10 

[設定 1 

日付と時間を決定する。 

11 


設定を終了する。 


ホーム画面に戻ります。 


[ ブザー:*) I (] 夜晶/ライト表示時間)〔ボタンラベル ] 

については回匹！〜回匹！をご覧ください。 


識メモ 

• 受)ボタンを巧すと前の画面に戻ります。 


時刻表示：12時間- 


時計あわせ 


「ブザ -:* ) 1 

I 液晶/ライト表示時間) 



本製品に搭載されている U モコンでは、画 
面表示に NEC のフオント 「Font Avenue 」 
を使用しています。 

Font Avenue は NEC の登録商標です。 


10 ——^設定|1キャンセル I 
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(- ) || am 10 時 


好 r 34分 liQj 


本機の IJ モコンは、 LCD 画面に表示されるボタンを操作するタッチセンサー式になっています。ここでの設定 
は IJ モコンを快適に使っていただくための設定です。 



2 


1 


リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの L C D 画面に設定メニューび表示さ 
れます。 

(験調） 

2 「 

位置あわせ 

] タッチパネル調整画面を呼び出す。 


3 


左上の十字マークボタンの中/こ\を巧したあと 
にち下の十字マークボタンの中/こ\を巧す。 

タッチポイントと画面ズレび正しく調整され 
ます。 IJ モコン設定画面に戻ります。 


3 


上部の‘+’印を 
巧してください 


[消音]でキャンセル 


4 




リモコン画面を切り換える。 


時刻表示：に時間）ボタンのある画面を表示させ 


ます。 


5 I 時刻就： 12 時間 I 時刻表示を選択する D 

-^時刻表示を選択します。押すたびに、 

I 時刻表お：12時間 I と r 時刻表お： 24時間1 表示び切り 
換わります。 

3 R I ^ 時計ちねせ I 曰付と時間を合わせる設定にする。 



入力切換1 I 2 3 

{ /LD I 1 /DVD ] 1 SAT ] 

阳 1」 〔CD J I TUNER] 


接‘設定 


リモコンの初期設定 
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特長 


Advanced MulthChannel Stereophonic Philosophy 

ヴウンドク u エイターの想いまでも、ありのまま 高音質設計 ^ DlT 

に伝える高音質思想。右記の 3 STEP にが、プ 音場補正技術の開発 AIR STUDIOS 

□スタジオの高音質モニタ u ング環境を家庭で忠 7 ==r 

実に再現することを巧能にしました。 CSTEP ^ 世界最高峰のスタジオエンジ ニ アとの共同音質 

チューニングの実施(協力：エアースタジオ） 

Vs _ _ _/ 

高音質設計 

• 「ステイスレキャストアイアンべース」採用： 豊かな低音を再現するノ V イカーボン錠鉄製べース ( TA 日 C との共同開発)。 

• 新デバイス 「 A . D . E . MOS FET(Advanced Direct Energy MOS FET )」 開発： 圧倒的な力感と八イスピード 
な音を両立させる新出カデバイスを 7 ch 全てに搭載。 

• 高性能 DSP 処理ブ□ック： デュアル演算ユニットび特徴の SHARC Melody Ultra シ U — ズ DSP を2つ、お 
よび Motorola 社製 DSP を]つ搭載することで大規模な信号処理を高速で行います。 

また 、 [True 32 bit Tri Digital Signal Processing Type n 」 回路により、 3 つの DSP 部の信号処理および 
伝送を、全て 32 bi 化(上で行います(一部4加け処理)。 




Advanced MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整び難しいマルチチャンネル（サラウンド）の設 
定を自動化しました。レコーディングスタジオの現場で行われる調整技 
術を家庭内で実現するため、音場を正確に測定し、チャンネル間の空間 
情報の歪みを補正します。残響特性を考慮した周波数特性の補正や残響 
特性のグラフ表示（パソコンまたは日 SD 画面）び巧能です。 

し LINK (アイリンク)端子を搭載 


R40 

「Auto Surround Setup 
(サラウンドの自動設定)」 

P.55 

「Acoustic Cal EQ 
Professional (視聴環境の残 
響特性の測定と周波数特性の 
補正)」 

R28 


DVD オーディオや SACD の高音質マルチチャンネル再生びケーブル] 
本で手軽に楽しめます。 

*DVD プレーヤーの出力設定び必要な場合びあります。詳しくはプレーヤーの取扱説明書をお読みく 
ださい。 



「 i . LINK 対応機器の接続」 

R65 

「 i . LINK 入力の設定」 




USB 端子を搭載 

パソコンに収録されているマルチチヤンネル音声を USB ケーブル]本 
で手軽に楽しめます。 


R27 

^ 「パソコンの接続 （ US 目接続)」 

t^P-95 

「 US 目才ーデイオ再生」 


最先端規格-デジタル音声フォーマツトに巧応 


「THX ULTRA 2」 規格の認証取得 。 「DTS 96/24」、 「 MPEG -2 AAC ] 
旧 S デジタル ）、 「Dolby Digital Surround EX 」、「 DTS - ES 」、「 WMA 9 
Pro 」 など、さまざまなデジタル音声フオーマットに対応したデコー 
ダーを搭載し、また 「THX Surround EX」、[Dolby Pro Logic IIxJ 
などの新技術にも対応しています。 


P.75 


「八イヴンプ U ングフオーマット 


|— N ディスクの再生について」 

下 R120 


「ヴウンドフ オーマツ トについて」 


その他の主な特長 


C >5^- 力-の臟獅編)」 


• 多彩なスピーカーシステムの構築： 


スピーカーびバイワイヤ対応であれば、バイアンプ接続により高品位 
な再生び楽しめます。またお部屋び縦長の場合はサラウンドスピー 
カーを2系統使用してお楽しみいただくことちでさます。 


R24 

映像信号について（パイオニア 
^ビデオコンバーター)」 


• パイオニアビデオコンパ’ーター搭載： 

接続の自由度を拡大し、伝送□スの少ない接続を可能にします。 


だ式キシ姻 D システム」 


• 充電タイプの新デザイン液晶リモコン付属 


• 1 92 kHz /24 bit 対応 A / D コンノ（一夕一搭載 
• 省エネル羊一設計： 

待機時消費電力日. 65 W の省電力設計です。 
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準備 


付属品を確認する . 3 

設置について . 3 

リモコンの準備 . 3 

U モコンの充電のしかた . 3 

U モコンの初期設定 . 4 

特胃 . 5 


フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続 . 34 

スピーカー端テ回を使い2つの 

スピーカーシステムを両立する . 3己 

他のパワーアンプの接続 . 36 

プリアウトパワーインについて . 36 

コント□—ル入力/出カコードの接続 . 37 

視聴環境の整備 . 37 

電源コードの接続 . 38 


てす I — ムシアター入 P 5 ガイド 


step ! 接続する . 8 

テレビ/ DVD プレーヤーの接続 . 8 

スヒーカーの接続 . 9 

Step 2 設定する . 10 

サラウンドの自動設定 . 10 

steps 再生する . 12 

接続した機器の再生 . 12 


場補正の設定 M 


システムセットアップの設定項目一覧……… 

Auto Surround Setup 

(サラウンドの自動設定） . 

1) オートサラウンドセットアップマイク 

を接続する . 

2) 自動測定を開始する . 

3) 測定結果を確認する . 

Surround Setup (音場ネ巧止） . 


る部の名觀と主な働を 


音場補正の設定項目の詳細と効果 
Check (音場補正の設定確認） ...... 


1 


39 

40 

40 

41 

43 

44 

44 
4己 


ディスプレイ . 13 

フ□ントパネル . 14 

フ□ントパネルドア内部 .] 已 

リモコン . 16 

ホーム 画面 . 16 

AV アンプ画面 . 17 

リアパネルの全体図 . 18 

接続コード/ケーブルについて . 18 


Speaker Systems 

(スピーカーシステムの設定） . 46 

Channel Level 

(スピーカー出カレベルの設定） . 己日 

Speaker Distance 

(スピーカーまでの距離の設定） . 已] 

Acoustic Cal EQ 

(視聴環境の周波数特性の補正） . 己2 


Acoustic Cal EQ Professional (視聴環境の 


残響特性の測定と周波数特性の補正） . 己己 


X - Cu「ve (聴感上の高域補正) 


62 


TV の接続 . 20 

DVD プレーヤーの接続 . 20 

DVD / LD コンパチブルプレーヤー 

または LD プレーヤーの接続 . 21 

DVD オーディオ / SACD プレーヤー 
のアナ□グ接続 . 21 

BS/CS チューナーの 接続 . 22 

八イビジヨンテレビ(または MUSE デコーダー 
の 3-1 方式4チャンネル放送）との接続 . 22 

映像機器（ビデオデッキや DVD レコーダー） 

の接続 . 23 

映像信号について 

(パイオニアビデオコンバーター） . 24 

映像信号のコンポーネントビデオ接続 . 2己 

才ーディオ機器の接続 . 26 

外部デコーダーのアナ□グ接続 . 27 

パソコンの接続 ( USB 接続） . 27 

i . LINK 対応機器の接続 . 28 

i - LINK について . 28 

し LINK ネットワーク . 29 

スピーカーの接続(基本編） . 30 

スピーカーの配置について . 31 

スピーカーの接続(応用編） . 33 

別エ U アでのステレオ再生 . 33 

サラウンドスピーカーの 
巨 i-Surround 接続 . 33 


入力に関する設定胃 


Input Assi 呂 n (入力に関する設定） . 63 

Digital In (デジタル入力の設定） . 63 

Component Video In 

(コンポーネントビデオ入力の設定） . 64 

i.LINK In り丄 INK 入力の設定） . 6己 

Video Assign (ビデオ入力の設定） . 66 

Expert Setup (エキスパート設定） . 67 

0 SD Adjustment 

(日 SD [メニュー画面]の調整） . 67 

Bass Peak Level 

(超低域音声のピークレベル設定） . 68 

D-Range Control (ダイナミック 

レンジコント□ールの設定） . 69 

Function Rename 

(入カファンクシヨン表示の設定） . 70 

0 SD Overlay けーパーレイ表示の設定）… . 7] 

THX Audio Setup(THX 才ーディオ設定）。… 72 

Ultra 2 SW Setup 

( Ultra 2 サブウーファーの設定） . 72 

SB SP Position (サラウンドバック 
スピーカー間の距離の設定） . 73 



























































































ストリームダイレクトモード . 

スト U —ムダイレクトモードを選択する ...... 

スト IJ ームダイレクトモードを ON にする…. 
アコースティックキャリブレーシヨン EQ 

の ON/OFF . 

入力信号の切り換え . 

i . LINK / ANALOG / D に ITAL 信号の切り換え…. 
MULTI CH INPUT と USB 入力の 

入力信号のチャンネル数切り換え . 

サラウンドバックチャンネルモード . 

サラウンドバックチャンネルの 

ON / AUTO/OFF . 

バーチャルサラウンドバックモードの 

ON / AUTO/OFF . 

リスニングモードの選択 . 

リスニングモードの種類と効果 . 

STANDARD モード . 

HOMETHX モ ー K . 

STERE 日（ステレオ）モード . 

ADVANCED CINEMA モード . 

ADVANCED CONCERT モード' . 

リスニングモードのオプシヨン機能 . 

□□PRO LOGIC Ex MUS にモードに 

音響効果を加えて調整する . 

Ne 日:6 MUS にモードのセンター 

チャンネルのイメージを調整する . 

ADVANCED モード ( CINEMA 、 

CONCERT ) の効果を調整する . 

便利な音声再生用機能 . 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能 

(ノイズの低減） . 

ミッドナイト U スニング機能 

(ル音量での快適なサラウンド再生） . 

ラウドネス機能 

(ル音量時の高低音域の補正） . 

I ンコント□-ル機能 

(好みに応じた高低音の調整） . 

Hi - bit (八イビット)機能 . 

Hi - samplin 呂 ( A イヴンプリング)機能 . 

DUAL MONO (デュアルモノ）の再生と設定... 

リアルファントム機能 . 

へッドホンを使ラ . 


USB オーディオ再生 

(パソコンと組み合わせて使う） . 95 

ドライバーのインス!-ール . 9己 

ドライバーのインス I -ールの確認 . 96 

USB オーディオを再生する . 96 

インプットアッ テネーターを 使う . 98 

SACD GAIN 機能 . 98 

録音モニター (TAPE 2 MONITOR ) の再生…. 99 

サウンドディレイの設定 . 99 

スピーカーシステム A/B の 切り換え . 100 

本機を使った録音/録画 . 101 


別のフアンクシヨンの映像を見る 

(ビデオセレクト） . 102 

ディスプレイの明るさを調整する（ディマー）…102 

スピーカーインピーダンスの切り換え . 103 

各種設定内容の確認(ステータス画面） . 104 


他機器を操作するためのリモコン設定 . 10已 

プ U セット（コード)呼び出し . 105 

学習(他機器の U モコン操作を 
本機の U モコンに登録する） . 107 

他機器のリモコン操作 . 109 


マルチオペレーション . 110 

マルチオペレーションをプ□グラムする...110 
マルチオペレーションを実行する . 112 

システムオフ . 113 

システムオフをプ□グラムする . 113 

システムオフを実行する .]] 已 

ダイレクトフアンクション . 11已 

ボタンラベルを変更する . 116 

リモコンのボタン操作□ック . 117 

ボタン確認音を変更ずる . 118 

液晶表示とライト表示の時間を設定する ........ 118 

リモコンの才ールリセット . 119 


ヴウンドフ オーマツ トについて . 120 

ドルビー . 120 

MPEG -2 AAC(Advanced Audio Coding ) ...121 

DTS .121 
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ホームシアター入 P 3 ガイド 


テレビ、 DVD プレーヤー、スピーカーと本機 VSA-AXlOAi を接続して、簡単にデジタルサラウンドを楽 
しむ方法を説明します。し LINK 対応機器やその他の機器の接続については「接続」（卿〜區到）をご覧 
<ださい。 

入門ガイドは下の3ステップで進みます。 

( stepT ) 接続ずる^^^™ 「テレビ/ DVD プレ ー ヤ ー の接続」「スピ ー カ ー の接続」 
(St^ 設定ずる 「サラウンドの自動設定」 

( st ^^ 再生ずる r 接続した機器の再生」 


^Stepl 接続ずる 



A 

盛化 
貢口 


•機器の接続を行う場合には、必ず接続するずベての機器の電源を切り、電源コードをコンセン 
卜か6巧いてください。電源コードは最後に接続してください。 


テレビ/ DVD プレーヤーの接続 

ドルビーデジタルや DTS のマルチチャンネル音声を再生する 
ために、音声はデジタル接続します。 


/-用意していただくケーブル N 

•同軸ケーブル1本•ビデオコード2本 
• オーディオコード(モノラル ） 1本 
•スピーカーコード 

V_ J 



^メモ • お持ちの DVD プレーヤーのデジタル出力び光端テのみの場合は、光ファイバーケーブルでいずれかの光 
入力端テに接続したあと、デジタル入力の設定(一 EH ) を行ってください。 

• 同軸ケーブルには、ビデオ（コンポジット）コードを使用できます。 

• ビデオコードは、コンポジットの他に S ビデオやコンポーネントなどの接続をでさます。 
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ホームシアター入 pg ガイド 


スピーカーの 接続 


7本のスピーカーとヴブウーファーをつないだ例です。お持ちのスピーカーに合わせて（ヴラウンドバック、センター 
スピーカーびない場合でも）接続してサラウンドサウンドび楽しめます。 



A 

;王后： 


苗メモ. 


•インピーダンスび 4n 〜 1 目 n のスピーカーをご使用ください。 

• 4加ん b 6 が茜のスピーカーをご使用になるときは「スピーカーインピーダンスの切り換え」（■►図!!）を 
行ってください。 

• スピーカーと本機の$および©端テどうしを正しく接続してください。 

•スピーカーコードを接続するときは、お線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していな 
いことを確認してください。お線び IJ アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路 
び働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 

• 各機器の接続び終わったら、電源コードをコンセントへ差し込みます(-►區 g ])。 

• スピーカーの配置については固置！〜をご覧ください。 


ホ—ムシアタ—入巧ガイド 
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ホームシアター入 P 5 ガイド 


〔 Step2 設定ずる ) 

サラウンドの自動設定 (Auto Surround Setup ) 

サラウンドの自動設定について、詳細は 「Auto Surround Setup 」 （■►回到）をご覧ください。 

1オートサラウンドセットアップ 
マイクを接続/設置する 

兰脚や台などを使って、 U スニングポジションの耳の位 
置へ水平にマイクを設置します。 


オートサラウンド- 宿 

セットアップマイク 



(!) STANDBY/ON 



2本機とテレビの電源を入れる 

本体の [ OFF / 日 N ] ボタンを巧してから[む STANDBY / 
日 N ] ボタンを押します。 


^ メモ 

• サブウーファーを接続しているときは、測定のため 
サブウーファーの電源を入れてボ U ユームレべルを 
適度に上げておいてください。 


システム 
セツトアップ 


(b AV アンプ )[^ み乂ァンプ ]- 


入力切換1 吕〔3 

脚岡 〔SAT ] 



AV アンプ 


3テレビに本機のメニュー画面を表示させる 

AV アンプボタンを押してからシステムセツトアップボ 


タンを巧します。 


^ メモ 

• システムセットアップボタンを押したあとに、テレ 
ビにメニュー画面び表示されるよラテレビ側の入力 
切り換えを合わせてください。 



t * ボタン-@ボタン 


4オートサラウンドセットアップを開始する 

次ページの画面に従って進めます。 

メニュー操作は t * ボタンでカーソルを 移動して、© 
ボタンでミ夫定しまず。 


A 測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力 
されます。近隣住宅やルさなお子様などへ 
ミ主意のご配慮をお願いします。 
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System Setup 

© 

Auto Surround Setup 

© 

Auto Surround Setup 


► Speaker System Select 

Speaker System Select 

[1.Input Assign] 



り 

[Normal Surround ] 

[2 - Surround Setup] 

[3. Expert Setup] 

SP-B: [ Second Zone ] 

SP-B: [ Second Zone ] 

[4-THX Audio Setup] 


X-curve [ON ] 


X-curve [ON ] 

[Exit] 


[Go Next] 

[Return] 


[Return] 


^ メモ 

正確な測定のため、測定のとさは下の点にを意してください。 

自動設定時における注意事項 

• 付属の設定用マイクを接続して、 IJ スニングポジションに設置し 
てください。 （ TV モニターの近くには設置しないでください） 

• 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと IJ スニングポジションの間にある障害物を取り除い 
てください。 

• サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ IJ ュームを 
上げておいてください。 


け® 


Auto Surround Setup 

•Connect microphone 
•Please be quiet 
•Move obstacles away 
•If you have a subwoofer 
turn power on and 
turn volume up 

► felkU" 

Cancel] 


に ta 「 t ] を選んで©ボタンを 
押すと、測定を開始します。 


Check!! 

FRONT [ YES ] 

CENTER [ YES ] 
SURROUND [ YES ] 
SURR BACK [YESx2] 
SUBWOOFER [ YES ] 




[Retry] 

[ERR ザ ix SR] 
[Return to Menu] 


5 スピーカーあり/なしの確認をずる 

測定開始から]分程で左のに heck !!」画面び表示され 
ます。 

[ OK,Go Next ] を選んで©ボタンを押すと、測定を再 
開します。 

ERR と表示されたとさは「オートセットアップ(自動音 
場補正)の日 SD 画面メッセージの意财（一固陸！ ） をご 
覧ください。 


Auto Surround Setup 
!! Complete !! 


► r ■•巧 

[Check ] 

[Return ] 


システム 
セツトアップ 





6才ートセットアップを終了する 

左の画面び表示されたら、オートサラウンドセットアッ 
プは完了です。測定結果を確認したいとさは「3)測定 
結果を確認する」（一固空！）をご覧ください。確認しな 
いとさはシステムセットアップボタンを巧して、メ 
ニュー操作を終了します。 

^ メモ 

• もしオートサラウンドセットアップの途中でエラー画面 
び出るなどラまくいかなかったとさは 、 「Auto 
Surround Setup (サラウンドの自動設定)」（一に匹！） 
かけートサラウンドセットアップによる設定びうまく 
いかない」（■►固匹 1) をご確認ください。 

.Advanced MCACC 機能にて、部屋の残響特性を 
考慮した、より高度な補正を行いたいとさは 
[ Professional ] で補正を行ってください（一固透））。 


ホームシアター入 Pg ガイド 


ホ—ムシアタ—入巧ガイド 
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ホームシアター入 P 5 ガイド 


(StepS ち圭す。 ) 

接続した機器の再生 


DVD/LD 

ボタン 



音量 


1 DVD プレーヤーの電源を入れる 

2 入カフアンクシヨンを切り換える 

U モコンの入力切換]の 「 DVD / LD 」 ボタンまたは 
本体の IN PUT SELECT 日 R を使ってディスプレイの 
表示を切り換え、 「 DVD / LD 」 を選びます。 

3 DVD を再生する 
4音量を調節する 

IJ モコンの音量ボタンまたは本体の MASTER VOLUME 
を使って、 -8 日服爆ル)から+12服(最大)で調節でき 
ます。 



MASTER VOLUME 


ディスプレイ 


INPUT SELECTOR 


^ メモ 

• 本機を使っての再生には、様々な機能びあります。 
「基本操作」（■►固固）、「応用操作」（-►區固）をご覽 
<ださい。 


これで入門ガイドは終了です。 

もし本機の接続、設定、操作で困ったときは、「故障？ちょっと調べてみてください」(■►固匿！）もご覧くだ 
さい。 
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ディスプレイ 


各部のち祿と主な働き 






: IHX EX 

1 

■ •I", 】 [ 川ん ， ■■ 


■ ■ゴゴ ■■画 

INeo :巨 IMPEG: 


•主のゴ主 W こ • 


めを 


① SIGNAL SEI_ECT インジケーター（一跑 ） 

現在選択されている機器の入力信号の種類び点灯 
します。 

② プ□グラムフォーマツトインジケーター 

□□ DIGITAL 、 DTS 信号、 MPEG -2 AAC などの 
圧縮デジタル音声や DVD オーディオ、 SACD び 
入力されたとさにソースに含まれるチヤンネル 
の情報を点灯します。 

L : 左フ□ントチヤンネル 

C : センターチヤンネル 

R : ちフ□ントチヤンネル 

LS : 左サラウンドチヤンネル 

S : サラウンドチヤンネル(モノラル） 

RS : ちサラウンドチヤンネル 

LFE:Low Frequency Effect (超低音の効果音） 
チヤンネル 

((())) 庚劇こ LFE 信号び入ってきたときに点灯 
します。 

「6.1再生検出信号」の入ったソースび再生される 
と^ Ls 」^ s 」^ Rs 」の3つのインジケーターび点灯 
します。 

③ アナ□グ信号レベルインジケーター(一因固） 

0 V E R :アナ □ グ入力信号のレべ>1レび高すざると 
きに点灯します。 

ATT:INPUT ATT モードび日 N のときに点灯し 
ます。 

④ TAPE 2 インジケーター（一 ) 

TAPE 2 MONIT 日 R 機能び日 N のとさに点灯し 
ます。 

⑥スピーカーインジケーター（一回理 I ) 

現在選択されているスピーカーシステムび点灯し 
ます。 

⑥キャラクター文字表示部 

ボリュームレベルやリスニングモードなどの情報 
を表で^します。 


⑦デジタルフ オーマツ トインジケーター 

(一 EEH 〜 EEl) 

入力信号を示すインジケーター 


D に ITAlI 

ドルビーデジタル信号入力時に点灯 


dts 信号入力時に点灯 

MPEG 

MPEG -2 AAC 信号入力時に点灯 

実際に行われている処理を示す 


Thx 


HOME THX モード選択時に点灯 

EX 

EX マト IJ ックス処理を行っているときに点灯 

国 

ES デコード （ DTS ディスク IJ ートまたは DTS 
マト IJ ックス)処理しているときに点灯 

EX 、 ES 信号び入力されてち実際に EX 、 ES 処理 
びされていないとをは点灯しません。入力信号び 
EX 、 ES 信号のときは、 「 LSjrSJrRS 」 の3つのイ 
ンジケーターび点灯します。 

DISC 

DTS ディスクリート目 .1 処理しているときに点灯 

IVITRX 

DTS マトリックス目.1処理しているときに点灯 


I □口 PRO LOG に丑 I 

□□プ□□ジック II 処理または□□プ□□ジック IIX 
処理をしているとさに点灯 


INeo :巨 I 


2 ch ソースを Neo :6 処理しているときに点灯 

吕 ch PLAYBACK 

再生出力びフ□ント 2 ch 馈定によってはサブウー 
ファーち含む) のみの場合と、 ヘッドホン挿入時に 
点灯 


各部のち祿 
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各部のち祿と主な働き 


フ□ントパネル 



① INPUT SELECTOR 

入カソースを選択します。 

② 皿 OFF _ ON ボタン(主電源） 

このボタンび日 FF (皿)の状態ではフ□ントパネル 
および IJ モコンでの操作びでさません。 

OSTANDBY/ON ボタン 

本機の電源を入れたり、スタンノ くイモードにします。 

③ STANDBY インジケーター 

スタンバイモード時に点灯します。 

④ リモコン受光部（一下記参照） 

IJ モコン信号はここで受信されます。 

⑥ディスプレイ（崎固固） 

⑥ MCACC インジケーター（一 EU ) 

Acoustic Cal EQ び日 N のときに点灯します。ま 
た、音場補正の自動測定中ち点灯します。 


⑦ し LINK インジケーター 

i . LINK ケーブルで接続されている i . LINK 対応機器 
び選ばれているとさに点灯します。 

⑧ 入カファンクシヨンインジケーター 

選択している入カファンクシヨンのインジケー 
ターび点灯します。入力設定をしていない i.LINK 
対応機器または USB 入力び選ばれている場合は点 
灯しません。 

⑨ LISTENING MODE SELECTOR 

( 一 [i^ ) 

IJ ス ニン グモードを選択します。 IJ ス ニン グモー 
ドによっては押して選ぶモードちあります。 

® MASTER VOLUME 

本機の音量を調節します。 


リモコンの操作節囲 


本機を IJ モコンで操作するときは、 IJ モコ 
ンをフ□ントパネルの IJ モコン受光部に向 



IJ モコンと本機との間に障害物びあったり、 IJ モコン 
受光部との角度び悪いと操作びでさない場合びありま 
す。 

IJ モコン受光部に直射日光や堂光灯などの強い光び当 
たると誤動作することびあります。 

赤外線を発射する機器のおくで本機を使用したり、赤外 
線を利用したほかの IJ モコン装置を使用したりすると、 
本機び誤動作することびあります。逆にこの IJ モコンを 
操作すると、他の機器を誤動作させることちあります。 
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フロントパネルドア内部 


各部のち祿と主な働き 



① ACOUSTIC CAL ボタン（一 ESI) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N / 

日 FF します。 

② MIDNIGHT ボタン（一 ) 

ミツドナイト IJ スニング機能を日 N / 日 FF します。 

③ LOUDNESS ボタン（一强 ) 

ラウドネス機能を日 N / OFF します。 

④ TONE ボタン（一固固!） 

⑥ OPTION ボタン 

I -ーンコント□ールやヴウンドディレイ機能、 
ADVANCED モードのエフェクトレべルなどの各 
機能を設定するときに押します。 

+/— ボタン 

日 PTI 日 N ボタンで選択された各機能を設定します。 

⑥ DIGITAL NR ボタン（崎固煙！） 

デジタルノイズ IJ ダクシヨンを日 N / OFF します。 

⑦ INPUT ATT ボタン（一因固 ) 

アナ □ グ信号の入カレべ>1レを減衰させるとさに押 
します。 

⑧ CH LEVEL (一 强） 

SELECT ボタン 

出カレべ;!レを調整するスピーカーを選択するときに 
押します。 

+ / — ボタン 

チヤンネルレベルを調整します。 

⑨ SB CH MODE ボタン ( 一固固！） 

サラウンドバックチヤンネルの日 N / AUT 日/日 FF 


を選択します。また、サラウンドバックスピー 
力一を NO (無し)で設定しているときは、パ'-チャ 
ルサラウンドバック機能の日 N/AUT 日/日 FF を選 
択します。 

⑩ PHONES (へッドホン)端子 

へッドホンを差し込む端テです。へッドホンを使用 
すると、スピーカーから音声は再生されません。 

⑩ SP SYSTEM A/B ボタン（一 固 匹！） 

スピーカーシステムの A と B を切り換えます。 

⑩ SIGNAL SELECT ボタン（一跑哪） 

入力信号の種類 (i.LINK 接続された機器/ DIGITAL/ 
AN ALOG など)を切り換えるとき押します。 
MULTI CH INPUT または USB 入力については再 
生チャンネ>1レ数を切り換えます。 

⑩ VIDEO SELECT ボタン（一 ) 

音楽を聞さながら他のファンクシヨンのビデオ映 
像をみたいとさに押します。 

〇 TAPE2 MONITOR ボタン（一臣園） 

TAPE2 MONIT 日 R 入力端テに接続されているテー 
プデッキなどの音声を再生するとさ押します。 

® STREAM □旧 ECT ボタン（崎 E 固） 

スト IJ ームダイレクトモードを日 N / 日 FF します。 

© SETUP IVMC 端子（一回 H 固四） 

オートサラウンドセットアップを行う際、セット 
アップ用マイクを差し込みます。 

⑩ VIDEO INPUT 端子（一回 H) 

VIDE 日ファンクシヨン用の接続端テです(光デジ 
タル接続ち可能です)。 


各部の名祿 









































































各部のち祿と主な働き 


モ3ン 



リモコン側面 



① LCD 画面 

表示されるボタンを押して操作します。 

② チヤンネル +/— ボタン 

テレビやビデオ、 DVD レコーダーのチヤンネルを切 
り換えます。 

③ メニュー/システムセットアップボタン 

DVD やテレビなどのメニュー画面をテレビに表示さ 
せます。 

. ホーム画面や A V アンブ画面では、本機のシステムセッ 

わ 一ご; I ご H トァップメニューび表示されます。 

タッチ八ネル表 TJX 

濃度の調整 ④ 和一/決定 （ ENTER ) ボタン 

テレビに表示されるシステムセットアップやメ 
ニュー画面で項目を選択したり、決定するとさ押し 
ます。 

⑥ 消音ボタン 

本機やテレビの音を一時的に消します。もう一度巧す 
と消音は解除されます。 

⑥音量+/_ボタン 

(②〜⑥のボタンを本機巧レビの音量を調節します D 

この取扱説明書で 
は r 八ードキー」と 
呼びます） 


リモコン底面 

サービス業者のための端テです。 


ホ—ム画面 リモコンの画面を表示するには LCD 画面または八ードキ ー( 上記参照)を巧してください。 


(ホーム画面は和-►で3つの画面を選びます。 




①- 


- f の AV アンプ） 〔 SDAV アンプ]_ 


表示 
\ i 



((■^)と表示される 
とさちあります） 


① 0 AV アンプボタン 

本機の電源を入れたり、スタンノ くイモードにします。 

② 他機器操作ボタン（■►因到） 

U モコンで他機器を操作するとを、または本機の 
入力を切り換えるとき押します。④ LCD 画面切り 
換えボタンで3つの画面から選べます。 


图 


意味/動作 

充電池の残量表示 

タッチパネルのバックライト点灯 


③ TV 操作ボタン 

TV を操作する画面に切り換わります。 

④ LCD 画面切り換えボタン 

操作画面のページび複数あるとさに前のページま 
たは次のページへ変わります。 

⑥ AV アンプボタン 

LCD 画面を AV アンプ画面に切り換え、 IJ モコン 
をアンプ操作モードにします。 

⑥ MULTI OPERATION ボタン（一区匹1 ) 

マルチオペレーションを実行するとさ押します。 

⑦ SYSTEM OFF ボタン（一 匹四!） 

あらかじめ設定したコマンドと、すべてのパイオ 
ニア機器の電源を切るとさ押します。 

⑧ リモコン設定ボタン（一因因回煙〜図^) 

IJ モコンの各種設定に使用します。 























































































各部のち祿と主な働き 




(OAVZ^I ミ S 1 

X 



-<3) 

-<4) 


ホーム画面へ 
戻ります。 


一つ前の機器の操作 
画面へ戻ります。 


① SIGNAL SELECT ボタン（一跑卿） 

入力信号の種類やチャンネ レ数を切り換えるとさ 
押します。 

② LISTENING MODE ボタン（一 固 固） 

IJ ス ニン グモードを選択するとさ押します。 

③ STREAM D 旧 ECT ボタン（一 回 固） 

スト IJ ームダイレクトモードを日 N/OFF します。 

④ ACOUSTIC CAL ボタン (一 EE 1) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N 
任ード選択)/日 FF します。 


①- 

②- 


Is ii 化 JCT3B1 圓 

(の AV アンフ） 

一 [MIDNIGHT) [digital NR j— 
—[TONE I [loudness]— 


⑤— ^^ PTi OPTION [-[T] 

④-: Pl-fcH LE のと I 


-<D 

-< 6 ) 


① MIDNIGHT ボタン（一 ) 

ミツドナイト IJ スニング機能を日 N / OFF します。 

② TONE ボタン（一因固 ) 

I -ーンコント□ールを設定するときに押します。 

③ OPTION ボタン 

I -ーンコント□ールやヴウンドデイレイ機能、 


ADVANCED モードのエフェクトレべルなどの各 
機能を設定するとさに押します。 

+/—ボタン 

日 PTION ボタンで選択された各機旨旋設定します。 

④ CH LEVEL ボタン（一回固） 

出カレべ>1レを調整するスピーカーを選択するときに 
押します。 

+/—ボタン 

チヤンネルレベルを調整します。 

⑥ DIGITAL NR ボタン（一區動） 

デジタルノイズ IJ ダクションを日 N/OFF します。 

⑥ LOUDNESS ボタン（一晒 ) 

ラウドネス機能を日 N/OFF します。 


I 互 

(の AV アンプ） Ev 操作 I 



① INPUT ボタン （一因固） 

入カファンクシヨンを順次切り換えます。 

② SPEAKER A/B ボタン （一固卿） 

スピーカーシステムの A と B を切り換えます。 

③ VIDEO SELECT ボタン （崎 ) 

音楽を聞さなびら他のフアンクシヨンのビデオ映 
像をみたいとさに巧します。 


④ TAPE2 MONITOR ボタン（一直煙!） 

TAPE 2 MONIT 日 R 入力端テに接続されているテー 
プデッキなどの音声を再生するとさ押します。 

⑥ SB CH MODE ボタン（崎直四 ) 

サラウンドバックチャンネルの日 N/AUT 日/日 FF 
を選択します。また、サラウンドバックスピー 
カーを N 日(無し)で設定しているときは、バーチャ 
ルサラウンドバック機能の日 N/AUT 日/日 FF を選 
択します。 

⑥ INPUT ATT ボタン（一因 固 ) 

アナ □ グ信号の入カレべ>1レを減衰させるとさに押 
します。 

⑦ DISPLAY DIMMER ボタン（一 ) 

ディスプレイの明るさを調整するとき押します。 

⑧ STATUS ボタン（一 卿） 

MIDNIGHT や DIGITAL NR など選択されている 
機能の情報を、ディスプレイと日 SD に表示さ 
せて確認したいとさに押します。 


AV アンつ画をリモコンの画面を表示するには LCD 画面またはハードキ ー ( 前ページ参照 ) を巧してくださし、 


各部のち觀 


























































































各部のち祿と主な働き 


リアパネルのを体図 



アナ□グ音 
声入出力端 
子 (一因 m ) 


し LINK 端子 

(一剛） 


POWER 


Em) 


USB オーディオ 
端子(■►区固） 


く 



CONTROL 

F IN/OUT 端子 

(一 Em ) 

MONITOR 
OUT 端子 
(一强） 

h 

i /[ 


r 

L_ L 


デジタル出力 


端子(■►固固） 


デジタル入力端 
子 (一哪〜 

ESH Em) 

どのデジタル入 
力端子をどの機 
器に使用ずるか 
は自由に変更で 
さますび、端子 
に表示された機 
器と違う機器を 
接続するときは 
入力設定が必要 
です。（■►固副） 


图。 I 
图。' 
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MULTI CH INPUT 端子 

PRE 0 UT 5 荒子 

AV 機器入出力端子 

(一 EUU Em ) 

(一 EUU ) 

(一 〜 EUH ) 


接続コード/ケーブルについて口ード/ケーブルはまて別売りです） 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジットフオーマツ I 
の映像信号を伝送します。 



■ S ビデオケーブル 

輝度信号 ( Y ) と色信号 ( C ) を分離し 
て接続することびでさ、コンポ 
ジットよりち高品位な映像品質を 
楽しむのに適して 
います。 


>如 


■ D 端子ケーブル 



\ 

映像信号と映像コント□ール信号を、 


1つのコネクタで接続でさるケーブル 

です。コンポーネント映像ケーブル 

と同等の映像 

D VIDEO 

品質を楽しめ 




ます。 

K 

1 


V 



ノ 
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■コンポーネント映像ケーブル 

Y 、 Cb/Pb 、 Cr/Pr の3つの信号に分離 
されており、 S ビデオケーブルよりも 
局品位な映像品質を楽しむのに適して 
います（ビデオコード3本での接続ち巧 
能です）。 


























































































































各部のち祿と主な働き 


機器の接続、変更を行う場合は必ず接続するすべての機器の電源を切り、電源コードを 
コンセントか5抜いてください。電源コードは最後に接続してください。 

一で 















必ず一 
続して 


I し LINK ケーブル 


ケーブルに表示されている今を下側にし、 
本体に表記されている▲と合わせてまつす 
ぐ挿入してください。 

斜めから無理に挿入すると端子び故障する 
恐れびあります。 


本機は最大転送速度び4日日 Mbps の 
ため、 S 4 日日対応で長さ3.己 ml ツ下 
の4ピン i 丄 I N K ケーブルを使用し 
ます。 

※推奨ケーブル：オーディオテクニカ製 
AT - DVC 44/1.0 ( 長さ1 . Om ) 
AT - DVC 44/1 .己(長さ1.已 m ) 
AT - DVC 44/2.0 ( 長さ2.0 m ) 
AT - DVC 44/3.0 ( 長さ3.0 m ) 


■USB コード 

パソコン側び A タイプ、本機側び目 
タイプ (4 ピン)のケーブルを使用し 



■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使用します。 


同軸ケーブル 
(またはビデオコード） 



光フアイバーケーブル 


接続の際は端テの向さを合わせてください。誤った向さで 
むりやり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いてち 
シャッターび開らな< なることびあります。 

長さは 3 ml ツ下のをのを使用してください。 

プラグにホコ U び付着したとさは、柔らかい布で}式いてか 
ら接続してください。 


スヒーカーリ而子回 

別エ IJ アでのステレオ再生(一固副） 

2つのスピーカーシステムを両立させる（一固 m ) 


スヒーカーリ而子回 
(メインシステム) 
( 一强） 


RS -232 C 5 瑞子 

( 一哪） 


SPEAKERS 


各部のち觀 


































接続 


TV の接続 


「映像信号について」（一直固 ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（一回国 ） をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（一 EH ) をご覧くだ 
さい。 

音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとをに、下図と異なる場合は「デジタル入 



^ メモ 

• TV からの出力音声を聴くときは、 TV の入力を本機ではなく見たいチヤンネルに切り換えてください。 


DVD プレーヤーの接続 


i.LINK 端テを使った接続については、 n.LINK 対応機器の接続」（■►固到 ） をご覧ください。 

「映像信号について」（■►直固）をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」 （一 II 匹） ） をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端子で接続するとさは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（一回 H ) をご覧くだ 
さい。 

音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入 
力の設定」び必要です(一固匹!）。 



20 




















接続 


DVD / LD コンパチブルプレーヤーまたは LD プレーヤーの接続 


DVD / LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに naRF 出力端子びある場合は、 naRF 端テち接続します。これは、 
ドルビーデジタル LD ソフトの再生に必要です。また、 LD のアナ□グオーディオ信号はデジタル出力されません 
のでアナ□グオーディオ接続ち行ってください。 

録画を前提とする場合は、コンポジットか S ビデオのどちらかの映像およびアナ□グ音声を接続してください。 
音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入力 



接 

続 


.[ URF 端子の接続は同軸ケーブルで行います。 

.[ IIRF 端テに接続した機器を再生するときは、 S に NAL SELECT ボタンで入力信号を aORF に切り換えてく 
ださい （ DVD / LD 入力外で naRF 信号を楽しむためには「デジタル入力の設赴び必要です(一匹匿!）。 


DVD 才ーデイオ/ SACD プレーヤーのアナログ接続 


DVD プレーヤーに已 . Ich アナ□グ出力端子びある場合は、本機の MULTI CH INPUT 端テと接続して DVD オー 
デイオ再生を行うこともできます 。 MULTI CH INPUT 端テに接続した音声を再生するには、入力を 「MULTI 
CH INPUT 」 に切り換えてください 。 「MULTI CH INPUT 」 入力で映像も同時に楽しむには 「Video Assi 呂 n (ビ 
デオ入力の設定)」（一區固 ） をご覧ください。 



• DVD プレーヤー側の設定で、 DVD 己.1 ch アナ□グ出力を ON にしないと正しく音び出ません。詳しくは DVD プ 
レーヤーの取扱説明書をご覽ください。 
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「映像信号について」（一底固 ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（一回国 ） をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」（一固固 ） をご覧くだ 
さい。 

録画を前提とする場合は、コンポジットか S ビデオのどちらかの映像およびアナ□グ音声を接続してください。 
音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入力 
の設定」び必要です(一匹匿!）。 



本機墨面の MULTI CH IN 端テに、オーディオコードで接続します。 

この端子に接続した機器の音声を再生するには、入力を 「MULTI CH INPUT 」 に切り換えてください。 



(^—1 


左 サラウンドセンター 


3-1 方式 

4チヤンネル出力 


八イビジョンテレビ 
(MUSE デコーダー ) 
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サラウンドの接続(:※）は] P - 
2 P の分岐 コー ド（モノ ラルース 
テレオ）をお使いください。 

(八イビジョンテレビ ( MUSE デ' 
コーダー）側にサラウンドち/左 
の出力びある場合は、通常のス 
テレオオーディオコードをお使 
いください） 



PB 

駐 h の化。 

1 ■目 r/.CNITOR 

圈。… 

C.1 VIDEO 

1 — 

D4 VIDEO 

国^ 





暴參參參參參參 i 


を 


薪-參憂參 

L p 

固 庐 

) t .—fly 


0000, 


V 鐵賴賺疆 
Willi 擎|霄靡邊藤 I 
f @® 傷®參參參魏截 t 
^參參參參磨參德避爆 






















映像機器(ビデオデッキや DVD レコーター)の接続 


接続 
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…阿國 
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lAC OUTLET 

ごま急：テレビやモニターは 

接続しないでください： 

1— 連化 100WLU 下 

^〇の Do 

、な 

臣 

N IACIN 

j ‘な 

I 用を設をを更巧巧 I 
(SURROUND BACK & 图） 


ご使用前に胃説明*ち 

图 厂 

H ^ 
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HH のスピーカーちこ使用くたごい.. 

-1 4 ご 6nCD7-tl .り一をご怯用の頃は 

巧 AKERS I 取巧巧巧まをお S みのうえ、本巧の設定を切り巧えてくだでい- 



「映像信号について」（一 Eg )) をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブルについて」（一 Em ) をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」 （一 固固 ） をご覧くだ 
さい。 

録画を前提とする場合は、コンポジットか S ビデオのどちらかの映像およびアナ□グ音声を接続してください。 
音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は「デジタル入力 
の設定」び必要です(一固 HI )。 

皆メモ 

• 接続図の中のビデオデッキに） (3) 

は、ビデオデッキ （1) と同様に接続 
してください。 



A A A 


接続 



f INPUT 
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接続 


映像信号について(パイオニアビデオコンパーター) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換することのでさるビデオコンバーターを搭載していますので 
iu 下のよラにビデオ機器との接続ち法び選べます。各接続コード/ケーブルや画質については「接続コード/ケーブ 
ルについて」（■►固固）をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは「映像信号のコンポーネントビデオ接続」 ► 回 H ) をご覧ください。 


^ メモ 

• 異なる種類の信号に変換可能なのは NTSC 信号のみとなります。 PAL 信号は変換でさませんのでビデオ機器と 
モニター TV を接続するとさは同じ接続コード/ケーブルをお使いください。 

モニター TV をコンポーネント端子または D 端子で接続する場合 


ソース機器との接続は4種類の中から自由に選べます。 


D 端子 


ソース 機器 


年 


コンポーネント 


S ビデオ 


コンポジット 


1 

to 


© 

を 


心モ 


どれか1つ似上 


D 端子 


コンポーネント 


どち5か1つ 


コンポーネント 
入力端子つを TV 
(モニター） 


. コンポーネントか D 端テでソース機器を接続した場合は、入力設定をしないと映像び出ません(一臣匹!）。 

• コンポーネントや□端子など複数のケーブルでソース機器を接続している場合、入力は① D 端子またはコンポー 
ネント、② S ビデオ、③コンポジットの順で優先されますび、コンポーネントビデオ入力の設定(-►臣匹!）をし 
ていないと S ビデオまたはコンポジットの映像信号び出力されます。 

• モニター TV をコンポーネントか D 端テで接続した場合は、オーバーレイ表示(モニター TV 画面の下側に操作 
内容などを示す表示)び出力されません。 


モニター TV をビデオ（コンポジット)端子または S ビデオ端子で接続する場合 


ソース機器はビデオ（コンポジット）か S ビデオのどちらかを接続してください。 



1 コンポジットへ 

1 " 

コンポジット^ 「 

/ \ 

ソース 機器 

S ビデオ 

1： 

賣 


0 

‘ —— ■，一 

S ビデオ 

TV 

ゾモ 

J 

どち!5か 


で 


な 

- dm " 

J 

どち!5か1つ 

(モニター） 


. モニター TV をコンポジットまたは S ビデオで接続したときは、ソース機器をコンポーネントや D 端テで接続 
してち、映像は出ません。 

. S ビデオとコンポジットの両方でソース機器を接続した場合は、 S ビデオ入力び優先されます。 

• この接続でソース機器とモニター TV び同じ種類のケーブル/コードで接続されているとさのみ、オーバーレ 
イ表示(モニター TV 画面の下側に操作内容などを示す表示)び出力されます。 


録画機器と接続する場合 


録画を前提として接続する場合は、ソース機器も必ずコンポジットか S ビデオのどちらかを接続する必要びあります。 


ソース 機器 

コンポジットつ^ 

S デオ 1 

口 

7，で，，：サで，ザ 

0 

7 

を 


ご 


どち5か1つ 





コンポジット^ 


S ビデオ 



どち5か1つ 


録画機器 
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磯メモ • コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設 
定び必要な場合びあります。 

. TV によっては、コンポーネント端テで接続したときに日 SD 画面(セットアップ画面など)び表示され 
なくなる場合びあります。そのようなときは、カラーバースト設定(■►図 H ) を日 FF に切り換えてく 
ださい。 

. コンポーネント端テや D 端テで接続したとさはオーバーレイ表示(モニター TV 画面の下側に操作内容 
などを示す表示)び出力されません。 


接続 


映像信号のコンポーネントビデオ接続 


コンポーネント端テや D 端テで接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端テで接続したとさよりち高品位な映 
像品質をお楽しみいただくことびでさます。「映像信号について」（一 Ea ) をご覧になり、どの方法で接続するか 
を選択してください。コンポーネント端テや D 端テで接続するとさは、ロンポーネントビデオ入力の設定 J び必要です 
(一臣匿!）。録画を前提とする場合は、コンポジットか S ビデオのどちらかの映像およびアナ□グ音声を接続して 
ください。 



接続 



|| 參参参参翁隹參參參 I 
瞧®參參參參參參參參 ® n 
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接続 


才ーデイオ機器の接続 


餐^メモ • 音声信号を同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとさに、下図と異なる場合は 
「デジタル入力の設定」び必要です(一固逗 I )。 



CD プレーヤー 



テープデッキ 


CD-R 

( REC モニター付き） 


ほたは MD 、 テ-プデッキ） 


チューナー 


た 


レコードプレーヤー 




TAPE 2 MONITOR に 
接続されたテープデッキ 
の音を聴くとさは99ペー 
ジをご覧ください。 


f ( DIGITAL 


晒圆 


レコードプレーヤー 
にアース端子び付い 
ている場合は、必ず 
ふ(アース)端子に接 
続してください。 


rlr (アース)端子はアナ□グプレーヤー等を 
接続した場合の雑音の低減を図るためのも 
のです。 


苗メモ • カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場合びあります。 

これはアンプのトランスによるリーケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるものです。このよう 
なとさには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してください。 

• REC 日 UT 端テからはアナ□グ入力された信号びそのまま出力されます。アナ□グ録音するときは 
録音機器と REC 日 UT 端テを接続して、ソース機器もアナ□グ接続してください。 

• D に ITAL 日 UT 端テからはデジタル入力された信号びそのまま出力されます。デジタル録音すると 
さは録音機器と DIGITAL 日 UT 端テを接続してソース機器もデジタル接続してください。 



PH 日 N 日端子にはレコードプレーヤーじ(外接続しないでください。大音量を出力し、スピーカー等を 
破壊する恐れびあります。また、イコライヴ内蔵レコードプレーヤーを接続する際は PH 日 N 日端子で 
はなく CD 端テ等をお使いください。 
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接続 


メモ 

• USB ノ V ブおよび USB 延長ケーブル経由で接続したときは正しく動作しない場合びあります。 


マルチチャンネルアナ□グ出力端子(已 .1 ch または 7.1 ch ) を持つ外部デコーダーとの接続には、本機の MULTI 
CH INPUT 端テを使用します。この端テに接続した機器の音声を再生するには、入力を 「MULTI CH INPUT 」 
に切り換えてください 。 「MULTI CH INPUT 」 入力で映像も同時に楽しむには 「Video Assign (ビデオ入力の設 
定)」（一固 m ) をご覧ください。 


7.1(5.1)ch 
アナ□グ出力端子付き 
外部 デコーダー 




FRONT 

►UTPUT r r 

-1 [woofer center 


:图帶 

n . 


1 , 

^ 1( 




广 MONITOR ii 

: ::馨 蟲吉 


サラウンドバック Ch がモノラルの出力 
(6.1 ch 出力）の場合は、 
SURROUND BACK L ( Single ) 端子 
に接続してください。 


胃藤鑛胃賴 gr 

齡] §) 輸 I 疆輸 




接続にはパソコン側び A タイプ、本機側び B タイプ (4 ピン)の US 巨ケーブルを使用してください。接続後はドラ 
イバーのインス I ルび必要となります。詳細は rus 巨オーディオ再生（パソコンと組み合わせて使う）」(■►直固） 
をご覧ください。また、 USB インターフェースでは映像信号は伝送されないため、 USB 入力で映像を楽しむには 
映像信号の接続と設定び必要です。「映像信号について」（一直固 ） をご覧になり、どのち法で接続するかを選択 
し、空いている入カフアンクシヨンに接続してください。設定については 「Video Assign (ビデオ入力の設定)」 
(-►固固）をご覧ください。 * „ . _ 


A タイプ 



己タイプ （4 ピン） 


US 目ケーブル 

(一鹏） 


參© 


映像信号の 

接続 


か部デコーダーのアナログ接続 


パソコンの接続 ( USB 接続) 



參 參參參參參參參參參^ 

F ™r 常 ZT 術 r MW 

® 參參參參參參參彎一 
朵風參參參參參參參參參。‘ 

狼输扇 yi 
過"ホ歡裘靡靡 Pi 爆 I 
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接続 


について」（一直固）をご覧にな 
り、どのち法で接続するかを選択し 
てください。すでにその機器の映 
像信号び本機と接続されている場 
合は新たに接続する必要はありま 
せん。 

接続後、 「 lLINK 入力の設定」 

(-►區固）を行ってください。 

必要に応じて再生機器側の出力設 

定を行ってください。詳しくは、再 I し link 対応機器 

生機器側の取扱説明書を参照して （ DV-S969AVi など ) 



<ださい。 


接続ち必要になります。「映像信号 


し LINK AUDIO インターフエースでは、映像信号は伝送されないため、ビデオ機器と接続する場台は映像信号の 


接続には、 S 400 対応の4ピン i . LINK ケーブルを使用してください 


• lLINK ケーブルを接続するとさ、し LINK ケーブル側の金属部びし LINK 端テ外の本体金属部に触れると 
ショートの原因となることびありますので十分注意してください。 


讀メモ 
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i . LINK とは、デジタル音声などのデータ転送や接続した機器に対して操作なども行えるシ IJ アル転送ち式のデジ 
タルインターフェース IEEE 1 394の呼称で、 IEEE 1394 は、米国電テ電気技術協会 （ IEEE ) によって標準化 
された国際標準規格です。 i . LINK と i.LINK ロゴ？^ま、ソニー株式会社の商標です。 

本機は i.LINK AUDI 日 （ A & M プ□トコル）に対応しているので、本機と i . LINK 対応機器とを i . LINK ケーブル 
で接続すると、 DVD オーディオや SACD などのマルチチャンネル音声ち、 ] 本のケーブルだけでデジタルでや 
り取りすることびでさます。また複数の i . LINK 対応機器をつないだとさは、他の機器を介してつないでも、操作 
やデータのやりとりびでさます。このため接続順序は、あまり気にする必要はありません。 

また本機で i . LINK 接続した DVD オーディオや SACD 、 CD の再生を行うとさ、接続した再生機器び PQLS * ま 
たは同様のレートコント□ール機能に対応していれば、デジタル音声部分はジッターレスにて再生することびで 
さます。 

*PQLS (レートコント□—ル） 

PQLS (Precision Quartz Lock System ) とは、本機の高精度な水晶発振器を使用することで、ジッ 
ターのない状態にてデジタル/アナ□グ変換を行うことびでさるし LINK インターフェース上のデジタル 
オーディオの伝送技術です。この技術を動作させるには、本機と PQLS または同様のレートコント□ール 
機能に対応したプレーヤーとび、 i . LINK 接続されている必要びあります。 

暑作権保護システム _ 

i . LINK 接続を通して DVD オーディオ、 SACD、DVD (コピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、 
プレーヤーとアンプの双ちび DTCP (Digital Transmission Content Protection ) とよばれる著作権保護 
システムに対応している必要びあります。 DTCP はデータの暗号化と相手機器の認証からなるコピープ□テク 
シヨン技術です。本機は DTCP に対応しています。お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明書を 
ご覧ください。 


この機器のし LINK インターフェースは、 iU 下の規格に基づいて設計されています。 

1 ) IEEE Std 1 394 a - 2000, Standard for a High Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 

この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 IEC 6 日 9 已 8 bitstream 、 DVD - Audio 、 SACD (こ対応 
しています。 


i 丄 INK 巧応機器の接続 


し LINK について 


遷嚷璧參參參參參參參 

の ™r i 带酣 II W 柳 T 咖 7 

■風 (1 鱼參參參參參參背 
藥 n 1 1- 參參參參參參參參@ 
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固；-: • _參雞剩參##1塾翻I 
參參參據參搪詹一詹 

U i: law — 

， "-Mil-- 户 A 戶 I 城， 
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接続 


し LINK ネツ トワーク 


下図のよラにして複数の i.LINK 機器を接続することびでさます。 

デ イジ—. チェーン型(数珠つなざ)で接続の場合は、最大17台まで接続できまず。 



接続が輪(ループ)にな5ないように接続する。 続 

デジタル信号は、接続したすべての i.LINK ケーブルに流れます。信号を出力した機器に同じ信号び戻らないよ 
う、輪にならないよラにつないでください。接続び輪(環状）になることを「ループ」と呼びます。 


X 


心モ 



• i . LINK の伝送フォーマットには、本機のような n.LINK AUDIO ( A & M プ□トコル)」、日 S デジタルのよう 
な rMPEG -2 TS 」、 DVD レコーダーやデジタルビデオのような 「 DV 」 といった種類びあります。本機は 「 i.LINK 
AUDI 日」フォーマットに対応しており、 「 MPEG -2 TS 」 や 「 DV 」 フォーマットには対応していないため、 
rMPEG - 2TS 」 や rovj フォーマットに対応した機器との接続では音や映像は伝送されません。また、誤動 
作する場合もありますので rMPEG - 2TS 」 や rovj フオーマットに対応した機器との接続はしないでくだ 
さい。 


• i.LINK 対応機器の再生中は、他の機器の i.LINK ケーブルを外したり、新しい機器を接続したり、電源のオン/ 
オフは行わないでください。 


• i.LINK 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継できない機器びありま 
す。接続する i.LINK 対応機器の取扱説明書ちご覧ください。本機はスタンバイ状態のとさ、 i.LINK のデータ 
を中継でさません。 


• i.LINK 対応機器には、その機器び対応している最大データ転送速度び i.LINK 端テの周辺に表記されています。 
i.LINK の最大データ転送速嵐ま、約]日日/2日日/4日日 Mbps * び定義されており、2日日 Mbps のものは S 2 日日、 
4日日 Mbps のものは S 4 日日と表記されます。本機の i.LINK 最大データ転送速度は、4日日 Mbps です。 S 100 
や S 2 日日の機器をつないだ場合や、機器の仕様により、実際の転送速度び4日日 Mbps より遅くなる場合びあ 
ります。でさるだけ、最大データ転送速度び同じ機器どうしを並べて接続してください。 


Mbps (メガビーピーエス）とは、 [Mega bits per second ] の略で、 ] 秒間に通信できるデータの容 
量を示しています。4日日 Mbps では、 ] 秒間に4日日メガビットのデータを転送します。 


• i.LINK 機能は、すべての i.LINK 対応機器間での接続動作を保証するちのではありません。 i.LINK 対応機器間 
でデータやコント□ール信号びやりとりでさるかどうかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 

. i.LINK 接続時、コピーガードされた 96 kHz DVD ビデオは 48 kHz にダウンサンプルされて再生されます。 
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接続 


スピーカーの接続(基本編) 


メインスピーカーシステムの接続にはスピーカー端テ因を使います。本機でサラウンドを楽しむためには、7本 
のスピーカーとサブウーファーを接続することをおすすめします。 

サラウンド用スピーカーを]組しか持っていない場合は、サラウンドバックではなくサラウンドに接続してくだ 
さい(サラウンドスピーカーを接続していないとサラウンドバックスピーカーから音を出す設定びできません)。 





•インピーダンスび 4Q 〜1目 n のスピーカーをご使用ください。 

. 4 n じ(上目 n 未満のスピーカーをご使用になるときは「スピーカーインピーダンスの切り換え」 
(- ► EEH ) を行ってください。 

• スピーカーと本機の®3よび©端テどうしを正しく接続してください。 

.スピーカーコードを接続するときは、お線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出してい 


ないことを確認してください。お線び IJ アパネルに接触したり、@5よび©び接触すると保護回 
路び働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 

^ メモ 


下のようなとさはスピーカー端テ回の接続ち必要になります。 

• メインの U スニングルーム1 ソ外の場所(キッチンなど）でを聴きたいとき（この場合はステレオ再生になります） 

(- ►EMDo 

. 2つめのスピーカーシステムのサラウンドスピーカーとしてお使いになるとき （DVD オーデイオ用のサラウン 
ドスピーカーとしてのみお使いになるときなど）(- ► EJH)o 
































接続 


スピーカーの配置について 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭における各スピーカーの配置の例は ■ lu 下の通りです。•1^(下の図を参考にしなびら1|スニングルームに 
合わせたスピーカーの配置をお試しください （「 THX の推奨するスピーカー配置」一固固）。 

磯メモ • スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。ま 
た、柔らかすざる棚の上なども音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク IJ ートブ□ック 
などの使用をおすすめします。 

フ□ント&センター 


リスニングポイントか！5の角度 



センター ( C ) を使用する場合は広 
めに、センターに）を使用しない 
場合は狭く配置することをおすす 
めします(上図の範囲）。 


奥行き 



センター ( C ) はフ□ント （ FL / FR ) 
と同一面からフ□ントまでの距離 
を超えない位置に。フ□ントより 
ち前ちだと音場感を損ねます。 


スピーカーの 向さ 



中抜け感を防ぐ ために 多少内振り 
に。ただし、あまり内振りにしす jgg 
ざると広がり感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンド スピーカー ( LS / RS ) は 
耳の位置より上ち目日 cm 〜] m で 
やや下振りにします。 DVD オー 
ディオ用の配置と両立したいとさ 
は後ち寄りに配置します。 LS と 
RS び真正面で向さ合わないよう 
に多少左ちに振ったりしてみてく 
ださい。 


サラウンドバックスピーカー (S B / S 日 L / S B R ) も耳の位置より上ち 
目日 cm 〜] m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は 
SBL と SBR を隣接させ、 IJ スニングポジションから等距離に設置（設 
定)すると HOME THX モードの効果び最大限発揮されます(■►匹固）。 


サブ ウーファー 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こらないような場所に配置 
してください。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増強される場合びありま 
すのでご注意ください。 
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接続 

モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パワード 



フ□ントスピーカーはテレビから等距離になるよう 
にします。センタースピーカーはモニター TV 画面 
におい方びセ IJ フなどび自然に聞こえます。ただ 
し、テレビび色ずれ等を起こすのを防止するため、 
防磁型のスピーカーを使用して<ださい。防礎型で 
ない場合は、テレビから離して設置してください。 

センタースピーカーをテレビの上側に置く 
とさは、適切な方法で固定してください。 
固定しないと地震などの外部の振動によ 
り、スピーカーび落下してケガをしたり、 
スピーカーを破損する原因となります。 



DVD オーデイオ用スピーカー 配置 



ITU-R BS .77 己-1 

ITU-R (国際電気通信連合の無線通信部門）の勧告に基づく配置法で 
す。 DVD オーデイオのマルチ ch ソースのミキシング-スタジオで 
は、基本的にこの配置法を採用していますび、サラウンドスピーカー 
を 1 3が の位置に想定して収録している場合もあります。 



サラウンドバック2本の場合、 IJ スニングモードを 「STANDARD 
SXJ にすると（■►回固）、サラウンドとサラウンドバックの合成仮 
想音源を DVD オーディオ再生時のサラウンドスピーカーとして使用 
することびでさます。 


^ メモ 

• また映画を見るとさと音楽を聴くとさなどでスピーカー配置を 
変えたい場合は、スピーカー端テ回にスピーカーを2本追加する 
ことで、ソースに合わせて使うスピーカーを SP SYSTEM A/B 
ボタン]つで切り換えることもでさます(一固 m )。 
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接続 


スピーカーの接続(応用編) 


本機ではスピーカー端テ回やサラウンドバック端テを使うことでさまざまなスピーカーシステムを組むことびで 
さます。インピーダンスび 4 Q 〜] 6 n のスピーカーをご使用ください。 4 n じ(上目 n 未満のスピーカーをご使用に 
なるときは「スピーカーインピーダンスの切り換え」（■►図！!）を行ってください。それぞれの接続、設定につい 
ては • lU 下の説明をご覧ください。 


別エリアでのステレオ再生 


寝室やキッチンなど、メインの IJ スニングルームとは別の場所のステレオ再生び可能です。 


接続 



-スピーカーシステムの設定 (一固聖1 ) 

Speaker System Select は 「Normal Surround 」 を、 

SP - B : はに econd Zone 」 を選択してください。 

2.1.Speaker Systems 
_Manual Free 

[Speaker System Select ] 

SP-B: 

[Second Zone ] 

[▼Next] 

続 

- スピーカーシステム A / B の 切り換え (一 ES) 
rap B ^2 CH 」 を選択してください。 


サラウンドスピーカーの Bi - Surround 接続 


サラウンドバックスピーカーのかわりに、サラウンドスピーカーをちラ]組追加して、計4本のスピーカーでヴ 
ラウンドチヤンネルを再生することびでさます。 IJ スニングルームび縦に広く、フ□ントスピーカーから IJ ス 
ニングポジションまでの距離び遠い場合などに壁際にもラ]組サラウンドスピーカーを追加したいとさはじ(下 
のよラな接続、設定を行います。 


•接続 



-スピーカーシステムの設定 (■►回聖I) 

Speaker System Select は 「 Bi - Surround 」 を 
選択してください。 



-スピーカーシステム A/B の切り換え （■►四 H) 

KP A : BI - SURR 」 を選択してください。 

-設置 


□ 

□ 

センター (C) 

□ 

フ□ント左 


フ□ントち 

(FL) 


(FR) 


サラウンド左 


サラウンドち 

(LS) 


(RS) 

■ 

サラウンド2を 

☆ 

■ 

サラウンド2ち 

(LS2) 


(RS2) 


☆ : IJ スニングポジション 
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接続 


フロントスピーカーの Bi - Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーびバイワイヤリング対応であれば、下の接続、設定を行うことでより高品位な Bi-Amp 
再生び可能です。ただし、この接続で 7.1 かシステムを組むには外付けパワーアンプび必要です。 

-接続 -スピーカーシステムの設定(一固聖 1) 



スピーカー端テ回のフ□ントとヴラウンドバックからは同じ -スピーカーシステム A / B の切り換え (■►匹陋 I ) 
音び出力されるため、 H ン Lo のどちらとでも接続できます 。 「SP A : BI - AMP 」 を選択してください。 



フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続するときはア 
ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属さ 
れている H i - L 0のショート金具は必ずはずしてく 


ださい。詳しくはスピーカーの取扱説明書ちご覧 


ください。 


(7.1 ch システムを組むとき） 


m 

MM 


© I I © I このシステムはスピーカー端テ囚のヴラウンドバック ch 用の 
パワーアンプ回路をフ□ント巨 i-Amp 用に使用します。よって 
^^1じ^サラウンドバック ch は PRE 日 UT 端子の SURROUND 

-巳 aCK 因回を外付けパワーアンプに接続し、そのアンプからス 

州寸けノの-アンプピーカーを接続してください。 


い UDIO ， 
IN 

c 3115 Sr 


A 

ミ主意 


ネットワークび着脱でさるスピーカーの場合、ネッ 
トワークび外れたままだとスピーカーを破損する恐 
れびありますので必ずネットワークを装着した状態 
でお使いください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 

外付けパワーアンプを使わずに 7. 1 ch でシ 
ステムを組む場合は Bi - Amp ではなく Bi ¬ 
wire 接続に します。 スピーカー端テ回に、バ 
イワイヤ IJ ング対応スピーカーの Hi と Lo の 
2本を並列に接続してください(端テ回は使 
用しません)。 W 



「Normal Surround 」 設定 
のままでご使用ください。 
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接続 


スピーカー端子回を巧い2つのスピーカーシステムを両立する 


スピーカー端子回に接続したスピーカーを 、 DVD オーディオ用のサラウンドスピーカーとして使ラことびでさ 
ます。通常の 7.1 ch 再生するときはスピーカーシステム A ( SP ^ A ) を選び、 DVD 才ーディオ再生するときはス 
ピーカーシステム B ( SP ^ B ) を選ぶことで、最適なスピーカー配置でマルチチャンネル再生をお楽しみいただく 
ことびでさます。この場合、スピーカーは全部で9本接続することになります。 


DVD オーディオ用 DVD オーディオ用 
ヴラウンド L サラウンド。 



•配置 

DVD オーディオ用サラウンドスピーカーの配置については直固をご覧ください。 

m 

- スピーカーシステムの 設定(一固聖 1) •柄 

Speaker System Select を 「Normal Surround 」 に、 SP - B : を 「 ITU - R 」 に設定してください。 


2 . 1 . 


Speaker Systems 
Manual Free 


Speaker System Select 
[Normal Surround ] 
SP-B : 


[▼Next] 


-スピーカーシステム A / B の 切り換え（■►図到） 

raP-B : tU - R 」 を選択してください。 

に P A : NORMAL 」 を選択すると通常のマルチチャンネル再生となります。 


—■— 

「 SP-B : ITU - R 」 を 
選択したとき 

■ 5 ■ 

■み ■ 


ジ J ^ 


ジ J V 心 

□ ☆ □ 


■夕☆み ■ 

• m 

☆ : IJ スニングポジション 

□ ^分 □ 

□ □ 

■ :出カスピーカー 

国国 


rSP A : NORMAL 」 
を選択したとを 


☆ :リスニングポジション 
■ :出カスピーカー 


^ メモ 

• 「スピーカーシステムの設定」（■►固聖 1) で SP - 巨を riTU - RJ に設定していて SP - B を選択しているときは、 
サラウンド ch の音声はスト IJ ームダイレクトモードによってサラウンドかサラウンドバックスピーカーのど 
ちらかから出力されます。 
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接続 


他のパワーアンブの接続 


付属のショートピンプラグを巧いてか S 接続してくださしバ通常は付属のショートピンを抜かずにショートして 
ご使用ください。ショートピンを巧いたままではフ□ントスピーカー、ヘッドホンか6音び出ません）。 

他のアンプをパワーアンプとして本機と組み合わせることびでさます。各プ IJ アウト端子から出力される音は 
スピーカーシステムによって変わります。詳しくは「スピーカーシステム A / 巨の切り換え」（■►区煙1 ) をご覧く 
ださい。 



皆メモ • この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ IJ ューム位置などにより音場補正を正確に行うこ 
とびでさない場合びあります。 


プリアウトパワーインにごいて 


付属のショートピンプラグを巧いてか S 接続してくださしバ通常は付属のショートピンを抜かずにショートして 
ご使用ください。ショートピンを巧いたままではフ□ントスピーカーか6音が出ません）。 

本機 IJ アパネルの端テでは足りずにちっとソース機器を接続したいとさや、ご使用になりたいお手持ちのプ IJ 
メインアンプびあるとさには本機と他のコント□ールアンプを接続して使用することびでさます。 



皆メモ • コント□ールアンプのプ IJ アウト端子と本機の POWER AMP IN 端子を接続しないと、本機のス 
ピーカー端テおよびへッドホン端テから音は出ません。 















接続 


コントロール入力/出カコードの接続 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の IJ モコン受光部を使って集中コント□一 
ルすることびでさます。 IJ モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受けられないところに設置した機 
器ち IJ モコン操作び可能になります。 



本機のリモコン 


付さの他のパイオニア 
製品の CONTROL IN 端子へ 


m 

続 


^ メモ 

• 本機の CCDNTR 日 L IN 端テにコント□ールコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作することは 
でさません （ IJ モコン信号受光部び機能しなくなります)。 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付さコード(抵抗なし）をお使いください。 

. コント□ール端テの接続をする場合は、必ずオーディオコードまたは映像ケーブルの接続ちしてください。デ 


ジタル接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しません。 


視聴環境の整備 


マルチチャンネルサラウンドの再生では、視聴環境 （ IJ スニングルーム）の違いび音質(音の透明度や定位感な 
ど）に大さく影響を与えます。特に、定在波と過度な残響音は電気的に除去することびでさませんので、■1^(下の 
点に留意し、いろいろとお試しください。 

① 正方形の部屋を避ける 

② 部屋の辺の長さの比び]: 2などの整数倍になっている部屋を避ける 

③ 平行な壁面(向かい合った壁や天井など）に対し、定在波や残響音の発生を防止する 
(厚手のカーペットを敷く、吸音材を置く、厚手のカーテンを吊るすなど） 

④ スピーカーユニットび他のチャンネルのスピーカーユニットと向かい合わせにならないよう、方向や位置を 
考える 

(他チャンネルの出力音声によるスピーカーユニットの干渉を避ける） 


スピーカーの配置やリスニングルームの環境を変えたときは「音場補正」（一回聖！〜回固 ） を行ってくだ 
さい。 

本機には Multi-Channnel Acoustic Calibration System を搭載していますので、才ートセットアップ 
^(-►固匹)〜固 図 ） を行うことにより音場補正を自動で簡単に行うことびできます。_ 
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接続 


源コードの接続 


全ての接続が終了した6、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。 

電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお薦めします。下図のよラ 
に電源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広い方(アース側）に合わせて差し込んでください。 


A * 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属しているコード(電流容量1己 A 、 機器側 3 P プ 

ラグインソケット方式)似外の電源コードはご使用にな6ないでください。 

警告.本機の AC INLET のアース端テは本機のシャーシに接続されていません。 

V _；_/ 


—日 一 W — 面一！ 

3馨© 

幅の広い側 - 

ごま意：テしご三方に 

接続しないで < ださし、。 

1—連動 100 W な下 

Lo に日〇 

t 

@ @： 
馨。 i " g | 售 1 

® 1 

ごま意：巨 n — 1巨 n のスピ- 

_, 4 n — 60のスピーカーをご1 

、KERS 取扱説巧害をお読みのうえ、 

個@一[ :^|庶、雨 rr 

raisiss (1) 1 

巧用前に取臟明きをちみくださ u’.。 ■ 1 U ご1 

[B I \ 詞 

® 制:つなぐ 1 \n 

©鑛 R 

-力-をご關ください。 

ま用の房は 

本おの設定を切0巧えてください。 


② 

最後につなぐ 


^ メモ 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。 


モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 WliTF ] 

本機の電源スイッチの日 N/STANDB 丫(日 FF ) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を日 N / OFF できます。 
接続した機器の消費電力び1日 0 VV を超えないよラにしてください。 


A * 消費電力びパネルに表示されているワット数を超え 
るような電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I -一 
警告スター、ドライヤーなど）は絶対に接続しないでく 
ださい。機器の故障や乂災の恐れびあります。 

• テレビは接続しないでください。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値より 
少な<てち、電源を入れたとさに大さな電流び流れ 
る場合びあります。 


AC OUTLET 


マ、守音" 

テレビ やモニターは 接続しないで 
<ださい。 


1— 

連動 lOOWi^ ソ下 

— 


II 







連動100 wtu 下 
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設定一質 


システムセットアップの設定項目一覧 


システムセツトアップにするためにはまず IJ モコンをじ(下の順番で押してからじ(下の表をご覧ください。 


または ( S ) 

/|」モコン画面びホーム画面または^ 
AV アンプ画面のとさは押す必要 
'でありません , 



② 


メニュ ー 



ぶ巧夕7 


• オートサラウンドセットアップを行った場合は、音場補正を行ラ必要はありません。 

• 入力に関する設定は、必要に応じて行ってください。 

. エキスパート設定と THX オーディオ設定は必ず行わなければならない設定ではありませんび、本機を快適にお使いいただくための 
設定になります。 


選んで決定 

が © 

選んで決定 

が 0 

設定概要 

参照 

ページ 

广鸟巧 [Auto Surround Setup] 
r — (才ートサラウンドセットアップ） 

一 

音場補正の全項目を自動測定 

(- ►ESI) 

X 

[1.Input Assign] 

\ - (入力に関する設定） 

t 

Digital In 

(デジタル入力の設定） 

デジタル入力端子の割り当て入カファ 
ンクシヨンの変更 

(- ►E1D 

Component Video In 
(コンポーネントビデオ入力の設定） 

コンポーネントビデオ入力端子の割り 
当て入カファンクシヨンの変更 

(一剛 

し LINK In y 
(し LINK 入力の設定） 

♦ 

i.LIN K 対応器機の割り当て入カファン 
クシヨンの変更 

(一 EH) 

Video Assign 
(ビデオ入力の設定） 

USB、MULTI CH INPUT 入力へ①ビ 
デオ信号割り当て 

(一 ED) 

▼ 

[2.Surround Setup] 

(音場補正） 

〇 

〇 

( 一因 21 で詳しく説明み 

V ていまず。 J 

t 

Speaker Systems 
(スピーカーシステムの設定） 

t 

スピーカーシステムの使用用途、接続 
の有り無し、お域再生能力などの設定 

(一剛 

▼ 

Channel Level 

(スピーカー出カレベルの設定） 

t 

各チヤンネルの出カレベルを補正 

(一剛 

▼ 

Speaker Distance 
(スピーカーまでの距離の設定） 

t 

各スピーカーまでの距離を入力し、 最 
適なディレイ値に設定 

(一 EIU) 

♦ 

Acoustic Cal EQ 

(視聴環境の周波数特性の補正） 

出力音声の音色を補正 

(一 EH) 

X-Curve 

(聴感上の高域補正） 

部屋の大きさとリスニングポジシヨン 
に合わせた高域の減衰カーブの補正 

(一剛 

[S.Expert Setup] 

エキスパート 設定） 

OSD Adjustment 
(OSD [メニュー画圃①調整） 

メニュー画面の表示位置(上下左ち)調 
藝 

(- ►EUC 

Bass Peak Level 

(超ほ域音声のピークレベル設定） 

超ほ域音芦のリミッター設定「ずる/ 
解除」の選択と設定値の調藝 

(- ►EMJ) 

D-Range Control 
(ダイナミックレンジコント□一 
ルの設定） t 

ダイナミックレンジ圧縮レべ j レの変更 

(一 EHU) 

Function Rename 

(入カファンクシヨン表示の設定） 

入カファンクシヨンごと①表示文字列 
の変更 

(■►卿 

亦 

OSD Overlay 
(オーバーレイ表示の設定） 

テレビ画面に操作内容などを表示ずる 
かしないかの設定 

(一 EED 

\ 

[4.THX Audio Setup] 

订 HX 才ーディオ設定） 

t 

Ultra 2 SW Setup 
( Ultra 2 サブウーファーの設定） 

t 

THX Ultra 2 準拠のサブウーファーに巧 
するほ域制御フィルターの ON / OFF 設定 


SB SP Position 
(サラウンドバックスピーカー間 
の距離の設定） 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
①設定 

(- ►[2ED 

[EXIT] ^ 

設定の終了 (通常状態へ） 





[ Return ] を選んで決定すると]つ前の手順に戻ります。 

■操作を行う前には必ず本機の主電源ボタンを 0N(—) にしてください。 

■ はじめてリモコンを使用される方は、まず r リモコンの初期設定」（■►固因）を行ってください。 





























音場補正の設定 fig 


Auto Surround Setup (サラウンドの自動設定) 


本機のオートサラウンドセットアップでは従来のマニュアル調整 
では難しかったさまざまな設定を、付属のマイクを使い自動で高 
精度に測定、設定することびでさます。「ホームシアター入門ガ 
イド」 Step 2 のサラウンドの自動設定(- ► 固四 ） と同様の設定で 
すび、ここではより詳しく説明します。 

測定中はスピーカーからテスト I -ーンび出力され、その音を付属 
のマイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れはち記の 
通りです。 



測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力されま 
す。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願 
いします。 


ノ 


初期測定(測定設備のチ王ック） 

① 暗騒音ほ K 屋の騒音）の測定 

② マイク感度の診断 

③ 各 ch のスピーカー有り無し判定 



スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 



システム全体の解析測定 


^ メモ 

.Advanced MCACC 機能にて、部屋の残響特性を考慮した、よ 
り高度な補正を行いたいとさは、ここでのオートサラウンドセッ 
トアップを行った後、 [ Professional ] で補正を行ってください 
(一鹏）。 

. X - Curve を日 N にして自動設定を行うと、スピーカーからの距離 
をもとに部屋の広さび計算され自動的に適した高域補正カーブび 
設定されます(■►固国）。 


④ スピーカー システム 

(各 ch の低域再生能力を判定） 
⑥ スピーカーからの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑥ スピーカーの 出カレベル 

(各 ch の出カノ くランスを補正) 

⑦ 視聴環境の周波数特性 

(出力音声の音色を統一） 



システム全体の解析結果のチェック 


上記①〜⑦の測定/解析にかかる時間 

©合計3〜6分程度 


1 ) 才ートサラウンドセットアップマイクを接続ずる 


^ メモ 

• オートサラウンドセットアップマイクを TV モニター 
の近くに置いてオートサラウンドセツトアップを行 
わないで < ださい。 


本機の SETUP M にジャックに付属のオートヴラウ'1 
ンドセツトアップマイクのコードを差し込みます 


パワード 

センタ— ヴプ ウーファ 

スピーカー ( C ) 


ACOUSTIC / / ■ CH LEVEL ■ 巧 CH 

CAL. MIDNIGHT LOUDNESS TONE I OPTION I + / /tALNR INPUT ATT SELECT - + MODE 

0 0 0 © \ m 0-0 ¥ o 0 o o-o o 

PHONES SP SYSTEM SIGNAL VIDEO TAPES STREAM 

• A/B SELECT SELECT MONTOR DIRECT 

© © © 0 © 


フ□ント 
スピーカーち ( FR ) 



フ□ント 

スピーカーち ( FL ) 


ク IJ スニングポジション - 、 

(耳の位置)に設置します。 


サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 



'オートサラウンド 
セツトアップマイク 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


サラウンド 
スピーカー ち ( LS ) 


マイクを耳の高さに設置するには兰脚を使 
用すると便利です。兰脚びない場合は水平 
な台の上にのせてください。 


サラウンドバック 
スピーカーを ( SBL ) 
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[ MS 音場補正の設定 


2) 自動測定を開始する 


mm — 

〔の AV ァンフ） | aOAV7>：^4 - 
入力切換 1 - 2、3 1 

励圆回 

[ ぶぶ iJI CD ぃ TUNE 立 


を操作)剛巧 r ] 



3-9 


^ メモ 

•「Auto Surround Setup 」 では、設定の途中で静止画面を3分間 
放置すると画面は一時的に消えますび、何かボタンを巧すことで 
再び同じ画面を表示します。 

• 自動測定の途中で CANCEL を行ったとさはそれまでの内容は設 
定されません。 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物を取り除い 
て < ださい。 

• サブウーファーを接続しているとさは電源を入れてボ U ュームを 
上げておいてください。 

• 測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーの外側 
から U モコンで操作を行ってください(各スピーカーとマイクの 
間に障害物びあると正しく測定でさません)。 

• ちいテレビをお使いのとさ、ブラウン管からのノイズにより、 
オートサラウンドセットアップび正しく測定されないことびあり 
ます。その場合は、テレビの電源を切って測定を行ってくだ 
さい。 


下は OSD 画面(テレビ画面)です 


System Setup 

[1.Input Assign] 

[2. Surround Setup] 
[3 - Expert Setup] 
[4-THX Audio Setup] 

[Exit] 





1 リモコンをホーム画面または AV アンプ画面にする。 

2 メこュ- システムセットアップモードにする。 ^ 

テレビ画面にセットアップメニューび表示され巧 
ます。 

3 ボタンで [Auto Surround Setup ] を選んで(叫ボ 
タンでミ夫定する。 

オートサラウンドセットアップになります。 

4 設定するスピーカーシステムを和呼ボタンで 「Normal 
Surround 」 にずる。 

[ THX(all small )] については固聖 I を、 [ Front 目 i - Amp ] につ 
いては固詞を、旧 i - Surraund ] については回をご覧にな 
り、必要に応じて切り換えてください。 


5 t ♦ボタンでにド-日」を選んで和叶ボタンで ！ "Second 
Zone 」 にする。 

[ ITU - 刊については「スピーカーの接続(応用編)」 （一回 H ) 
をご覧ください。[日 FF ] を選ぶとスピーカー端で互からは 
音び出ません。 


6 t ♦ボタンで rX - Curve 」 を選んで和-►ボタンで rON 」 
にする。 


X - Curve の設定は補正後、個別に日 FF / ON を切り換えるこ 
とびでさます。詳しくは固固をご覧ください。 

7 t ♦ボタンで [Go Next ] を選んで@ボタンを巧す。 

直四のメモをご覧になり、画面のを意事項をよく読んでか 
ら自動測定の準備をしてください。 
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音場補正の設定 


恆 


8 


Auto Surround Setup 

•Connect microphone 
•Please be quiet 
•Move obstacles away 
•If you have a subwoofer 
turn power on and 
volume up 


turn 

► rklkUli 
[Cancel] 


自動的にボ U ューム 
を日 dB に設定 


8 


t * ボタンで [ S ねけ]を選び@ボタンを巧ず。 

オートセットアップび開始されます。まずは初期測定(測定設 
備チェック）です。この自動測定は数十秒で終わりますので、 
手順9の画面になるまでしばらくお待ちください。 

「Ambient Noise 」 ：暗騒音(部屋の騒音)の測定をします 
「 Microphone 」 ：マイクの感度を診断します 
["Speaker Level 」 ：各スピーカーの有り無し半陪をします 


9 


スピーカー有り無し判定結果の確認画面になりまず。 

判定結果が合つている場合は t * ボタンで [ OK，Go Next ] を 
選んで@ボタンを巧ず。 

丫 ES はスピーカー有りで N 日はスピーカー無しを意味します。 
次の自動設定び始まります。手順1日へお進みください。 


測定画面へ 


判定結果が間違っていて、もう一度自動測定を試ず場合は 
ボタンで旧 etry ] を選んで(叫ボタンを巧ず。 

手順8へ戻ります。 


確認画面へ 


9 


Check!! 


FRONT [ YES 


CENTER [ YES 


SURROUND [ YES 


SURR BACK [YESx2] 

SUBWOOFER [ YES 


► rl,JL*ef •■"編 


[Retry] 

[ERR ザ ix SP.] 


[Return to Menu] 



10 


Auto Surround Setup 

Now Analyzing … 
Him I 

Surround Analysis 
Speaker Systems 
►Speaker Distance 
Channel Level 
Acoustic Cal EQ 

[[•feliWJIl 


門 


11 


判定結果が間違っていて、手動で設定し直ず場合は t ボ 

タンで [ERR 一 Fix SPJ を選んで【却ボタンを巧ず。 

設定び間違っているチャンネルを t ♦ボタンで 選び和- ►ボタン 
で正しい設定にします。 

すべてのチャンみレを正しく設定したら t ♦ボタンで！;日 K I G 0 
Next ] を選んで@ボタンを押します。 

^乂モ • 判定結果で [ ERR ] び表示された場合は、接続を間違えている 
可能性びあります。 [ Retry ] しても結果び同じような場合は一 
度電源を切り、スピーカーの接続を確認してください。ま 
た、途中で測定エラーによる警告び表示されている場合びあ 
りますので、そのときは画面の指示に従ってください。 

10 補正用測定び開始されまず。 

「Speaker Systems 」 ：各スピーカーの低域再生能力判定 
["Speaker Distance 」 ：最適なディレイ値を解析 
に hannel Level 」 ：各 ch の出カバランスを補正 
[Acoustic Cal EQJ :出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数によって2 
〜6分程度かかりますので、手順1 ] の画面になるまでしばらく 
お待ちください。 

11 niComplete !! 」の画面び表示された5自動測定は終了 
です。 

次ページの「3 ) 測定結果を確認する」へお進みください。データ 
をコピーして手動で微調整することちでさます。その場合は 

① [Data Copy ] を選んで@ 

② に UST 日 Ml ] またはに UST 日 M 2] のどちらにコピーするの 
か選んで@ 

③ に日 py 日 K ] を選んで C ぉ） 

を行った後に 「Acoustic Cal EQ (視聴環境の周波数特性の補正) 
(-►醒〇をご覧ください。 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


Auto Surround Setup 


Caution!! 

Test tone is 

output loudly. 


Auto Surround Setup 
!! Complete !! 

► "■巧 

[Check] 

[Return ] 


磯メモ • 設定の途中で日 SD 画面に何かメッセージび表示された場合は「オートセットアップ(自動音場 
補正)の日 SD 画面メッセージの意味」（一臣壓1 ) をご覧ください。 
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[ MS 音場補正の設定 


3) 測定結果を確認する 


1 t * ボタンで [ CHECK ] を選びボタンを巧す。 

[ NEXT ] を選んでミ夫定しなび5測定された内容を下の順に確認する。 

• I つ前の画面や先の画面を表示したいとさは和または一を押します。 

•途中で確認画面を終了するときは 1 4^ボタンで [ Return ] を選び气)ボタンを押します。 


^スピーカーシステム崎を匹！ 

(各スピーカーの低域再生能力判定) 


スピーカーの 出カレベルー因暫 J 
(各 ch の出カバランスを補正） 


スピーカーまでの 距離一じ四 
(最適なディレイ値を解析） 


Speaker Systems Check 


Channel Level Check 


Speaker Distance Check 

’’ Normal Surround ’’ 

FRONT [ SMALL ] 

CENTER [ SMALL ] 

SURROUND [ SMALL ] 
SURR BACK [SMALLX2] 
SUBWOOFER [ YES ] 

► rfTBSni (ィ Back/Nex け 
fReturn] 

時 

© 

LEFT [ +1.5dB] 

CENTER [ +1.5dB] 

RIGHT [ +2-0dB] 

SURROUND R [ -3.5dB] 

SURR BACK R [-1.5dB] 

SURR BACK L [ +3.0dB] 
SURROUND L [ +2-0dB] 
SUBWOOFER [+10.0dB] 

(◄ Back/Next ►) 

FReturn] 

時 

© 

left [2.75m] 

CENTER [2.40m] 

RIGHT [2.45m] 

SURROUND R [i.i0m] 

SURR BACK R [ 1 20m] 

SURR BACK L [i.60m] 
SURROUND L [i.85m] 
SUBWOOFER [3.30m] 

► (ィ Back/Next い 

[Return] 


I © 


視聴環境の周波数特性一回星! 
(出力音声の音色を統一） 


視聴上の高域補正一匹匿！ 

(4] ぺージ手順6で日 N にしたときのみ) 



2.Acoustic Cal EQ Check 
Target Curve : ALL CH ADJ 


LEFT 

63Hz 

125Hz 

- dB 

O.OdB 

SMALL 

250Hz 

+ 0.5dB 


500Hz 

- 2.0dB 

I - … 

1kHz 

- S.OdB 

2kHz 

+ 6.0dB 

4kHz 

O.OdB 

co^cgu>^csinco^ 

8kHz 

O.OdB 

[Return] 

16kz 

TRIM 

- 4.0dB 
O.OdB J 


ALL CH ADJ 補正 
フ□ント左チヤンネル 



© 


2種類の補正カーブ (ALL 
CH ADJ と FRONTAUGN ) 
について各チヤンネルの測定 
結果を和- ► ボタンで表示さ 
せることびでさます。 



最後の画面は [ Return ] び選ばれてい 
るので傍ボタンを押すと 、 System 
Setup メニュー画面に戻ります。 


設 

定 


2 t * ボタンで [ Exit ] を選び©ボタンを巧す。 

System Setup び終了し、通常動作に戻ります。 

このとさ、アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ び自動的に ALL CH ADJ で日 N になり、 
MCACC インジケーターび点灯します。 

-再度設定内容を確認したいときは「音場補正の設定確認」（一固聖 I ) をご覧ください。 


自動設定 ([ Auto ] による設定) 


「音場補正 ( Sur の undSetup )」 の個別の項目を自動で設定することびできます。次ぺージ<し U 降をご覧になり、自動 
設定を行う項目については [ A 山 0 ] を選択してください。その場合はの手順に従ってください。 [ Auto ] による 
設定では、設定の途中で静止画面を3分間放置すると画面は一時的に消えますび、何かボタンを押すことで再び 
同じ画面を表示します。 

1. 自動測定の準備をする。 

•付属の設定用マイクを接続して、 IJ スニングポジションに設置してください。 

( TV モニターの近くには設置しないでください） 

•測定中は静かにしてください。 

•スピーカーと IJ スニングポジションの間にある障害物を取り除いてください。 

•サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ IJ ュームを上げておいて 
ください。 

2. [ S ねけ]を選んで©ボタンを巧す。 

• 自動設定をキャンセルする場合はに ancel ] を選んで@ボタンを押してください。 

3. 測定が終了し、測定結果を確認後 [ Return ] を選んで t 气)ボタンを巧す。 

• Surround Setup 信場補正)のメニュー画面になります。 が} 


2.1. Speaker Systems 

[Manual Free] 
[Manual THX] 

_ (all small) 

► [QSQ] 

[Return] 





























音場補正の設定 fg ] 


Surround Setup (音場補正) 

音場補正の設定頃目の詳細と効果 


下の已つの設定（補正)を音場補正 （Surround Setup ) と呼びます。本機の才ートサラウンドセットアップ 
機能を使ラと、これらの設定を自動で行ラことびでさます。初めて音場補正を行ラ場合は、オートサラウンド 
セットアップ機能による設定をおすすめします（■►固四）。 

才ートサラウンドセットアップ機能にて設定を行った場合は、 m 下の己つの設定を行う必要はありません。ただし、 
残響特性を考慮した周波数特性の補正を行う場合には 「Acoustic Cal EQ 」 の [ Professional ] を行う必要があ 
ります。 

スピーカーシステムの設定 (Speaker Systems ) 

これはソースに含まれる音声成分の全てを再生するための基本設定です。この設定び正しく行われないと、サウンド 
トラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかったり、低域成分び欠落してしまう、などの不具合び発 
生する場合びあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力の大小、ク□スオーバー周波数などを設定し、上 
記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定に hannel Level ) 

u スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設定」と同 
様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの 
悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、このち法では正確な設定は不可能です。プ 
□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施しま 
す。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整びだれでを簡単にできるようになりました。 

スピーカーまでの距離の設定 (Speaker Distance ) 

実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定用のマイクを使用して実測した場合は、 
電気的な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受けられる）をも測定します。よって、メジャー等を使った物理的な 
距離測定とは違う値び設定される場合もあります。 

視聴環境の周液数特性の補正 (Acoustic Cal EQ ) 

「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 IJ スニングポイントでの視聴環境 I -ータルの周波数特性 au 下、 F 特)の補正を 
意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 U スニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所-設置ち法-壁面-内装、など様々な影響により実際の F 特び違ってしまうためです。 

本機の r 視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネ 
ルの音のつなびりを飛躍的に向上させ、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館な 
どにおいてはこの補正は絶対に欠かせないちのです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正に最も有効であるエンべ□ープ補正ち式を採用し、この差を埋めることを可能 
としました。さらに 、 Acoustic Cal EQ Professional では残響特性を考慮した周波数特性の補正や残響特性のグラ 
フ表示(パソコンまたは日 SD 画面)もできるようになりました。 

全チャンネルをフラット特性にする 「ALL CH AD 」 UST 」 と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ込む 「 FR 日 NT CH 
AUGN 」 の2種類の補正力ーブのほか、手動で自由に調整できる rCUST 日 Ml 」 に UST 0 M 2」 を用意しました。 


巧 fe 上の局域補正 ( X - Curve ) 

スタジオや映画館のよラな広い視聴環境では多くの反射波び合成されるため、音響/こ\理学上、高域の成分びさつ<感 
じられる傾向にあります。そこで国際スタジオ規格のに日2969では、この聴感上の補正を行うために X - Cu 「 ve(X 
カーブ）というをのを規定しています。 

本機では、この理論をホームシアターにも適用し 、 Acoustic Cal EQ で周波数特性びフラットになった視聴環境に対 
して X - Curve 補正を行ラことで、部屋の大ささに影響される聴感上の周波数特性の補正を可能とします。 

^ メモ 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使用するたびに設定し直す必要はありません。 
ただし、スピーカーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定し直 
す必要びあります。 
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Check (音場補正の設定確認) 


音場補正の各項目の設定内容を一通り確認することびでさます。 



◄■■►ボタン 

で項目の選択、 
変更を行い 
@ボタンを巧し 
ます。 


ここか S 読む場合は、リモコンのボタンをじ TF の順番で巧してか 
5手順1へお進みください。 

①@または (0 一 ② g 

/ I 」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは押す必要 
V お0ま甘ん ノ 


1 U 下は OSD 画面(テレビ画面)です 


System Setup 

[Auto Surround Setup] 

[1.Input Assign ] 

[3 - Expert Setup ] 
[4-THX Audio Setup ] 

[Exit] 


2 


2. Surround Setup 



[1.Speaker Systems ] 
[2- Channel Level ] 

[ 3. Speaker Distance ] 

[ 4. Acoustic Cat EQ] 

[ 5. X-Curve] 

[Return]_ 


5 


2. Surround Setup 

[Check ] 

[1.Speaker Systems ] 
[2. Channel Level ] 

[3. Speaker Distance ] 
[4. Acoustic Cal EQ] 
[5. X-Curve] 
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System Setup 

[Auto Surround Setup] 

[1.Input Assign ] 

[2. Surround Setup ] 

[3 - Expert Setup ] 
[4-THX Audio Setup ] 

►[圓 ] 


1[2 .Surround Setup ] を選択して決定する。 

Surround Setup (サラウンドの設定)のメニュー画面にな 
ります。 


2 に heck ] を選択して決定する。 

サラウンドの設定の設定確認画面になります。 


3 ©ボタンを巧して、下の順に確認する。 

サラウンドの設定の設定内容び、ボタンを押すたびに_1^(下 
のように切り換わります。 


2.Speaker Systems Check 

’’ Normal Surround ’’ 


2.Speaker Systems Check 


2. Channel Level Check 

LEFT [ +1 .別り 

CENTER [ +l.5dB] 

FRONT [ SMALL ] 

CENTER [ SMALL ] 

SURROUND [ SMALL ] 
SURR BACK [SMALU2] 
SUBWOOFER [ YES ] 

► rIJ は!" 1 (-4Back/Next ►) 
FReturnl 

時 

© 

Crossover [ 80Hz ] 

(THX Speaker = 80Hz) 

SP-B : Second Zone 

►[四巧!] (ィ Back/Next>) 

TReturn] 

時 

© 

RIGHT [ +2;0dB] 

SURROUND R [ -3 .別 B] 

SURR BACK R [-1.5(18] 

SURR BACK L [ +3.0dB] 
SURROUND L [ +2.0dB] 
SUBWOOFER [ +10.0dB] 
►[ESSll (ィ Back/Next ►) 
TReturnl 


スピーカー システム ク□ス オーバー スピーカー出カ レベル 

一因国 周波数一因固 一强 I 


設 

定 


( X - Curve び日 N のときの奶 



スピーカーまでの距離視聴環境の周波数 視聴上の高域補正 

一区固！ 特性一区固 一固固 


視聴環境の周波数特性は4種類の補正カーブ (ALL CH ADJ 
と FR 日 NT ALIGN 、 CUSTOM ]、 GUST 日 M 2) につし各 
チャンネルの設定内容を◄■ー ボタンを使って表示すること 
びでさます。 

1つ前の画面や先の画面を表示したいとさは和または一を 
押します。 


4 確認画面を終了するときは t * ボタンで [ Return ] を選択し 
て決定ずる。 

Surround Setup メニュー画面に戻ります。 

引き続き設定を行うには、設定したい項目のぺージの手順2 
へお進みください。 


5 ボタンで [ Retum ] を選択して決定する。 

6 t* ボタンで [ Exit ] を選択してミ夫定する。 
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音場補正の設定 fg ] 


Speaker Systems (スピーカーシステムの設定) 


この設定び基本となり、次ページ降の各設定び行われるため、この設定をしないと音声成分の一部び欠落した 
り、正しい設定びでさなくなってしまう場合びあります。お手持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わ 
せて正しく設定してください。 

• スピーカーシステム （Speaker Systems ) の選択 
本機は、スピーカーシステム全体をどのように使用するかを還択できる「バーサタイルスピーカーコンフィグ 
レーシヨン」機能を搭載し、フ□ントスピーカーのバイアンプ接続にも対応しています 。 [Normal Surround ] 
や [Front Bi - Amp ]、[ Bi - Surround ] の3つのスピーカーシステムから選択します 。 [Normal Sur の und ] を選択 
したときは、 SP - 目も選択することびできます。 

Speaker System Select 
[Normal Surround] : 

一般的な設定です。メインのシステムをスピーカー端テ回だけに接続（バイワイヤ接続を含む）したときはこの設 
定を選びます。この設定では、スピーカー端テ回に接続したスピーカーを使って2つのスピーカーシステムを切り 
換えて楽しむことびでさます。詳しくは下記 「 SP - B 」 をご覽ください。 

[Front Bi-Amp] : 

バイワイヤ対応のフ□ントスピーカーを使って、 バイアンプ接続（■►回 到）をしたときはこの設定を選びます。 

7. Ich システムを組むときは、サラウンドバック ch は PRE 日 UT 端テの SURROUND BACK 因回か 
ら他のパワーアンプに接続し、そのアンプからスピーカーを接続してください。 

[Bi-Surround] : 

縦長の部屋で音の横抜けを防ぐために、横の壁面にサラウンドスピーカーを2組置さたいとさはこの設定を選びます 
(■►区匿]!)。この場合、サラウンドバックスピーカーを置くことはできません。 

SP-B (Speaker System Select で Normal Surround を選んだときのみ選択することびできます） 
[Second Zone] : 

スピーカー端テ回に接続したスピーカーで別の場所でのステレオ再生を行うことびできます一区匿!）。 

[ITU- 刊： 

スピーカー端テ回に接続したスピーカーを DVD オーディオ用のサラウンドスピーカーとして使うことびでさます。 
(■►固 m )。 DTU - 刊に設定するとスピーカー端テ回に接続したスピーカーも音場補正の各項目を設定することび 
でさます。 

[OFF ]： 

スピーカー端テ回にスピーカーを接続していないときは [ OFF ] に設定します。 

. スピーカーの有 / 無、低域再生能力の大/ルの設定 
ヴブウーファーじ 1 外 

[LARGE] ( 大） :低音域を再生する十分な能力びある場合。 

に MALL] ( ル） :そのチャンネルの低音域をほかのスピーカーまたはサブウーファーから出力する場合。（低音域 
びどのスピーカーまたはサブウーファーから出力されるのかは、各スピーカーの設定の組み合わ 
せによって変わります） 

[N0]( 無） :接続しない場合。 （ N 日に設定されたチャンネルの音声は、他のスピーカーまたはサブウーファー 

から出力されます） 

サラウンドバックスピーカーは]本（ X 1) か2本 ( X 2) かも設定します。 

サブウーファー 

[YES] 馆） ： サブウーファーを接続する場合。このときサブウーファーからは、 LFE 成分（超低域信号成分） 
や SMALL 設定されたチャンネルの低音域（各スピーカーの設定の組み合わせにより違います） 
び出力されます。 

[PLUS] :サブウーファーから常に音を出したい場合。 

このときサブウーファーからは [ YES ] に設定したときと同じ信号に加えて、フ□ント•セン 
タースピーカーから出力される低音域も出力されます。これにより、常時迫力ある低音再生び巧 
能になります。ただし、アナ□グ入力では U スニングモードによってサブウーファー出力び無い 
場合ちあります。 

[N0] 傭） ： サブウーファーを接続しない場合。（低音域はほかのスピーカーから出力されます） 
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障 音場補正の設定 


1^^(下の組み合ゎせび設定可能です。 


フ□ントスピーカー 

センタースピーカー 

サラウンドスピーカー 

サラウンドバックスピーカー 

サブウーファー 

SMALL 

SMALL / 

/no 

SMALL 

SMALL / 

(XI, X 2) / NO 

YES 

(PLUS や NO を 
選ぶことはできません） 

NO 

NO 

LARGE 

LARGE / / 

/SMALL / 

/ /no 

LARGE 

LARGE 

( xl ， x 2)/ 

^^SMALL 
(X 1 ,X 

YES / 

/PLUS / 

/ /no 

SMALL 

SMALL (X 1 ,X2) /NO 

NO 

NO 


太字：工場出荷時の設定 


フ□ントスピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は下のようになります。 



*2 [ PLUS ] 設定の場合はサブウーファーから LFE 成分 

に加え Front / Center の低域成分を出力されます。 f 


• ク□スオーバー周渡数に rossover ) の設定 

SMALL (ル）に設定したチャンネルの何 Hz_lU 下の低音域を他のスピーカーやサブウーファーで再生するの 
か、また LFE 信号の何下の低音域を再生するのかを設定します。 

^ メモ 

• サラウンドバックチャンネルを無し （ NO ) に設定すると、再生チャンネル数は最大己. Ich になります。この 
場合はサラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出すことびでさます。詳しく 
は「パ'-チャルサラウンドバックモードの日 N/AUT 日/日 FF 」 （■►直画！）をご覧ください。 

• サラウンドバックチャンネルを有り (LARGE X 1, X 2または SMALL X ]， x 2) に設定すると、再生 
チャンネル数は最大 6. 1 ch または 7. 1 ch になります。この場合はお好みで最大己.1 ch 再生か 6. 1 ch /7. 1 ch 
システムのどちらかに切り換えることびできます。詳しくは「サラウンドバックチャンネルの日 N / AUT 日/ 
OFF 」 (- ) をご覧ください。 
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音場補正の設定 


齒 



( 和岭ボタン 
で項目の選択、 
変更を行い 
^^ボタンを巧し 


ます。 


ここか S 読む場合は、リモコンのボタンをじ TF の順番で巧してか 
5手順1へお進みください。 


または 

/ U モコン画面びホーム画面または' 
AV アンプ画面のときは押す必要 
'でありません 



② 


メ ニュ— 

セ巧矜プ 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


1 

System Setup 


[Auto Surround Setup] 


[1.Input Assign ] 

[3. Expert Setup ] 

[4-THX Audio Setup ] 


[Exit] 



2 

2. Surround Setup 

[Check] 

[2. Channel Level ] 

[ 3. Speaker Distance ] 

[4. Acoustic Cal EQ] 

[5. X-Curve] 

\ Return ] 

3 


2.1. Speaker Systems 


► r の … 1 ■ 卜 •■■at が 1 

[Manual THX] 

(all small) 

[Auto] 


[Return] 

4 


2.1.Speaker Systems 
Manual Free 


Speaker System Select 




SP-B: 

[Second Zone ] 


[▼Next] 



5 

2.1. Speaker Systems 

Manual Free 
’’ Normal Surround ’’ 

6 

►FRONT 

CENTER [ LARGE ] 

SURROUND [ LARGE ] 

SURR BACK [LARGEX2] 
SUBWOOFER [ YES ] 


(▼NEXT) 


1 [2 .Surround Setup ] を選択して決定ずる。 

Surround Setup (サラウンドの設定)のメニュー画面にな 
ります。 


2 [1 -Speaker Systems ] を選択してミ夫定する。 

スピーカーシステムの設定になります。 

3 設定方法を選んで決定する。 

[Manual Free ] :手動ですべてを設定します。 

[Manual THX ] : THX の推奨によりすベて！; SMALL ] で設 
定されるので 、 SURR BACK の接続した本数のみを設定 
します。 

[ Auto ] :マイクを用いた測定により自動設定します。こ 
の場合は [Normal Surmund ] に切り換えてから [ Next ] を 
選んで決定し「自動設定」（■►固圓）をご覧ください。 


4 スピーカーシステムを和呼ボタンで選択し*ボタンで 
手順己に進む。 

「Normal SurrouncI 」 を選んだときは4^ボタンで SP - B : を 
選び和-►ボタンで スピーカー システム目の使い方を選ぶ 

(■►卿）。 


5 t* ボタンで設定するスピーカーを選択する。 

手順3で [Manual THX ] を選んだ場合 、 SURR BACK _ L ^ 外は 
選択でさません。 

6 和叶ボタンで選んだスピーカーについて、その有無やイ氏 
域再生能力の大/ルを選択する。 

設定するスピーカーによって選べる内容び異なります。設定 
内容については前ページの説明をご覧ください。 


7 それぞれの スピーカーについて 手順 日〜 目を繰り返す。 
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似下は OSD 画面 ( テレビ画面)です 


8 


2.1. Speaker Systems 
Manual Free 
"Normal Surround ’’ 

FRONT [ LARGE ] 

CENTER [ LARGE ] 
SURROUND [ LARGE ] 
SURR BACK [LARGEX2] 
►SUBWOOFER ィ ► 

(▼NEXT) 


9 


2.1. Speaker Systems 
Manual Free 
"Normal Surround " 

► Crossover 4 け过 iK 口 ！► 

(THX Speaker = 80Hz) 

SP-B : Second Zone 

[Return] 


10 


2.1. Speaker Systems 
Manual Free 
Normal Surround 

Crossover [ 80Hz ] 

(THX Speaker = 80Hz) 

SP-B : Second Zone 


[Manual THX ] を選んだ場合 
は画面び異なります。 


障 音場補正の設定 

8 SUBWOOFER の設定が済んだ！ 5* ボタンで手順9へ進む。 

FR 日 NT を！; SMALL ] で設定しているときは SUBWOOFER 
は[丫 ES ] で固定されるので、この場合は SURR 巨 ACK の 
設定び済んだら4^ボタンで手順9へ進んでください。 

手順3で [Manual THX ] を選んだ場合、 Crossover は 
[8 日 Hz ] で固定されますので 、 SURR BACK の設定び済ん 
だら手順 I 日へ進みます。 

9 crossover を◄■■►ボタンで[日 OHz ]、[80 Hz ]、 
[ lOOHz ]、[150 Hz ]. [200 Hz ] のいずれかに設定する。 

に P-B : 」の 表示は、手順4 で 設定す るスピーカーシステム 
に合わせて自動で切り換わります。 


10 [ Return ] を選んで決定する。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 

に hannel Level 」 に進みます。この場合、固画！の手順2 
へ進みます。 


設 

定 


^ メモ 

• [ AUT 日]で測定を行うときは、エアコンやファンヒーターなど、低周波騒音び出る機器の電源を一時的に日 FF 
にしてから測定を行ってください。 

. サブウーファーを [ PLUS ] にした場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび 
発生し、十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このような場合は、まずスピーカーの設置場所 
や向さを変えてみてください。それでち解消されない場合は実際に音を出しなびらサブウーファーを[丫 ES ] 
にしたり、フ□ントスピーカーをル （[ SMALL ]) にしてみて比較し、最適な設定にしてください。 

• THXUItra 2 規格準拠のサブウーファーなど周波数特性び超低域まで伸びているスピーカーを使用されるちは 
「 Ultra 2 サブウーファーの設定」（一固国 ） もご覧ください。 
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音場補正の設定 fs 


Channel Level (スピーカー出カレベルの設定) 


IJ スニングポジション(視聴位置)での各チャンネ J レの音量レべ J レび一定に揃ラように調整します。 3 つの設定ち 
法のうち、 [ Manual]、[Semi Auto ] については実際に出力されるテスト! -- ンを耳で確かめなびら手動で各ス 

一 -TJ-ODih^L -JUmmiyu.Wo ここか !5 読む場合は、リモコンのボタンをじ TF の順番で巧してか 

_ 5 手順 1 へお進みください。 

① …'心 、②旨 

セ顯知 



( ◄■■►ボタン 

で項目の選択、 
変更を行い 
@ボタンを巧し 

〇 一戸す。 _ 


(^ ： ) または （ an) 


/ u モコン画面びホーム画面または^^ 
AV アンプ画面のときは押す必要 
でありません / 


[2 .Surround Setup ] を選んでミ夫定ずる。 


ly 下は OSD 画面 ( テレビ画面)です 


2 


3 


4 

5 


System Setup 

[Auto Surround Setup] 

[1-Input Assign ] 

[3. Expert Setup ] 
[4.THX Audio Setup ] 


2. Surround Setup 

[Check ] 

[1.Speaker Systems ] 

[3. Speaker Distance ] 
[4. Acoustic Cal EQ] 
[5- X-Curve] 


2-2. Channel Level 
l]uto] 
[Return] 


► rfTiBBTTnil 

[Semi Aul 
[Auto] 


Your Speaker Systems 
’’ Normal Surround ’’ 


2. 2. Channel Level 



Manua 

I 

化 EFT 

<[mi 

画 ] ► 

CENTER 

RIGHT 

[ 0. 

OdB] 

OdB] 

SURROUND R 

[ 0. 

OdB] 

SURR BACK R 

[ 0. 

OdB] 

SURR BACK L 

[ 0. 

OdB] 

SURROUND L 

[ 0. 

5dB] 

SUBWOOFER 

(▼Next) 

[-10. 

OdB] 



2. 2. Channel Level 

Manual 

SP-B : ITU—R 

[▲Back] _ 

alSURROUND L ィ 
SURROUND R [+10.0dB] 


[Return ] 


2. 2. Channel Level 

Manual 

SP-B : ITU-R 

[▲Back] 
SURROUND L 
SURROUND R 

[+10. OdB] 

[+10. OdB] 

►riiHiiUJi 



Surround Setup (サラウンドの設定)のメニュー画面になります。 


2 [2 .Channel Level ] を選んでミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

3 設定方法を選んでミ夫定する。 

[Manual] :テストトーンを再生するスピーカーを手動で切り 
換えて調整します。この場合は手順4へお進みください。 

[SemiAuto] :テスト!ンを再生するスピーカーび自動で切 
り換わります。この場合は次ぺージの 「[Semi Auto ] で調整す 
る」の手順3へお進みください。 

[Auto] :マイクを用いた測定により自動設定します。詳しく 
は「自動設赴（■►固固）をご覽ください。 

〜ごミち意〜 

テスト ! ンは大きな音で再生されます。音量 （MASTER 
VOLUME) は自動的に OdB になり、数砂後にテスト I ンび 
再生されます。 


4 t * ボタンで調整するスピーカーを選択する。 

• スピーカー目システムを riTU - R 」 で設定しているときは A を 
押していくとスピーカー目のスピーカーち選択することびで 
さます。 

• スピーカーシステムび旧 i - Surround ] の場合はサラウンドバッ 
クスピーカーにつなびっているスピーカーび SURROUND 2 
と表示されます。 

5 和呼ボタンでレベルを調整する。 

各チャンネルのテスト I -ーンび同じ音量に聴こえるよラに調 
整してください。 

〜ごま意〜 

サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため実際 
のレベルよりち小さく聞こえる場合びあります。 

6 それぞれのチャンネルに手順4〜己を繰り返す。 

7 [ Return ] を選んで決定する。 

音量 (MASTER VOLUME ) び元の位置に戻り、スピーカー出 
カレベルの設定を終了します。 

「Speaker Distance 」 に進みます。この場合、固固の手順2 
へ進みます。 
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障 音場補正の設定 

[Semi Auto ] で調整する 


似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


3 



4 


2. 2. Channel Level 



Semi Auto 

化 EFT ◄旧 

El 

困 ] ► 

CENTER [+ 

10. 

OdB] 

RIGHT [ 

0. 

OdB] 

SURROUND R [ 

0. 

OdB] 

SURR BACK R [ 

0. 

OdB] 

SURR BACK L [ 

0. 

OdB] 

SURROUND L [ 

0. 

5dB] 

SUBWOOFER [ - 

10. 

OdB] 

Return = Push 
[TNext] 

Enter 


3 [Semi Auto ] を選んで決定する。 

テスト I -ーンの再生されるスピーカー（調整するスピー 
カー)び約3秒ごとに自動で切り換わります。 

〜ごミ主意〜 

テスト!ンは大きな音で再生されます 。 MASTER 
VOLUME は自動的に OdB になり、数秒後にテスト I ン 
が再生されます。 

4 調整したいスピーカーか!5テストトーンび出力されてい 
るときに - ►ボタンを押してレベルを調整する。 

一]日〜+1日 dB の範囲で調整することびできます。 

各チヤンネルのテスト I -ーンび同じ音量に聴こえるように 
調整してください。 

〜ごミち意〜 

サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため実 
際のレベルよりち小さく聞こえる場合びあります。 


R ©ボタンを巧して設定を終了する。 

音量 (MASTER VOLUME ) び元の位置に戻りスピーカー 
出カレベルの設定を終了します。 = n . 

に peaker Distance 」 に進みます。この場合、匹国の手順2 

咬 \ メモ へ進みます。 S 

• 音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス□-モードで7已服 SPU こ調整してください。 

• IJ モコンの AV アンプ画面の CH LEVEL ボタンまたはフ□ントパネルの CH LEVEL の SELECT ボタンと +/- 
ボタンでも各スピーカーのレベルを設定でさます（テスト I -ーンは出ませんのでお手持ちのソースを再生して 
調整を行ってください)。このち法では、 IJ スニングモードの3っのグループ ( STANDARD/HQME THX 、 
ADVANCED CINEMA/ADVANCED CONCERT 、 STERE 日 )で別々に設定できますび、オートサラウンド 
セットアップや本ページに記載されたち法で設定を行うと、すべてのモードびその値で統一されます。 


Speaker Distance ( スピーカーまでの距離の設定 ) 


IJ スニングポジション（視聴位置）からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの再生に 
ディレイタイムび付加され、 IJ スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。マニユア 
ルで設定する場合は、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。本機 
は、指定された距離から自動的にデイレイタイムを算出します。 



和-►ボタン^ 
で項目の還択、 
変更を行い 
^ボタンを巧し 
ます。 


似下は OSD 画面(テレビ画面)でず 


System Setup 
[Auto Surround Setup] 


[1.Input Assign ] 
[3 - Expert Setup ] 


ここか! 5 読む場合は、リモコンのボタンをに TF の順番で巧してか 
S 手順1へお進みください。 


または ( S ) 

/|」モコン画面びホーム画面または^ 
AV アンプ画面のとさは押す必要 
でありません 






1 [2 .Surround Setup ] を選んで決定する。 

Surround Setup (サラウンドの設定)のメニュー画面にな 
ります。 
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音場補正の設定 [ig 

2 |；3 .Speaker Distance ] を選んで決定する。 

スピーカーまでの 距離の設定になります。 

3 設定方法を選んで決定する。 

[ Manual ] :手動ですべてを設定します。この場合は手順 
4へお進みください。 

[ Auto ] :マイクを用いた測定により自動設定します。詳 
しくは「自動設定」（-►固固）をご覧ください。 

4 1 4^ボタンで調整するスピーカーを選択する。 

• スピーカー目システムを riTU - R 」 で設定しているときは！^を 
押していくとスピーカー目のスピーカーを選択することびで 
さます。 

• スピーカーシステムび 旧 i - Surround ] の場合はサラウンドバッ 
クス ピーカー につな びって いる スピーカーび SURROUND 2 
と表示されます。 

5 設定するスピーカーまでの距離を和-►ボタンで設定する。 

日. 〇已 m 〜 9 m の範囲内において日. 〇已 m 間隔で設定でき 
ます。 

D それぞれのスピーカーに手順4〜日を繰り返ず。 

/ [ Return ] を選んで決定する。 

スピーカーまで距離の設定を終了します。 

「Acoustic Cal EQ 」 に進みます。この場合、固固の手順 
2へ進みます。 

^ メモ 

• サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は設置および 
設定をリスニングポジションから等距離にしますと 、 HOME 
THX モードの効果び最大限に発揮されます。 


下は OSD 画面(テレビ画面)です 


2 


2. Surround Setup 

[Check] 

[1.Speaker Systems ] 
[2. Channel Level ] 

[4. Acoustic Cal EQ] 
[5.X-Curve] 

[Return ] 


3 


2.3. Speaker Distance 

► rf?iBTiTfgni 
[Auto] 


4 


1 2.3. Speaker Distance 1 

► LEFT 

CENTER 

Manual 

ィ *— ム棚 > 

[2- 40m ] 

RIGHT 

[2- 40m] 

SURROUND R 

[1-15m ] 

SURR BACK R 

[1.20m ] 

SURR BACK L 

[1.65m ] 

SURROUND L 

[1-85m ] 

SUBWOOFER 

(▼Next) 

[ 3.30m ] 


2. 3. Speaker Distance 

Manual 

SP—B : ITU—R 


(▲Back) 

►SURROUND L 
SURROUND R 


[1.80m] 


5 


2.3. Speaker Dist; 


► LEFT 
CENTER 
RIGHT 
SURROUND R [1 
SURR BACK R [1 
SURR BACK L [1 
SURROUND L [1 
SUBWOOFER [3 
[Return] 


stance 

Manual 

ィ も ■ が … ► 

[2.40m ] 


2.3. Speaker Distance 

Manual 

LEFT [3 


CENTER [2 

RIGHT [2 

SURROUND R [1 
SURR BACK R [1 
SURR BACK L [1 
SURROUND L [1 
OFER [3 


SUB WOOF 
► rkmiiJiii 


40m 

40m 


Acoustic Cal EQ (視聴環境の周液数特性の補正) 


各スピーカーの周波数特性を補正し、視聴環境全体の周波数特性を均一化します。補正カーブには [ALL CH 
ADJUST ] と [ FR 日 NT CH ALIGN ] の2種類びあり、それぞれの内容は_1ツ下の通りです。まずオートサラウン 
ドセットアップ（■►固聖 1) または Auto (手順3の Auto を参照）モードで自動調整したあとに、その補正力一 
ブを CUSTOM ] や CUST 日 M 2 にコピーして手動調整するち法（手順3の Manual を参照）をおすすめします。 
データコピーを行わなくてち直接 CUST 日 M ] や CUST 0 M 2 の補正カーブを手動で調整することはでさます 
び、この場合はフラット状態からの手動調整となります。 


[ Professional ] は ALL CH AD 」 UST と FRONT CH ALIGN の補正力ーブを視聴環境の残響特性を考慮し 
て自動設定します（■►固固）。また、残響特性をグラフ表示（パソコンまたは日 SD 画面）することもできま 
す（■►回11)。 

ALLCH ADJUST : 部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性をフ 

(ALL ADJ ) ラットに補正します。全てのチャンネル間の再生音のつなびりびよくなり、サラウン 

ドなどの音場のバランスび改善され、特に映画などのソースではワンランク上の臨場 
感、迫力をお楽しみ頂けます。 
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障 音場補正の設定 

FRONT CH ALIGN :フ□ント左/ち ( FL / FR ) とサブウーファーを除いた全てのチヤンネルの周波数特性を、 
f ALIGN ) フ□ント c h の特性に合わせます。フ□ント C h についてはスピーカー本来の性能をそ 

のまま引き出し、他のチヤンネルはフ□ント ch の特性に合わせることで、チヤンネ 
ル間のつなびりと音場のバランスを改善します。音楽などのソースに適しています。 

CUSTOM ! : 「オートサラウンドセットアップ」で設定した「視聴環境の周波数特性の補正」の設定値 

をコピー(保を)することびでさます。更に CUSTOM ] にコピーされた設定値は手動 
で微調整することちでをます。 

CUST 0 M 2 : CUSTOM 1と同様です。 

各周波数帯と音声の分布については「各種音声の周波数分布について」（一四哥 ） をご覧ください。 


量-戀 J 

贏了 G 




1-14 〇 


♦4 ◄■■►ボタン、 

で項目の還択、 
変更を行い 
^ボタンを巧し 
ます。 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


2 


3.4 


5 


6 




2. 4. Acoustic Cal EQ 

► 

[Manual] 

CUST0M1,CUST0M2 
[Auto] 

ALL ADJ & FRONT ALIGN 
[Professional] 

[Return] 


2.4. Acoustic Cal EQ 
A.Cal EQ Data Copy 


> CUST0M1 ◄[田回因 
CUST0M2 [CUST0M2 ] 


[Copy OK] 
[Cancel] 


2.4, Acoustic Cal EQ 
A.Cal EQ Data Copy 


> CUST0M1 
CUST0M2 


[Copy OK] 
[Cancel] 


" M ■• ル ! 1 11 

[CUST0M2 ] 


ここか 5 読む場合は、リモコンのボタンを似下の順番で巧してか 
6手順1へお進みください。 

①@また1*(©一 ② g 

/|」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは押す必要 
\を0ま廿ん ノ 


1 [2 .Surround Setup ] を選んでミ夫定する。 

Surround Setup (サラウンドの設定)のメニュー画面になります。 


么 [4 .Acoustic Cal EQ ] を選択してミ夫定する。 

視聴環境の周波数特性の補正になります。 

3 設定方法を選ぶ。 

口 ataC 叩 y ]:「 CUSTOM ]」 または 「 CUST 日 M 2」に、 
視聴環境の周波数特性をコピーします。この場合、手順4か 
らの操作になります。 

[ Manual ] : 「 GUST 日 M ]」 または 「 CUST 日 M 2」に〕ピー 
した周波数特性を手動で調整します。この場合、手順8か 
らの操作になります。 

[ Auto ]: マイクを用いた測定により自動設定します。詳し 
くは「自動設定」（■►固固）をご覧ください。 
[ Professional ] :視聴環境の残響特性にも対応して周波数 
特性を補正します。詳しくは [Acoustic Cal EQ Professional 
(視聴環境の残響特性の測定と補正)」（■►固固）をご覧く 
ださい。 


4 [Data Copy ] を選んでミ夫定する。 

rcuST 日 M 1」または！ " GUST 日 M 2」のどちらに保存するか 
を選択する画面になります。 


R t * ボタンで 「 CUSTOM 1」または 「 CUSTOMS 」 のどち 
5にコピーするのかを選ぶ。 

0 和-►ボタンで、どの補正力ーブを CUSTOM にコピーす 
るのかを選択して決定する。 

1^^(下のように切り換わります。 

— »CUST0M1—CUST0M2« ~~ 


—^ F ALIGN 一 ALL ADJ 


































音場補正の設定 fig 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 

8 

9 


10 

11 

14 



2.4. Acoustic Cal EQ 

Manual 

Target Curve : CUSTOM1 
リ Channel の • 巫囚田 ] 



[Return] 


2.4. Acoustic Cal EQ 

Manual 

Target Curve : CUSTOM1 
Channel [L.SMALL] 





►rlsMtHJJl 



2.4. Acoustic Cat EQ 

Manual 

► [[sUidMU] 

[CUSTOM2] 


[Return] 


7 [Copy OK ] を選んで決定ずる。 

手順己で選んだに UST 日 M ] に、手順目で選んだ補正力ーブ 
びコピーされ 、 [Data Copy ] モードを終了します。データ 
コピーをキャンセルする場合は、に ancel ] を選びます。 


8 [ Manual ] を選んで決定ずる。 

[ CUSTOM 1 ] またはに UST 日 M 2] のどちらを調整するか 
を選択する画面になります。 

9 t * ボタンで調整する補正力ーブ （[ CUSTOM 1 ] また 
は、に UST 0 M 2]) を選んでミ夫定する。 

テスト I -ーンび出力されます。 

〜ごミ主意〜 

テスト!ンは大きな音で再生されます。音量 (MASTER 
VOLUME ) は自動的に OdB になり、数秒後にテスト I ン 
が再生されます。 


10 和-►ボタンで調整するチヤンネルを選んでミ夫定する。 

11 和-►ボタンで調整したい周波数を選び、 t* ボタンでレ 
ベルを上下に調整する。 

TRIM 機能については次ページをご覧ください。 

12 ©ボタンを巧してそのチヤンネルの調整を終了ずる。 

1 づそれぞれのチヤンネルについて手順10〜12を繰り返す。 

14 [ Return ] を選んでミ夫定する。 

音量 (MASTER VOLUME ) び元の位置に戻り、視聴環境 
の周波数特性の補正を終了します。 

「 X - Curve 」 に進みます。この場合、固固の手順2へ進み 
ます。 


^ メモ 

• Auto で設定を行った場合、アコースティックキャ IJ ブレーシヨ 
ン EQ は ALL CH ADJUST モードで自動的に日 N になります 
(- ►EEl)o 


2.4. Acoustic Cal EQ 

Manual 

Target Curve : CUSTOM1 
m Channel 凸 • 团 QH] 


[Return] 





. スピーカー設定でに MALL ] に設定されたチヤンネルは、目 3 Hz 
の調整を行ラことびでさません。 

• レベルを調整しているとさに、左図のように 「 OVER !!」 と表示 
されることびあります。このような場合、各設定の合成特性によ 
り音声び歪んでしまうことびありますので、変更した周波数また 
は周辺の周波数のレベルをルさめに設定し直すことをおすすめ 
します。 
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障 音場補正の設定 

Acoustic Cal EQ (視聴環境の周波数特性の補正)では、チャンネルごとに周波数特性を調整するためチャ 
ンネル間のレベルバランスびくずれてしまう場合びあります。 TRIM 機能を使うと、調整した周波数特性 
のバランスを保ったまま全帯域のレベルを上下させることびでさます。 

TRIM 機能を使うには、前ページの手順]]でカーソルをち端に移動させ、画面 
のち下に 「 TR I M 」 の文きび表示されたら 1 4^ボタンで全帯域のレベルを調整し 
て < ださい。 


V_ y 


Target Curve : CUST0M1 
り Channel 田 • 函囚田 ] 


m » 〇 〇 ^ ^ 

[Return] 


Acoustic Cal EQ Professional ( 視聴 fi 境の残響特性の測定と周波数特性の補正 ) 


視聴環境の残響特性を測定し、測定された残響特性に適した周波数特性の補正を行います。残響特性とは視聴環境における音の 
響さちのことです。カーテンの位置や壁の質、吸音材の位置などで残響特性は変わります。ここでは、残響特性に応じた周波数 
特性の補正を行いますので、政下のよラな視聴環境のとさに効果を発揮します。 

① 各チャンネルごとに響さちび異なる視聴環境。 

② 各周波数帯域ごとに響さちび異なる視聴環境。 

お客様の視聴環境の残響特性は日 SD 画面（テレビ画面）またはパソコンのモニターで確認することびでさます。この機能によ 
り、お客さまび部屋に施した吸音材などの使用効果を目で見て確認することびできますので、より理想的な残響特性を創ること 
びできます。各チャンネルにおける各周波数の残響特性をご覧になり、視聴環境の整備（■►回!!）び必要と思われるときは、 
カーテンの位置やカーぺットまたは吸音材の使用などを見直し、もラー度音場補正を行ラことをおすすめします。 

^ メモ 

• Acoustic Cal EQ professional の [Auto Pro .] または [Advanced EQ Setup ] を行うと、才ートサウンドセットアッ^ 
プ（一回固）または Acoustic Cal EQ の [ Auto ] モードにて測定された補正力ーブ (ALL CH ADJ と FRONT ALIGN ) ぷ 
はここでの補正カーブに上書さされてしまいますのでご注意ください。上書さしたくないとさは、 CUST 日 Ml ，2 にコピー定 
してお<ことをおすすめします。 

• パソコンにて残響特性を表示するにはパソ]ンびに固に記載されている条件を満たしていなければなりません。また、月 IJ 
途、専用アプ IJ ケーシヨンソフトおよび RS -232 C ケーブルび必要となります。専用アプ IJ ケーシヨンおよびその取扱説明 
書については表紙でも紹介した下記 URU こてお客様登録をした後、ダウン□-ドのサイトへ進み、ダウン□-ドしてくださ 
い。 

http :// www 3. pioneer . co . jp / 

RS -232 C ケーブルの詳細についてはダウン□ードした取扱説明書をご覧ください。その他ご不明な点びありましたら、力 
スタマーヴポートセンターへお問い合わせください。 

• Acoustic Cal EQ Professional の [Auto Pro .] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto Surround Setup 
と違い、 スピーカー システム、 スピーカーからの 距離、 スピーカーの 出カレベルについての設定は行いませんので、 
Professional を行う前に [Auto Surround Setup ] (■►固聖 I ) を行うことをおすすめします。 

[Auto Pro.] :視聴環境の残響特性を測定し、その特性に応じてに日〜4日 [ ms ]」 か「6日〜8日 [ ms ]」 のどちらかの 
補正位置を自動で選択して周波数特性の補正を行います (ALL CH ADJUST と FRONT ALIGN の2つの 
補正カーブ)。測定時間は2〜 ] 3分程度です。 

[Manual Pro .]： 視聴環境の残響特性を測定し、各チャンネルにおける各周波数の残響特性を時間軸と音量レベルで表示します。 

また、時間軸のどの位置の音で周波数特性の補正を行うかを手動で選択し、調整を開始することもできます。 

[Reverb Measurement] : 

お客様の視聴環境の残響特性を測定します。測定時間はおよそ2〜6分程度です。 

[Reverb View] : 

[Reverb Measurement ] で測定した各チャンネルにおける各周波数の残響特性を日 SD 画面（テレビ画面） 

で確認することびできます 。 [PC Output ] を選ぶとパソコンでより詳細に確認することびできます。 

[Advanced EQ Setup] : 

[Reverb Measurement ] で測定した各チャンネルにおける各周波数の残響特性び日 SD 画面（テレビ画面） 

に表示されますので、表示された残響特性カーブを参考にしなびら周波数特性の補正を行ラための「時間軸 
上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 
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\ / pro の補正時間 、虽胆 +. 〇 I izn ろ,ち了 

vy 位置選択可能領域 Ss の Acoustic Cal EQ 祀正 

◄ - ► 

---> 

0 80 160 時間 [ msec ] 

図] Professi 日 nal と通常モードの比較 
1. く周波数毎に残響特性び異なる場合> 

例えば図2のよラな残響特性の部屋の場合、低域び大さく響いて高域びあまり響かないとい5よラな特性になっています。通 
常の Acoustic Cal EQ の ALL CH ADJUST 補正をすると、8日〜] 6日 [ ms ] のデータを取得するため、低域の音量び大さ 
く、高域びルさいと判断し、 EQ の力ーブは高域を上げ気味に補正します。ところび、スピーカーから直接耳に届く約4日 ms 政 
内の特性は高域を上げる必要びないくらい、十分な音量び出ていますので、通常の Acoustic Cal EQ 補正をすると高域びさ 
つく感じることびあります。このような場合にはスピーカーからの直接音を大切に補正するという意味で、 Professional の 
2日〜4日 [ ms ] くらいを指定して補正をすると、スピーカーからの直接音（初期反射音を含む）びフラットになり、聞さやすい 
音場になります。 



音場補正の設定 
残響特性グラフの見方 


グラフは、静寂な状態から時間日でテストノイズを出力し始め、政降スピーカーから一定レベルを出力し続けた時のマイク入 
カレべルの時間変移を示したものです。全く残響のない場合は、下図 A のようになりますび、残響びある場合、徐々に音響パ 
ワーび累積されて下図目のようになります。^ ^ t 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で日 m S 付近の立ち上びりび鈍くなる場 
— 合びあります。 

--- • 各スピーカーの「距離と能力の差」による「ディレイとレベル差」は、グラフ 

を見やすくするため、補正されたものを表示します。周波数特性に関して 
は補正しないで表示します。 


Advanced EQ Setup での補正時聞位置の巧め方 


[Manual Pro ] では、 [Reverb Measurement ] で測定した残響特性力ーブを参考に、お客様び補正時間位置を手動で選択 
します。この機能は上級者向けの機能になります。補正時間位置の設定および Advanced EQ Setup をすベて自動で行いた 
いお客様は [Auto Pro .] を選択して下さい。 

[Reverb Measurement ] で測定した残響特性力ーブは、旧 everb View ] で日 SD 画面またはパソコン表示により確認でき 
ます。また、 Advanced EQ Setup の補正時間位置を設定する日 SD 画面にも表示されます。残響特性力ーブをご覧になり、 
各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差び大さいよラな場合は、残響音の悪影響を受けないよラにするために、 
早い時間位置（例えば2日〜4日 [ ms ]) に設定することをおすすめします。お好みで他の時間位置をお試しいただくのも結構で 
す。どの時間位置にしてよいかわからない場合には、2日〜4日 [ ms ] に設定してください。ただし2日〜4日 [ ms ] の間で残響力一 
ブのどこかの周波数帯に突発的な変化び見られる場合は他の時間位置を選択してください。 

通常の Acoustic Cal EQ 補正では、図]のようにマイク入力のデータ取得時間び8日〜16日 [ ms ] の固定になっています。そ 
れに対して、 Professional では、日〜8日 [ ms ] の中の]ポイントに日 [ ms ] 幅）をお客様び選択できます。補正時間位置の設 
定は、測定した残響特性のグラフをみて、政下の]〜3のパターンを参考にミ夫めます。 



〇 


....マイク入力の 
データ取得時間 


ハ 


A — 

レベル 




障 音場補正の設定 

2. <チャンネル毎に残響特性び異なる場合> 

また、図3のよラな残響特性の部屋の場合、チャンネル毎に残響特性び異なっています。このよラな部屋で通常 
の Acoustic Cal EQ 補正をすると、8日〜] 6日 [ ms ] のデータを取得するため、スピーカーから音び放射され 
てから 80[ ms 拟降に徐々に各チャンネルの音色びそろってくるようになります。一方、音像の定位感や移動感、 
各スピーカーからの音のつなびりは、残響音ではなく、各スピーカーからの直接音（初期反射音を含む）に左ち 
されます。8日〜]目日 [ ms ] のデータを取得し補正する通常の Acoustic Cal EQ 補正では、このような部屋の 
場合、直接音の特性をそろえることは出来ません。そこで、 Professional の2日〜4日 [ ms ] くらいを指定して 
補正をすると、各チャンネルの直接音びそろい、音像の定位感や移動感、各スピーカからの音のつなびりび理想 
的となり、素晴らしい音場をお楽しみいただけるよラになります。 



0 80 160 時間 [ msec ] 

図3チャンネル毎に残響特性び異なる場合の例 


3. <周波数毎、及びチャンネル毎に残響特性び似ている場合> 

図4のように、各周波数、各チャンネルの残響特性び似ているよラな場合には、残響特性び悪影響を及ぼすこと 
はありませんので、直接音で補正する （2 日〜4日 [ ms ] 程度に設定する）必要はありません。そのような場合に 
は 、 Acoustic Cal EQ は [ Professional ] モードではなく、通常の [ Auto ] で行うことをおすすめします。 
そうすることで、直接音及び残響音を全て含んだ!-ータルでの補正び行われ、理想的な音場空間を再現でさます。 


-- V- LSch 做或 

-- 卜 RSch 低域 

--一■-- LSch 高域 

-- RSch 高域 

通常の Acoustic Cal EQ 補正 


Pro の補正時間 
位置選択可能領域 


160 時間 [ msec ] 


図4周波数毎、及びチャンネル毎に残響特性び似ている場合の例 

^ メモ 

. 本機の「残響特性測定及びグラフ表示機能」は、お客様の吸音材設置の効果を確かめるツールとしてお使いい 
ただけます。 

• 吸音材の位置などを変更された後は、残響特性の測定旧 everb Measurement ]、 補正時間位置の決定 
[Advanced EQ Setup ] をやりなおすことをおすすめします。 
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2 


3 


System Setup 

[Auto Surround Setup] 

[1.Input Assign ] 

[3. Expert Setup ] 
[4.THX Audio Setup ] 


1 . Surround Setup 

[Check ] 

[1.Speaker Systems ] 
[2- Channel Level ] 

[ 3. Speaker Distance ] 

巧 1 ■か , 1 

[ 5. X-Curve] 

[Return ] 


■ 4. Acoustic Cal EQ 

[Data Copy] 

[Manual] 

CUSTOM1,CUSTOM2 
[Auto] 

ALL ADJ & FRONT ALIGN 




[Return] 






ここか 5 読む場合は、リモコンのボタンをじ TF の順番で巧してか 
S 手順 1 へお進みください。 

①@または (§) 一②〇 

/ U モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のときは巧す必要 
Vs 0 ま廿ん ノ 


1 [2 .Surround Setup ] を選んでミ夫定する。 

Surround Setup (音場補正）のメニュー画面になります。 


2 [4 .Acoustic Cal EQ ] を選択して決定する。 

視聴環境の周波数特性の補正になります。 

3 [ Professional ] を選択してミ夫定する。 

視聴環境の残響特性の測定と周波数特性の補正になります。 
「残響特性の測定」、「時間軸上の補正位置の設定」および「周 
波数特性の補正」をすベて自動で行5とさは「自動設定 
([ Aut 日]による設定)」（一固空!）をご覧になり 「Auto Pro 」 
を選択して決定し、に tart ] を選びます（設定にはおよそ2〜 
] 3分かかります)。この場合は 「[Auto Pro .] で設定する」 
(■►区匹!）をご覧ください。 

[Manual Pr 日.]を選ぶときのみ手順4へお進みください。 


4 [Manual Pro .] を選んでミ夫定する。 

[Reverb Measurement]、[Reverb View]、[Advanced 
EQ Setup ] の選択画面になります。 


5 [Reverb Measurement ] を選んで決定する。 

6 マイクを接続して残響特性の測定の準備をする。 

•付属の設定用マイクを接続して、 IJ スニングポジション 
に設置してください 。 （TV モニターの 近くには設置しな 
いで < ださい。） 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーと IJ スニングポジションの間にある障害物を 
取り除いてください。_ 

7 [ Start ] を選んで決定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ2〜目分程度か 
か0ます。 

設定の途中で静止画面を3分間放置すると画面は一時的に 
消えますび、何かボタンを押すことで再び同じ画面を表示 
します。 


8 [ Return ] を選んでミ夫定する。 

測定結果を確認するとさは手順9へ、測定結果を確認せず 
に周波数特性の補正を行5とさは手順]已へお進み<ださ 
い。 


9 [Reverb View ] を選んでミ夫定する。 

残響特性の測定結果確認画面になります。 

パソコンで残響特性の表示をするとさは「パソコンのモニ 
ターで各チャンネルにおける各周波数の残響特性を確認す 
る」（■►因直!）へお進みください。 
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似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


9 



10 


11 


14 




15 



16 


17 




障 音場補正の設定 


10 ボタンで測定結果を確認したいチャンネルを選ぶ。 

11 ボタンで周波数を選び、ボタンで測定結果を確認 
したい周波数バンドを選ぶ。 

選べる周波数バンドは各チャンネルについて r 63 Hz 」、 
「12已 Hz 」、 「2已日 Hz 」、 「已日日 Hz 」、 rikHz 」、「2 kHz 」、 
「4 kHz 」、 rSkHz 」、 「1目 kHz 」 の 9 つです。 

12 t ボタンでチャンネルを選ぶ。 

13 手順10〜12を繰り返して各チヤンネルにおける各周波 
数の残響特性の測定結果を確認する。 


14 [ Return ] を選んで決定ずる。 

残響特性の測定結果確認画面を終了します。 

各チャンネルにおける各周波数の残響をご覧になった結 
果、チャンネルごとまたは周波数ごとに響さちび異なると 
さは手順 ] 已へお進みください。 

部屋の残響特性を改善したいとさはここで吸音材の調整な 
どを見直し、視聴環境の整備を行って<ださい。その場合、 

再度 [Reverb Measurement ] を行し ^Reverb View ] でそ 
の効果を確認することをおすすめします。 

残響特性び特にバラつさなく測定されているとさは理想的 iS 
な残響特性び得られていますので、 [ Return ] を選んで決定 
し、手順21へお進みください。このとき、通常の Acoustic ~ 
Cal EQ 補正を行っていないと周波数特性は補正されない 
ままですので、 [ Professional ] を終了した後、固副の手順 
3の [ Auto ] を実行してください。 


15 [Advanced EQ Setup ] を選んで決定する。 

補正時間位置を指定する画面になります。 

16 ボタンで補正時間を選び、和-►ボタンで補正時間位 
置を指定する。 

残響特性カーブを参考に補正時間位置を指定します。スピー 
カーからの音接音と初期反射音をカバーする [2 日〜 40 ms ] 
をおすすめします。補正時間位置の決めちは 「Advanced 
EQ Setup での補正時間位置の決めち」（一固固）をご覧く 
ださい。補正時間位置は各チャンネル、各周波数に共通です。 
チャンネルと周波数を切り換えることびでさますび、この切 
り換えは参考にする残響特性カーブの切り換えです。 

17 t ♦ ボタンで [ Go ] を選んで決定ずる。 


^ メモ 

• 日 SD の dB 表示(縦串由の目盛り）は 2 d 巨 
ごとに区切られています。 
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音場補正の設定 fig 


似下は OSD 画面(テレビ画面)でず 


18 


2,4, Acoustic Cal EQ Pro. 

EQ Set up 

•Connect microphone 
•Please be quiet 
•Move obstacles away 
•If you have a subwoofer 
turn power on and 
turn volume up 

► rbimii 
[Cancel] 


19 


2.4. Acoustic Cal EQ Pro. 

EQ Set up 


Complete 


两 ec 可 

[Return] 


18 [ s ねけ]を選んでミ夫定する。 

手順]目で選んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動で 
行います。測定にはおよそ2〜]]分程度かかります。 
設定の途中で静止画面を3分間放置すると画面は一時的に 
消えますび、何かボタンを押すことで再び同じ画面を表示 
します。 

19 1 ボタンで口3な Copy ]、[ Check ] または [ Return ] のい 
ずれかを選んでミ夫定ずる。 

[Data Copy ] : 

① [Data Copy ] を選んで 

② に UST 日 Ml ] またはに UST 日 M 2] のどちらにコピーするの 
か選んで【;心） 

③ に日 py 日 K ] を選んで【;視） 

に heck ] : ALL CH ADJ と FRONT ALIGN の各チヤン 
ネルについて確認することびでさます。 

[ Return ] : [Advanced EQ Setup ] を終了します。 


20 t ♦ボタンで [ Return ] を選んでミ夫定する。 

[Manual Pro .] を終了します。 

21 t* ボタンで [ Return ] を選んでミ夫定ずる。 

[ Professional ] (視聴環境の残響特性の測定と補正）を終了 
します。 


22 もう一度 t* ボタンで [ Return ] を選んでミ夫定する。 

視聴環境の周波数の補正を終了します。 

rX - CurveJ に進みます。この場合、固固の手順2へ進み 

ます。 


[Auto Pro .] で設定する 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


4 ボタンで UData Copy ]、|； Check ] または [ Return ] のい 
ずれかを選んで決定ずる。 

[Data Copy ] : 

① [Data Copy ] を選んで@ 

② に UST 日 Ml ] またはに UST 日 M 2] のどちらにコピーするの 
か選んで 仁心） 

③ に日 py 日 K ] を選んで【ミ規） 

に heck ] : ALL CH ADJ と FRONT ALIGN の各チヤン 
ネルについて確認することびでさます。 

[ Return ] : [Auto Pro .] を終了します。 

5 t ♦ボタンで [ Fletum ] を選んで決定する。 

[ Professional ] (視聴環境の残響特性の測定と補正）を終了 
します。 



6もう一度 t * ボタンで [ Return ] を選んで決定する。 

視聴環境の周波数の補正を終了します。 

rX - CurveJ に進みます。この場合、固固の手順2へ進み 

ます。 
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障 音場補正の設定 

パソコンのモニターで各チヤンネルにおける各周液数の残響特性を確認する 

ここでは残響特性の測定結果をお持ちのパソコンに転送してご覧いただくち法を説明します。測定結果をパソコンに 
転送してご覧いただくにはお持ちのパソコンび必下の条件を満たしていなければなりませんので、ご確認ください。 
• 日 S び 「 Windows ® XP 」、「 Wind 日 ws ® 2日日日」、 「 Windows ® Millenium Edition 」、「 Windows ® 98 Second 
Edition 」、「 Windows ® NT 4.0 (Service Pack 6)」のいずれかであること。 

• CPU び Pentium 3/3日日 MHz _ L ^ Lb か AMD K 6/3 日日 MHz _ L^Lb (または]日日〇/〇互換のある CPU ) であること 

• メモ U —び] 28 M 目じ(上であること 

• 画面解像度び80日 X 60日ドッ(上であること 
• インターネットに接続可能であること 

. 232 C ポートを搭載していることに日 M ポートの接続についてはパソコンメーカーへお問い合わせください） 


Microsoft Windows ® XP 、 Windows ® 2 日日日、 Windows ® 
Millennium Edition および、 Windows ® 98 Second Edition 
は米国 Microsoft corporation の米国およびその他の国にお 
ける登録商標です。 


下は 0 SD 画面(テレビ画面)です 
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ここか6読む場合は區固の手順1〜8を行ってか5似下の手順へ 
お進みください。 

9 [PC Output ] を選んでミ夫定する。 

ノ W コンへのデータ転送待ち画面になります。パソコン表示_ 
用のデータび存在しない場合は [PC Output ] び表示されま iS 
せん。このようなときはもう一度區到手順]〜8を行って巧 
ください。 

10 本機とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続する。 

ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細は 
ダウン□ードした PC アプ IJ ケーションの取扱説明書をご覧 
ください。 

11 パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨンを起 
動してください。 

PC アプリケーションの取扱説明書の指示に従い、データ転送を 
行います。データ送信は I 日秒程で終了します。 

ノ（ソコン表示用の残響特 I 生データは電源を日ドドにしたり、再度残 
響特性の測定を行ラと本機のメモ U から消去されます。測定後は 
すみやかにパソコンへデータ送信し、保をしておくことをおすす 
めします。 


12 [ Return ] を選んで決定する。 

残響特性の測定確認画面を終了します。 

各チャンネルにおける各周波数の残響をご覧になった結 
果、チャンネルごとまたは周波数ごとに響きちび異なると 
さは固固の手順]己へお進みください。 

残響特性び特にバラつさなく測定されているとさは理想的 
な残響特性び得られていますので、 [ Return ] を選んで決定 
し、固延 I の手順 2] へお進みください。このとさ、通常の 
Acoustic Cal EQ 補正を行っていないと周波数特性は補 
正されないままですので 、 [Profess i 日 nal ] を終了した後、 
固固の手順3の [ Aut 日]を実行してください。 
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音場補正の設定 fs 


X - Curve (聴感上の高域補正) 


広い視聴環境において、聴感上、高域びきつく聞こえてしまう場合に、 X-Curve ( X カーブ）と呼ばれる高域の減衰 
力ーブを使って補正することびできます。この補正は 「Acoustic Cal EQ 」 （■►直固）の補正値には影響しません。 
X - Cu 「 ve は21<り？1^(上の周波数を減衰させる力ーブで、減衰の傾きは-0.己服/日 ct 〜 -3.0 服/日 ct (0 .己服ステッ 
プ）の6種類から選択巧能です。1；(下の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 


部屋の広さによる減衰カーブの目安 


部屋の広さ 

〜3目 m 2 

〜 48 m 2 

〜目 0 m 2 

〜 72 m 2 

〜300 m 2 

〜]000 m 2 

減衰カーブ 

-0.5 服/ 0 CT 

-1 服 / OCT 

-1 .已服 / OCT 

-Sd 目 / OCT 

- S .5 服 / OCT 

-3 服/ 0 CT 



1-9 〇し I ます。 


( ◄■■►ボタン 

で項目の還択、 
変更を行い 
知^>ザタンを巧し 


ここか5読む場合は、リモコンのボタンをじ TF の順番で巧してか 
5手順1へお進みください。 


® (倫)または (0 

/リモコン画面びホーム画面または' 
AV アンプ画面のときは押す必要 
でありません 




セツ?アジプ 
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似下は 0 SD 画面(テレビ画面)です 


2 


3 


4 


5 


6 


System Setup 

[Auto Surround Setup] 

[1.Input Assign ] 
b-rkJtsflHTitTHTBSHTTBlI 

[3 - Expert Setup ] 
[4.THX Audio Setup ] 




1[2 .Surround Setup ] を選んでミ夫定する。 

Surround Setup (サラウンドの設定)のメニュー画面にな 
ります。 


2 [己. X - Curve ] を選んで決定ずる。 

聴感上の高域補正になります。 

3 和-►ボタンで [ ON ] または [ OFF ] のどち5かを選ぶ。 

[日 N ] を選択すると [ Manual ] またはに em : Aut 日]を選択 
することびでさます。 

[ OFF ] を選択すると X - Cu 「 ve は FLAT になり聴感上の高域は 
補正されません。この場合は手順7へお進みください。 

4 調整方法を選んで決定する。 

[ Manual ] :手動で減衰カーブを設定します。 

[Semi Auto ] :スピーカーまでの距離の設定をもとに部屋の 
広さび計算され自動的に適した減衰カーブび設定されま 
す。この場合手順目へ進みます。 

な和 -► ボタンで高域減衰カーブを調整する。 

-日.己から -3 .日服/〇なを日.己服ステップの6段階で調整する 
ことびでさます。 

6 [ Return ] を選んでミ夫定する。 

X - Curve 調整画面を終了します。 

7 [ Return ] を選んで決定する。 

Surround Setup のメニュー画面になります。 

R [ Return ] を選んで決定する。 

System Setup のメニュー画面になります。に xpert Setup 」 
に進む場合は、固固の手順1へ進みます。 

9 [ Exit ] を選んでミ夫定する。 

System Setup を終了します。 

皆 メモ • THX モードでは、 X カーブと同じような、高域を補正 
する Re - Equalization という機能びはたらくため 、X 
カーブの設定は無効になります。 














































5 他の入力端テについても変更する場合は、手順3と4を繰り 
返す。 

6 [ Return 」 を選択して決定ずる。 

デジタル入力の設定を終了します。 

に日 mponent Video In 」 に進みます。この場合、回到の 
手順2へ進みます。 
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1. Digital In 


Digital-1 

[ OFF ] 

Digital-2 

[TV/DVD] 

Digital-3 

[CD ] 

Digital-4 

[DVD/LD] 

Digital-5 

[DVR ] 

Digital-6 

[CD-R ] 

RF 

[DVD/LD] 


^ メモ 

• Di 呂 ital - の〜固で、同じ入カフアンクシヨンを選択することはで 
さません。同じ入カフアンクシヨンを選んだときは、先に割り当 
てられていた入力端子の設定び日 FF に切り換わります。 


3 


4 和- ► ボタンで割り当てる入カファンクシヨンを選択する。 

例えば D 间 tal -4 を [ SAT ] から [ DVD / LD ] に変更したいとき 
は [ DVD / LD ] を選びます。 


2 


2 [1 .Digital In ] を選択して決定ずる。 

デジタル入力の設定になります。 

3 変更したいデジタル入力端子を選ぶ。 

例えば Digi ね 1-4 を！; SAT ] から [ DVD / LD ] に変更したいとき 
は D 间 tal -4 を選びます。 


[1 .Input Assi 呂 n ] を選択してミ夫定する。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 


設 

定 


Input Assign ( 入力に関する設定） 


入力に関ずる設定 


Digital In (デジタル入力の設定） 


デジタル入力端子 （ D に ITAL IN の〜固と naRF IN ) に接続したデジタ 
ル機器び、工場出荷時の設定（も表）と異なるときに設定します 。 □□RFIN 
入力は LD プレーヤーや DVD / LD プレーヤーの aaRF 端子に対応します。 

• Digital - の〜固に選択できる入カフアンクシヨンは [ DVD / LD ]、[ TV / 
DVD ]、 に D ]、[ SAT ]、[ DVR/VCR ] ]、 [ CD - R/TAPE 1 / MD ]、[ VCR 2]、 
[ VCR 3] です。 

• UURF IN に選択できる入カフアンクシヨンは [ DVD / LD ]、[ TV / DVD ]、 
[ SAT ]、[ DVR/VCR ] ]、 [ VCR 2]、[ VCRS ] です。 

参^メモ • 工場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通りです。 IJ アパネル 
は下からの回团...と上へ並んでいますのでご注意ください。 


IN 圧! 

DVD/LD 

IN 回 

TV/DVD 

IN 团 

CD 

IN 团 

SAT 

IN 固 

DVR/VCR I 

IN 回 

CD - R/TAPE I/MD 

□□RF 

IN 

DVD/LD 



片-►ボタン、 
で項目の選択、 
変更を行い 
^ボタンを巧し 
ます。 


リモコンのボタンを LU 下の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

① ^ メニュ - 

今 口 

r セ滞ち7 


または ( ES 3) 


^ IJ モコン画面びホーム画面または\ 
AV アンプ画面のとさは押す必要 
でありません / 


1.Input Assian 


[ 2.Component Video In ] 
[3 丄 LINK In] 

[ 4.Video Assign ] 


[DVD/LD] 

[TV/DVD] 

[CD ] 

rM 八 — t. 

[DVR ] 

[CD-R ] 
[DVD/LD] 


System Setup 
[Auto Surround Setup ] 
►r—I 叫 " 

[2. Surround Setup ] 

[3. Expert Setup ] 
[4-THX Audio Setup ] 


似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


ィ ] 

けけけけけけ U 
9 9 9 9 9 9f y 
DDDDDDR R 


4 


ィ ] 

けけけけけけ u 
9 9 9 9 9 9f y 
DDDDDDR R 
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入力に関ずる設定 fs 


Component Video In (コンポーネントビデオ入力の設定） 


本機とソース機器を COMP 日 NENT VIDE 日端テ（コンポーネントまたは D 端テ）で接続しているとさにその 
機器を 「 DVR 」 などの入カフアンクシヨンに割り当てます。ソース機器を COMP 日 NENT VIDE 日入力端テに 
接続しているときは、この設定をしないと COMP 日 NENT VIDE 日接続したソース機器の映像を出力すること 
びでさません。 

• 選択できる入カフアンクシヨンは [ DVD / LD ]、[ TV / 

DVD ]、[ SAT ]、[ DVR/VCR ] ]、 [ VCR 2]、[ VCRS ] です。 


^ メモ I • 工場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通りです。 


IN の 

OFF 

IN 回 

OFF 

IN 团 

OFF 


D 4 VIDEO 


IN 团 

OFF 

IN 固 

OFF 




和岭ボタン 
で項目の選択、 
変更を行い 

ボタンを巧し 

1-6 〇咕。 





リモコンのボタンを似下の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 


または 

/リモコン画面びホーム画面または^ 
AV アンプ画面のとさは巧す必要 
でありません ノ 


七’ミ巧知 


似下は OSD 画面(テレビ画面)です 


3 


4 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 


►[画 


[2. Surround Setup ] 
[3 - Expert Setup ] 
[4.THX Audio Setup ] 



1.2, Component Video 

In 

►Componenti ィ 

■]► 

Components [ OFF 

] 

Components [ OFF 

] 

D4 Video4 [ OFF 

] 

D4 Videos [ OFF 

[Return] 

] 


1. 2. Component Video 

In 

►Componenti 

■卜 

Components [ OFF 

] 

Components [ OFF 

] 

D4 Video4 [ OFF 

] 

D4 Videos [ OFF 

[Return] 

] 



1[1 .Input Assi 呂 n ] を選択して決定する。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 

2 [2 .Component Video In ] を選択して決定する。 

コンポーネントビデオ入力の設定になります。 

3 設定したい入力端子を選ぶ。 

例えば COMPONENT VIDE 日 IN のに接続した機器を設 
定するときは Component ] を選びます。 

4 和-►ボタンで割り当てる入カフアンクシヨンを選択する。 

例えば手順3で選んだ機器を [ DVR / VCR 1 ] に割り当てた 
いときは [ DVR ] を選びます。 

5 他の入力端子についても変更する場合は、手順3と4を繰 
り返す。 

6 [ Return 」 を選択してミ夫定する。 

コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。 

n.LINK In 」 に進みます。この場合、區固の手順2へ進み 

ます。 


^ メモ 

• C 日 mponent ] 〜3および D 4 Vicleo 4 〜已で、同じ入カフアン 
クシヨンを選択することはできません。同じ入カフアンクシヨン 
を選んだとさは、先に割り当てられていた入力端テの設定び日 FF 
に切り換わります。 

. コンポーネントや D 端テから入力された信号は S ビデオ出力端 
テ、コンポジット出力端子には出力されません。 
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fiS 入力に関ずる設定 


し LINK In (し LINK 入力の設定) 


i . LINK 端テに接続した機器を 「 DVD / LD 」 などの入カフアンクシヨンに割り当てます。この設定を行うと、その 
機器の音声と映像を INPUT SELECT 日 R で同時に切り換えることびできます。また、他の入カフアンクシヨン 
と同様にすベての機能を使用できるようになります。 i . LINK 端テに接続された機器びない場合は、この設定を選 
択することびでさません。 

• 選択できる入カファンクシヨンは [ DVD / LD ]、[ TV / DVD ]、[ SAT ]、[ DVR/VCR 1]、 [ VCR 2]、[ VCR 3]、[ CD ]、 
に D - R / TAPEl / MD ] です。 



リモコンのボタンを liTF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または (0 一②〇 

/ I 」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは巧す必要 
\态0まだ:ん ノ 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 


►r —■•■•"I ■王用 

[2. Surround 


Setup ] 
[3. Expert Setup ] 
[4-THX Audio Setup ] 




3 


1.3 丄 LINK Input 

1 DV-S969AVi fl.LINK] 

► 2 DV-S858Ai ィ rWllglMl► 

[Return] 


1[1 .Input Assi 呂 n ] を選択してミ夫定する。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 


2 [3 丄 LINK In ] を選択して決定する。 

i . LINK 入力の設定になります。 

3 設定したい i . LINK 対応機器を選ぶ。 設 

i . LINK 対応機器び9台上接続されている場合は、♦また 
は4^ボタンで、日 SD 画面を切り替えて、設定したい機器疋 
を表示させます。 

4 和-►ボタンで割り当てる入カファンクシヨンを選択する。 
.音声と映像を同時に切り換えたいとさは、機器からの映像 

出力を接続した入カファンクシヨンを選択してください。 

5 他の機器についても設定する場合は、手順3と4を繰り 
返す。 

6 「 Return 」 を選択して決定する。 

i . LINK 入力の設定を終了します。 

「Video Assign 」 に進みます。この場合、固固の手順2 
へ進みます。 


^ ^メモ • 割り当てられていない i . LINK 対応機器については、 n . LINK 」 と表示されます。 

• i.LINK AUDI 日再生機器_ l ^(外の i . UNK 対応機器に接続した場合は、 r ——」と表示され、入カフアン 
クシヨンを割り当てることはでさません。 

• 割り当てた i . LINK 対応機器の i . LINK ケーブルを外したり、電源をオフした場合は、その機器の製品 
型番の前に「*」び表示されます。 

• 複数の機器で同じ入カフアンクシヨンを選択することはできません。同じ入カフアンクシヨンを 
選んだときは、先に割り当てられていた機器の設定び n . LINK 」 に切り換わります。 


妨 

























入力に関ずる設定 fs 


Video Assign (ビデオ入力の設定) 


MULTI CH INPUT 入力や US 巨入力に映像を割り当てます。これらの入カフアンクシヨンは映像入力端テをもつ 
ていないので、工場出荷時の設定のままこれらの入カフアンクシヨンに切り換えてち映像は出力されません。こ 
の設定で、他の入カフアンクシヨンの映像入力端子に接続された映像を割り当てることにより、ビデオ映像を映 
しなびら再生することびできます。例えば MULTI CH INPUT に DVD / LD のビデオ映像を割り当てた場合、入力 
を MULTI CH INPUT に切り換えると、 DVD / LD の映像と MULTI CH INPUT の音声を同時にお楽しみいただく 
ことびでさます。 

• 一時的に他の入カフアンクシヨンの映像に切り換えたいときは、ビデオセレクト機能(一図 H ) をご覧くださ 
い。 

.MULTI CH INPUT または US 巨入力にはそれぞれ同じビデオ映像入カフアンクシヨンを設定することびできます。 

•選択できるビデオ映像入カフアンクシヨンは、 [ DVD / LD ]、[ TV / DVD ]、[ SAT ]、[ VIDE 日]、 [ DVR / 
VCR ]]、[ VCR 2]、[ VCR 3] です。 


^ メモ 


• 工場出荷時の各入力端テの設定はちの図の通りです。 


MULTI CH INPUT 

OFF 

USB 

OFF 



( 和岭ボタン1 
で項目の選択、 
変更を行い 
^ボタンを巧し 

_ J 


リモコンのボタンを！; TF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または@) 一②〇 

/ U モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは押す必要 
\お0ま廿ん ノ 


下は OSD 画面(テレビ画面)です 




3.4 


1.4.Video Assign 


- MULTI I 
USB 



1[1 .Input Assign ] を選択して決定する。 

入力に関する設定のメニュー画面になります。 


2 


[4 .Video Assi 呂 n ] を選択して決定する。 

ビデオ入力の設定になります。 


3 ビデオ映像を割り当てたい入カフアンクシヨンを®尺する。 

例えば入カフアンクシヨンを MULTI CH INPUT に切り換 
えたとさにビデオ映像を映すよラに設定したいとさは 
「MULTI IN 」 を選びます。 


4 和- ► ボタンで割り当てるビデオ映像の入カフアンクシヨ 
ンを選択する。 

例えば手順3で選んだ入カフアンクシヨンに切り換えたとき 
に、 DVD / LD につないだ機器のビデオ映像を映したいとき 
は 「 DVD / LD 」 を選びます。 USB についても設定する場合 
は、手順3と4を繰り返します。 


5 「 Return 」 を選択してミ夫定する。 

ビデオ入力の設定を終了します。 


6 もう一度 「 Return 」 を選択してミ夫定する。 

入力に関する設定を終了します。 

「Surround Setup 」 に進む場合は、固到の手順]へ進み 
ます。忙 Xpert Setup 」 に進む場合は、 II 固の手順]へ 
進みます 。 System Setup を終了したい場合は、 [ Exit ] を 
選んで決定します。 
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轉 エキスパート設定 


Expert Setup ( 王キスパート設定 ) 


OSD Adjustment ( OSD [メニユー画面]の調整) 


日 SD (オンスク IJ ーンディスプレイ[メニュー画面])をお手持ちのテレビの中央で表示でさるように調整し 
ます。日 SD に表示される文字び切れないようにする機能です。 



リモコンのボタンを liTF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または (0 一②〇 

/ I 」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは押す必要 
V 态〇ま廿ん J 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


2 


3 

4 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 

[1.Input Assign] 

[2 - Surround Setup] 


[4.THX Audio Setup] 
[Exit] 


3. Expert Setup 

[2. Bass Peak Level] 
[3 - D-Range Control] 
[4. Function Rename] 
[5 - OSD Overlay] 



1|；3 .Expert Setup ] を選択してミ夫定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 


2 [1 .OSD Adjustment ] を選択してミ夫定ずる。 

日 SD (メニュー画面)の調整になります。 

3 t * 和-►ボタンを巧して画面内の枠を中央に調整する。 

4 @ボタンを巧す。 設 

日 SD (メニュー画面)の調整を終了します。 定 

「Bass Peak Level 」 に進みます。この場合、回 H の手順 
2へ進みます。 
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エキスパート設定 


Bass Peak Level (超低域音声のピークレベル設定) 


ドルビーデジタルおよび DTS 対応のソフトは超低域信号成分 ( LFE チャンネル)を多く含んでいます。この超低域周 
波数信号びスピーカーの再生能力を超えると、再生音声に歪みび生じることびあります。ここでは、 LFE チャンネ 
ルのピークレベルを設定するち法について説明します。ピークレベルを設定することにより歪みを防止します。 



( 和岭ボタン1 
で項目の選択、 
変更を行い 
^ボタンを}甲し 

_ J 


リモコンのボタンを！; TF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または@) 一②〇 

/リモコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは巧す必要 
\お0ま廿ん ) 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)でず 


2 


3 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 


[1-Input Assign] 

[2. Surround Setup] 

[4.THX Audio Setup] 


[Exit] 


3. Expert Setup 


[1. OSD Adjustment ] 



[3. D-Range Control] 
[4. Function Rename] 
[5. OSD Overlay] 


[Return] 


3.2. Bass Peak Level 

Manager 

► r 地 

[Setting Cancel] 
[Return] 

Present Level [OFF] 


Pres 飢 t Level に FF 】 …設定なし 

Pres 飢 t Level 【 -— 】 ".SW か！ 5 音が出ません 


4 


5 




3.2. Bass Peak Level 

Manager 


[Setting Start] 
[Setting Cancel] 


Present Level 卜 70-5] 


1|；3 .Expert Setup ] を選択してミ夫定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 


2 [2 .Bass Peak Level ] を選択してミ夫定する。 

超低域音声のピークレベル設定になり、現在の設定値び表 
示されます。 

3 [Setting Start ] か [Setting Cancel ] を選んでミ夫定ずる。 
[Setting Start ] :テストトーンを再生し、設定を行います。 
[Setting Cancel ]: LFE チヤンネルのピークレベル設定を 
解除します。 

[Setting Start ] を選んだときは 

自動的に MASTER V 日 LUME び最小 （ - ) になりま 

す。手順4へお進みください。 


[Setting Cancel ] を選んだときは 

Present Level [ OFF ] になります。 

手順已へお進みください。 

4 テスト I "ーンのレベルを和今ボタンで大きくしていき、 
サブウーファーか5の音に歪みび生じる手前まで大きく 
して決定する。 

MASTER VOLUME び元の位置に戻ります。 

サブウーファーで有りまたは PLUS び選択されている場合 
は、サブウーファーからのみテスト!-ーンび再生され 
ます。 

サブウーファーび無しの場合は、フ□ントまたはサラウン 
ドスピーカーからテスト I -ーンび再生されます。 

5 @ボタンを巧して決定する。 

超低域音声のピークレベル設定を終了します。 

「 D-Range Control 」 に進みます。この場合、固 IU の手順 
2へ進みます。 


^ メモ 

• THX Ultra 2 準拠のサブウーファーをご使用の場合、バス U ミツ 
ター機能び内蔵されていますので、この設定は必要ありません。 
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轉 エキスパート設定 


□-Range Control (ダイナミツクレンジコントロールの設定) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのくらい小さい音から大きい音までを正しく（ルさな音はノ 
イズに埋ちれずに、大さな音は歪まずに）再生でさるかを数値 （ d 日）で表したちのです。ダイナミックレンジコ 
ント□ールとは、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場合でも、ダ 
イナミックレンジコント□ールを設定することで微小な音ち聴さ取りやすくなります。 



リモコンのボタンを liTF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または (0 一②〇 

/ I 」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは押す必要 
V 友0ま廿ん ) 


ly 下は OSD 画面(テレビ画面)です 






1 |；3 .Expert Setup ] を選択してミ夫定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 


2 に D - Ran 呂 e Control ] を選択してミ夫定する。 

ダイナミックレンジコント□ールの設定になります。 

3 [ off ] 、 [ MID ]、[ MAX ] のいずれかを和-►ボタンで選ぶ。 

[ OFF ] :ダイナミックレンジを圧縮しません。 

[ MID ] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

[ MAX ] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。 |g 

4 [ Return ] を選択してミ夫定する。 定 

ダイナミックレンジコント□ールの設定を終了します。 
「Function Rename 」 に進みます。この場合、固透!の手順 
2へ進みます。 


^ メモ 

• 大きい音量で楽しむときは 、 Dynamic Range Control を日ドドに 
することをおすすめします。 
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エキスパート設定 


Function Rename (入カフアンクシヨン表巧の設定) 


フ□ントパネルディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することびできます。例えば DVR / VCR 1 
の入力端テに DVD レコーダー ( DVR -710 H ) を接続したとき、工場出荷時の設定では DVR / VCR 1入力を選択 
すると、フ□ントパネルディスプレイに 「 DVR / VCR ]」 と表示されますび、この表示を 「 DVR -7] 日 H 」 という 
表示に変更でさる便利な機能です。各入カフアンクシヨンごとに接続された機器の名称やメーカー名などを入力す 
れば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確認することびでさます。 



和-►ボタン^ 
で項目の選択、 
変更を行い 
^ボタンを}甲し 
ます。 


リモコンのボタンを下の順番で巧してか 5 手順 1 へお進みく 
ださい。 

① @または参 一②〇 

/ u モコン画面びホーム画面または^^ 

AV アンプ画面のときは押す必要 
V态〇ま甘ん ノ 


似下は OSD 画面(テレビ画面)でず 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 

[1.Input Assign] 

[2. Surround Setup] 


[4-THX Audio Setup] 
[Exit] 


2 


3. Expert Setup 

[1. OSD Adjustment ] 
[2. Bass Peak Level] 
[3. D-Range Control] 

[5 - OSD Overlay] 


[Return] 


3. 4. Function 

Rename 

DVD/LD I 

[DVD/LD ] 

► DVD/LD I 

[DVD/LD ] 

TV/DVD I 

[TV/DVD ] 

SAT I 

[SAT ] 

VIDEO I 

[ VIDEO ] 

DVR/VCR1 I 

[DVR/VCR1] 



3-4- Function 

Rename 


►VCR2 I 

[1 VCR2 

▼ 

] 

▲ 

VCR2 I 

[ VCR2 

] 

VCRS I 

[ VCR3 

] 

CD I 

[CD 

] 

CD-R I 

[ CD-R 

] 

TUNER I 

[TUNER 

] 





1|；3 .Expert Setup ] を選択してミ夫定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 


2 [4 .Function Rename ] を選択して決定する。 

ファンクシヨン表示の設定になります。 

3 名前を変更したいファンクシヨンを選択してミ夫定する。 

文字入力画面にな0ます。 

すべてのファンクシヨンは3つの画面に分かれています。 

(1 4^ボタンで順次切り換わります） 

4 和- ► ボタンでカーソルを動かして、 t * ボタンで入力す 
る文字を選ぶ。 

入力でさる文字はソ下の通りです。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?@[ \ 广_{|} ( スぺース） 

1 4^ボタンを 押し続けると文字び高速スク□ールします。 


5 手順4を繰り返して入カファンクシヨン名を入力する。 

6 ©ボタンを巧して入カファンクシヨン名を決定する。 

他にも名前を変更したい入カファンクシヨンびある場合 
は、手順3〜已を繰り返します。 


7 [ Return ] を選択してミ夫定ずる。 

入カフアンクシヨン表示の設定を終了します。 

「日 SD 日 verlay 」 に進みます。この場合、区四の手順2へ 
進みます。 
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轉 エキスパート設定 


OSD Overlay けーパーレイ表示の設定) 


テレビ画面び本機の映像を入力しているときに、入カフアンクシヨンや IJ スニングモードを切り換えると、モニ 
ター TV 画面の下側に数秒間そのモードや操作内容などを示すちのび表示されます。それをオーバーレイ表示と 
いい、ここでの設定は、オーバーレイ表示をテレビ画面に表示するか表示しないかを選択するものです。 





1-5 〇 


片-►ボタン、 
で項目の還択、 
変更を行い 
^ボタンを}甲し 
ます。 


リモコンのボタンを liTF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または一②〇 

/ I 」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは押す必要 
V 态〇ま甘ん ノ 


切下は OSD 画面(テレビ画面)です 






1 |；3 .Expert Setup ] を選択して決定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 


2 

[5.0 SD Overlay ] を選択して決定する。 

OSD 日 verlay の設定になります。 


3 

[ ON ]、[ OFF ] のいずれかを和-►ボタンで選ぶ。 


4 

[ Return ] を選択して決定する。 



OSD 日 verlay 設定を終了します。 

設 

5 

もう一度旧 eturn ] を選択して決定する。 

エキスパート設定を終了します。 

定 


「THX Audio Setup 」 に進む場合は、区回の手順]へ進 
みます 。 System Setup を終了したい場合は、 [ Exit ] を選 
んで決定します。 


^ メモ 

• この設定を日 N にしていても映像信号の接続の組み合わせによつ 
ては、オーバーレイ表示び出力されない場合びあります。詳しく 
は「映像信号について（パイオニアビデオコンバーター）」 
(■►直固）をご覧ください。 
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THX 才ーデイオ設定 


THX Audio Setup (THX 才ーデイオ設定 ) 


ここでの設定は ij スニングモードび HOME THX のとさのみ反映される設定です。 


Ultras SW Setup ( Ultra 2 サブウーファーの設定) 


THX Ultra 2 準拠のサブウーファーなど、超低域再生能力のあるスピーカーを家庭で使用すると建物の共鳴や定 
在波の発生などにより、極端に低音び響く音質となってしまいます。このようなスピーカーをお使いのちは、 
この設定で Boundary Gain Compensation を日 N にすると、低域成分び補正されます。 

Boundary Gain C 日 mpensation について、詳しくは 「 THX 」 EEH ) をご覧ください。 

リモコンのボタンを！; TF の順番で巧してか5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または一②〇 

/ U モコン画面びホーム画面または 
AV アンプ画面のとさは押す必要 
でありません 





分 


1-5 〇り 


( ◄■■►ボタン 

で項目の選択、 
変更を行い 
^2)ボタンを巧し 
ま9 〇 J 


杉下は OSD 画面(テレビ画面)です 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 

[1.Input Assign] 

[2 - Surround Setup] 

[3. Expert Setup] 

^ r 〜" K •王川肺 1 


2 


4.THX Audio Setup 

^ r nnTTffiVfclVAsBBn 1 

[2.SBSP Position] 


3 


4-1.U け ra2 SW Setup 
► THX Ultra2 SW ? 



Boundary Gain 
Compensation 

[OFF] 

[Return] 


1[4 .THX Audio Setup ] を選択して決定する。 

THX オーディオ設定のメニュー画面になります。 


2 [1. Ultra 2 SW Setup ] を選択してミ夫定する。 

低域制御フィルターの設定になります。 

3 THX Ultra 2 準拠のサブウーファーをお使いの場合は 
和今ボタンで [ YES ] を選び 「Boundary Gain 
Compensation 」 を選ぶ。 

[ NO ] を選んだ場合 、 「Boundary Gain Compensati 日 n 」 を 
選択することはでさません。 

4 [ ON ] か [ OFF ] のどち！5かを和-►ボタンで選択する 

5 [ Return ] を選択してミ夫定する。 

Ultra 2 サブウーファーの設定を終了します。 

に巨 SP Position 」 に進みます。この場合、 [2 固の手順2 
へ進みます。 


4 


4-1.U け ra2 SW Setup 
THX Ultra2 SW ? 

[YES] 


► Boundary Gain 

Compensation _ 

ィ [EIO]> 


[Return] 
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THX Ultra 2 準拠のサブウーファーとは 

従来の THX 準拠サブウーファーの低域特性は、3己 HzlU 下を 
I 2 d 目/ octave で減衰させています。これは小さい部屋では壁面 
の影響で空間利得び生じ、3己 HzlU 下の周波数び自然と持ち上 
びってしまラためです。双方の特性(サブウーファー特性と空間利 
得）により、2日 Hz までフラットな周波数特性となります。 

2日日]年に認可を開始した THX Ult 「 a 2 準拠のサブウーファーは 
2日 Hz まで低域特性を伸ばしています。よって、 U スナーとサブ 
ウーファーの位置によっては、低域周波数帯の聴感レベルび極端 
に大きくなる可能性びあります。その場合は目 oundary Gain 
Compensation を日 N にすることにより、壁面の影響によって生 
じた低域の空間利得を補正し、聴感レベルをフラットにします。, 





























轉 THX ォ-ディォ設定 


SB SP Position (サラウンドバックスピーカー間の距離の設定) 


THX Ultra 2 規格にて新規に開発された ASA (Advanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Ultra 2 Cinema 
と THX MusicMode に最適な効果をちたらすための設定です。サラウンドバックスピーカー間の距離び、日〜 
日. 3 m 、 日.3〜 1.2 m 、] .21711^(上の3段階によって処理を変化させます。 THX の推奨するスピーカー配置は下図 
の通りです。 

「スピーカーシステムの設定」（■►匹匹！）でサラウンドバックス ピー カーを「無し」または 「 x 1」で設定したとき 
は、この項目は選択でさません。 



如-►ボタン、 
で項目の還択、 
変更を行い 
^ボタンを巧し 
ます。 


リモコンのボタンを下の順番で巧してか！5手順1へお進みく 
ださい。 

①@または (0 一②〇 

/ I 」モコン画面びホーム画面または\ 

AV アンプ画面のとさは巧す必要 
V 友0ま廿ん ) 


下は OSD 画面(テレビ画面)です 


System Setup 

[Auto Surround Setup ] 

[1-Input Assign] 

[2. Surround Setup] 

[3 - Expert Setup] 


[Exit] 


2 



3 


4.2. SB SP Position 
►SBB-SB 田 

•<rrnriHiBcOifc- 

回回 

SBB SB 田 



4-2. SB SP Position 

►SBB-SB 田 


ィ —iwrr 

mw 

固 

回 

SBB 

SB 田 

[Return] 



1 

[4 .THX Audio Setup ] を選択して決定ずる。 

THX オーディオ設定のメニュー画面になります。 


2 

[2 .SB SP Position ] を選択してミ夫定する。 

サラウンドノくックチャンネル間の距離の設定になります。 


3 

[0.0-0.3 m ]、 [く 日. 3-1.2 m ]、[1.2 m 〈] のいずれ 


かを和-►ボタンで 選ぶ。 

設 

4 

[ Return ] を選択して決定ずる。 

サラウンドバックチャンネル間の距離の設定を終了します。 

定 

5 

[ Return ] を選択してミ夫定する。 

THX オーディオ設定を終了します。 

System Setup の画面に戻ります。 


6 

[ Exit ] を選択してミ夫定する。 

System Setup を終了します。 
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基本操作 

■操作を行う前には必ず本機の皿 OFF - ON ボタン(主電源)を ONU ) にしてくださし、。 


基本再生 




3 5 


^ メモ 

• 前面の入力端テに接続した機器を選択する 
には入力を 「 VIDEO 」 にします。 

. 本機は、ドルビーデジタル、 DTS 、 
PCM (サンプ IJ ング周波数 fs : 32 kHz 、 
44.1 kHz 、48 kHz . 88.2 kHz および 
96 kHz )、 MPEG -2 AAC 、 WMA 9 
Pro のデジタル信号に対応しています。 
また、し LINK 接続では、 ] 92 kHz / 
24 bit の DVD オーディオや SACD な 
どにも対応しています。これじ(外のデジ 
夕 J レ信号は再生でさないことびあります 
ので、その場合はアナ□グ接続して 
ANALOG を選択してくださし、詳しく 
は n . LINK / ANAL 日 G / D に ITAL 信号の 

切り換え」（■►直回）をご覧ください。 


1 再生する機器の電源を入れる。 

2 ps 本機の電源を入れる。 


3 


入力切換1 2 3 

f DVD 1 

[/LD J 

II 

'/JvD 1(SAT 1 




f DVR 

[/VCR1 

1 

CD [TUNER 



1 入力切換2 3 



1 2 入力切換3 



再生する機器を選ぶ。 

◄■ー ボタンで画面を切り換えて選択し 
ます。 

本体の場合は 、 INPUT SELECTOR を 
ちに回すと入力び順に切り換わります。 

. し LINK 入力の設定 （一區 固）を行 
なった場合は、その機器名び表示さ 
れます。 

• 入力設定していない LLINK 機器も、 
この操作で選択でさます (n.LINKJ 
を押すと順次、機器名び表示されま 
す)。 

. LLINK 対応機器び選択されたとさ 
は、 i . LINK インジケーターび点灯し 
ます。このとさ選択された機器に対 
して再生要求を自動的に出します。 
接続している DVD プレーヤーび、再 
生要求に対応していれば再生するこ 
とびでさます。 

また、本機にて LLINK 対応機器び選択 
されていないとさでち、 LLINK で接続 
した DVD プレーヤーを再生すると本機 
の入力切替えを自動的に LLINK 入力に 
切り換えるプレーヤーちあります。 
LLINK 機器を接続しているとさの連動 
動作については、プレーヤーの取扱説明 
書ち併せてご覧ください。 


4 

5 


手順1の再生機器の再生を開始する。 



音量を調節する。 
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基本操作 


1音量について 



再生するソフトや使用するスピーカーによって多少違いますび、表示と音量はおおよそち図のよラにな 


ります。 


音量レベル表示 


- dB —60 —40 —20 

I-1-1- 1— 


OdB +12 dB 

—I - 1 


迫力ある音量で映画などを楽しむとき 
リラックスした雰囲気で音楽を聴くとき 
小音量できくとき 


八イヴンプリングフォーマツトディスクの巧生について 

本機は8狂2/9目 kHz をはじめ、 i . LINK 接続時には] 7目.4/1 92 kHz も含めた八イヴンプ IJ ングフオーマツ 
トディスクの再生に対応しています。 


次のよラなソフトびそれに該当します。 

DVD 才ーディォ、 SACD 、 DTS 96/24、 PCM 96 kHz など。 

これらのソフトの再生中は入力信号のヴンプ IJ ング処理 （ Fs ) びフ□ントパネルディスプレイに表示さ 
れます。ただし、 DTS 9 目/24ソースについては、9目 kHz 処理で再生しているときのみ「96」と表示さ 
れます。 


本機ではこのようなソフトを高音質（ダウンヴンプ IJ ング無し）のまま再生するち法び3通りあります。 


① スト IJ ームダイレクトモードを日 N にする。 

② リスニングモードを HOME THX モードに する。 

③ リスニングモードを STERE 日か STANDARD にして、於下の機能を日 FF にする。 

•ミッドナイト IJ スニング(一 E 動） •ラウドネス機能(一區固！） 

-デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能(一直四!）-ダイナミックレンジコント□ールの設定(■►固愛！ ） 

- IJ アルフアントム機能(一因固） -バーチャルサラウンドバック機能(一區固） 

( DTS 9 目/24ソースについては②や③で 「□□PRO LOGIC * 外のリスニングモードを選択する必要 

びあ0ます） 


操 

作 


. 八イヴンプ IJ ングフォーマットディスクを再生するには、接続した DVD プレーヤーびそれらの信号を 
デジタル （ i . LINK 含む)出力できることび必要です。ただし、 DTS 9 目/24フォーマットディスクは、お 
手持ちの DVD プレーヤーび DTS 対応であれば、9目 kHz デジタル出力に対応していなくても本機を通じ 
て9目 kHz 処理にて再生することびでさます。デジタル出力については DVD プレーヤー側の設定び必要 
なとをちあるので、詳しくは DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

\___ J 
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基本操作 


ストリームダイレクトモード 


ソースに収録された情報を忠実に再生するモードです。音の出るスピーカーを自動で切り換え、音声再生用の付加 
機能 0 J スニングモード、サラウンドバックチャンネルモード、便利な音声再生用機能）は加えずに再生します。 
このモードを日 N にしておくと、ソースによってステレオ再生とマルチチャンネル再生び自動で切り換わります。 
スト IJ ームダイレクトモードにはじ(下の3つの種類びあります。 

1 NORMAL :ソースの種類にかかわらず、常に最適な IJ スニング環境を提供するための各機能〇1^(下の表を 
参照）を反映して忠実に再生します。 通常はこのモードでご使用ください。 （工場出荷時は「1 NORMAL 」 に設 
定されています） 

2 2 CH 一 DIRECT : 2 ch ソースを入力しているときは 2 ch 再生に必要な機能のみを有効にして再生します。 
r 2 ch 再生時にはサブウーファーを使わずに、低域もフ□ントスピーカーだけで再生したい」という方は、このモー 
ドを選ぶと便利です。マルチ ch ソースを再生しているときは 「 NORMAL 」 と同じ再生となります。 

3 ANALOG 一 D 旧 ECT : アナ□グソースを入力しているときはアナ□グで処理する機能のみを有効にしてア 
ナ□グのまま再生します。「アナ□グ信号はアナ□グ信号のまま再生したい」という方は、このモードを選ぶと便 
利です。デジタルソースを再生しているとさは 「 NORMAL 」 と同じ再生となります。 


有効機能 一覧 

NORMAL 

2 CH 一 D 旧 ECT 

(アナ□グ 2 ch 入力時） 

2 CH 一 D 旧 ECT 

(デジタル 2 ch 入力時） 

ANALOG 

^DIRECT 

(アナ□グ入力時） 

スピーカーシステムの設定(一固聖1 ) 

〇 




スピーカー出カレベルの設定(一 EH ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離の設定(一固固） 

〇 




アコーステイクキヤ U ブレーシヨン EQ 

(- ► EJH ) 

〇 




X カーブの設定(■►回固） 

〇 




サウンドデイレイ（一[ I 固） 

〇 


〇 


八イビット機能(崎回図） 

〇 


〇 


八イヴンプ U ング機能(崎回固 ) 

〇 


〇 


INPUT ATT (一 晒） 

〇 




DUAL MONO (一 卿 ) 

〇 


〇 



• MULTI CH INPUT または USB 入力では 、 「MULTI CH INPUT と USB 入力の入力信号のチャンネル数切 
り換え」(- ) で設定した入力音声チャンネル数のまま再生します。 

• MULTI CH INPUT 入力を「3 ANALOG 一 D 旧 ECT 」 で再生し、へッドホンを使用しているときはフ□ン 
卜端テに入力された音声のみびへッドホンに出力されます（ダウンミックスされません)。 

. スト IJ ームダイレクトモードび日 N になっているとさは IJ スニングモード（一に固）、サラウンドバック 
チャンネルモード（一固四）、便利な音声再生用機能（■►固動）の操作を行うことはできません。 

• サラウンド EX や DTS - ES ソースのうち、目.1再生検出信号び記録されていないディスクについては、已 .Ich 
再生となります。 

. ドルビーサラウンドソースなど、 2 ch サラウンド検出信号び記録されているディスクについては、マルチチャン 
ネル再生します。 

• スピーカーインピーダンスを 4 N に切り換えているとき（■►固函 I) または CHGITAL SAFET 丫び日 N のと 
き（■►因 H ) はスト IJ ームダイレクトモードは「1 NORMAL 」 のみの選択となります。この場合、。西^ 
ボタンを押してもディスプレイに 「 SD :」 は表示されません。 

• 入カソースによっては各機能びスト IJ ームダイレクトのモードに関わらず無効になる場合びあります。詳しく 
は各機能のページをご覧ください。 

• スト IJ ームダイレクトモードび「3 ANALOG 一 D 旧 ECT 」 でアナ□グマルチチャンネルソースを入力してい 
るとき、スピーカーシステムの設定（一固聖1 ) びセンタースピーカー「無し」で設定されていると、センター 
チャンネルの音声はフ□ントスピーカーから出力されます。 






















基本操作 


ストリームダイレクトモードを選択する 



しの AV アンプ）南 AV アンプ f 



神 yiiisY 謂1 




3-4 


2 


1 IJ モコンを AV アンプ画面にする。 


2 吟 リモコン画面を切り換える。 

〔OPTION I ボタンのある画面を表示させます。 

3 ,- 1 ストリームダイレクトモードの選択にする。 

W OPTION 

' -^ディスプレイに 「 SD :」 び表示されるまで 

I OPTION I ボタンを押してください。 

4 rnnn ストリームタイレクトモードを選ぶ。 

ボタンを押すたびにスト IJ ームダイレクトモー 
ドびじ(下のよラに切り換わります。 


1: NORMAL^ —» 2 : 2CH—DIRECT 
- .3 : ANA—DIRECT «- 




3 4 


それぞれの詳しい説明は前ページをご覧くださ 
い。スト IJ ームダイレクトモードは選ぶだけで 
は有効になりません。下記を参照し、日 N にす 
ることで、選択されたスト IJ ームダイレクト 
モードび有効になります。工場出荷時は] 
NORMAL で日 N に設定されています。 


ストリームダイレクトモードを ON にする 


1 I 曲 AV アンプ I リモコンを AV アンプ画面にずる。 


(の AV アンプ) I ^ AV アンプ ■!- 


操 

作 



LSeNG 

[ standard ] [ THX ) 


I ADVANCED ^ I ADVANCED ^ 
[CINEMA I I CONCERT I 



2 


o "o O O 鬧 0-01 O O O 6-0 _o 


2 


2 I STREAM I ストリームダイレクトモードを ON にずる。 

^ dire 。 i ボタンを押すたびにスト IJ ームダイレクト 
モードの日 N と日 FF び切り換わります。 

^ メモ 

. スト IJ ームダイレクトモードで再生中は IJ スニングモード、 
(■►固図）、サラウンドバックチヤンネルモード（■►回国）、便 
利な音声再生用機能(一回到）を選択することはでさません。こ 
れらの機能を使うときは、スト IJ ームダイレクトモードを日 FF 
にしてから操作してください。 
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基本操作 


アコースティックキヤリブレーシヨン EQ の ON/OFF 


「視聴環境の周波数特性の補正」(- ► EJU ) での設定を日 N / 日 FF します。それぞれのチャンネルを調整してち、 
i ^^(下の設定び日 FF になつていると、アコースティックキャ IJ ブレーシヨン EQ の効果は発揮されません（自動設 
定後は自動的に 「ALLCH ADJUST 」 で日 N になります）。設定の日 N には 「ALL CH ADJUST 」 と 「FRONT 
CH ALIGN 」「 CUSTOM ]」「 GUST 日 M 2」 の 4 つのモードびあります。 

ALL CH ADJUST :部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性をフラッ 
卜に補正します。全てのチャンネル間の再生音のつなびりび良くなり、サラウンドなどの音場のバランスび改善 
されるため、ワンランク上の臨場感、迫力をお楽しみいただけます。 

FRONTCHAUGN: フ□ント左/ち ( FL / FR ) とサブウーファーを除いた全てのチャンネルの周波数特性を、フ 
□ント ch の特性に合わせます。フ□ント ch についてはスピーカー本来の性能をそのまま弓怯出し、他のチャンネ 
ルはフ□ント ch の特性に合わせることで、チャンネル間のつなびりと音場のバランスを改善します。 

CUSTOM 1 :設定値を手動で微調整することびできます。「オートサラウンドセットアップ」で設定した「視聴環 
境の周波数特性の補正」の設定値をコピーすることちでさます 
CUST0M2 : CUSTOM 1と同様です。 



OESsilnsi 

(の AV アンプ j l—JAV アンプ! 

r 


入力切換1 ' 2 ’ 3 

励凶回 

1 / v^cRil 1 CD 1 1 tuner ] 



画國 

午厳說レ/^ 






2 



2 


1 [acAv アンプ J リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 アコー スティックキヤリブ レーシヨ ン EQ 

~ I を ON にずる。 

ボタンを押すたび、アコースティックキヤリブ 
レーシヨン EQ びじ(下のように切り換わります。 

——^ CUST0M2 —» OFF —» ALL CH ADJ—i 
- CUST0M1 «- F ALIGN «-1 

日 FFIU 外のときは MCACC インジケーターび点 
灯します。 

^ メモ 

• アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ の日 N/OFF は全ての 
入カファンクシヨンに共通で切り換わります。 

. スト IJ ームダイレクトモードび日 N になっているとさは、入 
カ ソースに よってア コース ティクキヤ IJ ブレー シ ヨン EQ の設:定 
び無効になることびあります（一 [2 固）。 

• 工場出荷時は日 FF に設定されていますび、オートサラウンド 
セットアップなどで自動設定を行うと ALL CH ADJ モードで 
自動的に日 N します。 
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入力信号の切り換え 

LLINK/ANALOG/DIGITAL 信号の切り換え 


甚本操作 


入力信号設定は基本的に AUT 日に設定されていますび必要に応じて i . LINK とアナ□グ、デジタルの入力信号を 
切り換えることびでさます。 


( の AV アンプ） laCAV アンプ ]— 


入力切換1 2 3 

励固回 

が rRJ 〔の J | TUN 过 


M & Kon ] 区刊 


tejiAVfiJJKMwaiil 


2 


(c!) AV アンプ ） r 

r SIGNAL 1 「 

I SELECT I I 


LISTENING 

MODE 


STEREO 


Standard i 〔 thx i 

r ADVANCED ) I ADVANCED ) 
し CINEMA J し CONCERT | 


0000 fWo - ol00 0 9-00 


i ^5 i ttwi B^¥¥m 


2 


1 l^AV アンプ I リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 B 生 L ； ■こぃ入力信神選誘。 

L select J SIGNAL SELECT ボタンを押すたび、_1^(下 
のように切り換わります。 

I~ »AUTO - » ANALOG — 1 

I — naRF «— 心 *— DIGITAL «~~I 

.i.LINK 入力は R で表示されます。 

AUT 日にしたとさは、 R 一皿 RF 一 DIGITAL 一 ANALOG の 
優先順位で自動的に入力信号を選択します （ fl 、 □□RF. 
DIGITAL は、それらび割り当てられている入カファンク 
シヨンを選んでいるとさのみ選択することびでさます）。 

• 入力設定（一區匹！）をしていない KLINK 対応機器について 
は、 R に固定されます。 

• MULTI CH INPUT 入力は 「 ANALOG 」 に、 USB 入力は 
「 DIGITAL 」 に固定されていますのでここでは切り換えること 
びでさません。 


^ メモ 

• i . LINK 入力信号び選ばれているときは、 i . LINK インジ 
ケーターび点灯しますび、このとさ、接続した機器側 
で出力設定を日 FF にしていると音はでません。出力設 
定のち法は機器の取扱説明書をご覽ください。 

• デジタル入力端テびいずれを割り当てられていない機器 
につし VC は 、 SIGNAL SELECT は、 ANALOG に固定さ 
れています。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーディ 
才のみ収録されている LD の音声はデジタル出力から 
は出力されません。このような音声を再生するには必 
ず AN ALOG を選択してください。 


• DTS 対応の LD を再生するときや、 DTS 対応の CD を 
CD プレーヤーで再生するとさに 、 SIGNAL SELECT 
ボタンで ANALOG を選択していると、 DTS の原信号 
びそのまま再生されるため、ノイズび発生します。こ 
のような場合、入力信号は必ず、 AUT 日か DIGITAL ま 
たは i . LINK を選択してください。 

• DTS 対応の DVD や CD を再生するとき DVD プレー 
ヤーの出力設定び正しくないと、音び出なかったり、 
ノイズび発生する場合びあります。詳しくはお使いの 
DVD プレーヤーの取扱説明書をご覽ください。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジ 
タル信号に制限びあります ( DTS 信号を出力しないな 
ど）。詳しくは、お使いの DVD プレーヤーの取扱説 
明書をご覽ください。 


操 

作 
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基本操作 


MULTI CH INPUT と USB 入力の入力信号のチヤンネル数切り換え 


MULTI CH INPUT 入力と US 巨入力とでは、接続している機器によって入力信号のチャンネル数を切り換える 
ことびできます。例えば MULTI CH INPUT に 2 ch の音声信号を入力しているときはにか」に切り換えます。 


3 


(の AV アンプ） [e*AV7>7-|- 


入力切換1 213 

脚 cn I sat "] 


岡剛厕 


2 


出 lAAiHBMRW 


( の AV アンプ ）1 

STREAM ) 

DIRECT 1 

f SIGNAL )[ 

1 SELECT II 

ACOUSTIC ) 

CAL 1 


LISTENING f 
MODE [ 

STEREO 1 

1 STANDARD II 

THX 1 

f ADVANCED ] f 

1 CINEMA 11 

ADVANCED ] 

CONCERT 1 


1 入カフアンクシヨンを 「MULTI CH 」 か rUSB 」 にする。 

2 し 曲 3AV ァンプ 1 リモコンを AV アンプ画面にする。 


3 


SIGNAL 

SELECT 


再生したい入力信号のチヤンネル数を選 
択する。 

SIGNAL SELECT ボタンを押すたび、_1^(下 
のように切り換わります。 

I — * 2ch - ♦ 6ch 1 

' - 8ch * - 7ch * - ' 


■7ch 
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甚本操作 


サラウンドパックチヤンネルモー 


本機ではサラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーから音を出す(目 . Ich 
または 7.1 ch 再生）か出さない（己] ch 再生）かを設定することびできます。また、サラウンドバックスピー 
カーを接続していないときには、「バーチャルサラウンドバックモード」としてサラウンドスピーカーから仮想の 
サラウンドバックチャンネル音声を創り出すか出さないかを設定することびでさます。 


サラウンドバックチヤンネルの ON / AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーから音を出すか出さないかを設定します。設定内容はじ(下の通りです。 

• ON :最大 7. Ich での再生を行います。已 . Ich ソース再生時は選べる IJ スニングモードの数び変わります 

(一 )。 

.AUTO :入カソースや IJ スニングモードに応じてサラウンドバックスピーカーから音を出すか出さないかを 
自動で切り換えます。 

. OFF :最大己. Ich での再生を行います(サラウンドバックスピーカーから音は出ません)。 



(^(DAV アンプ i (^AV アンプ } ■ 


入力切換1 2 " 3 


脚臣 vV。 I I SAT I 



[V 操作 |&nI|SY 品 EM| 



圍 ■ 

〔の AV アンプ） 


I INPUT 

If SBCH 1 

1 [ MODE 1 

[SPEAKER 

)[INPUT ) 

Ji ATT J 

I A/B 

f VIDEO 

I SELECT 

If DISPLAY ] 
11 DIMMER 1 

f TAPE2 

I MONITOR 

II STATUS 1 


3 


0000 [Wo- 6 1000 0-0 


喔 60000 ろ曰喔參參負 


3 


1 Imav アンプ 1リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 吟 リモコン画面を切り換える。 

I 說視 I ボタンのある画面を表示させます。 


3 f SBCH I サラウンドバックチヤンネルを ON 、 AUTO 、 

L mode J off のいずれかにする。 

I 黑視 I ボタンを押すたびに、日 N と AUT 日と 
日 FF び切り換わります。 

^ メモ 

. スト IJ ームダイレクトモードび日 N のときはこの設定を行なうこ fee 
とびでさません。 

. IJ スニングモードを HOME THX モードにして DVD オーディオ 
や SACD ソースを聴いているとさ、サラウンドバックチヤンネ 
ルモードは日 N と AUTO のみを選択することびでさます。 

• サラウンドバックチヤンネルモードを設定したあとで「スピーカー 
システムの設定」（■►回固）を変更すると、サラウンドバック 
チヤンネルモードび自動で切り換わることびありますのでご確認く 
ださい。 

. サラウンドバックチヤンネ>1レモードは入カフアンクシヨンごとに 
設定されます。 

• ステレオモードを選んでいるとさは切り換えびでさません。 

. スピーカーの設定で旧 i - Surround ] を選択しているときは切り換 
えびでさません。また、「スピーカーシステム A / B の切り換え」 
(一回極！ ） でスピーカーシステム B を選択しているときも切り 
換えびでさません。 

. スピーカーシステムの切り換えで 「 A + B 」 を選んでいるとさはヴ 
ラウンドバックチヤンネ>1レを設定することはできずに、ノ くーチヤ 
ルサラウンドバックモードの設定となります。 
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基本操作 


パーチヤルサラウンドバックモードの ON / AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続していないとさやスピーカーシステムの切り換えで A + 日を選んでいるとさ 
に、サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出すか出さないかを設定します。設 
定内容は_1^(下の通りです。 

• ON : IJ スニングモードで THX CINEMA _ l ^(外のヴラウンドモードび選択されているときは日 N になり、ヴ 
ラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出します。 

.AUTO :入カソースや IJ スニングモードに応じて仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出すか出さ 
ないか自動で切り換えます。 

. OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音声を創り出しません。 


1 

(^CDAV アンプ j |aBAV7y7j 



入力切換 I "213; 

励固 W 

1 /^ CR 1 1「 CD I prUNERl 



画國 

寺輸說レ寺 




(P AV アンプ） を / 操作 I 


[INPUT 1 

f SB CH 、 

1 MODE J 

f SPEAKER \ 

1 a/b 1 

f INPUT ] 

\ ATT 1 


f VIDEO ) 

[SELECT 1 

f DISPLAY ) 

1 DIMMER J 


f TAP 口 1 

1 MONITOR 1 

1 STATUS 1 


3 



c 

5 0" 0 0 W 6-6 1000 0-6 c 

造 0 

1 

_ # 5 0 0 0 0 # □ (©mmi 

k 




1 

1」 


3 


1 fMAV アンプ1リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 リモコン画面を切り換える。 

I MODE ) ボタンのある画面を表示させます。 


3 [ SBCH I バーチャルサラウンドバックモードを ON 、 

- * AUTO 、 OFF のいずれかにする。 

I 龍〔ぶ I ボタンを押すたび、日 N と AUT 日と 
日 FF び切り換わります。 

^ メモ 

. スト IJ - ムダイレクトモードび日 N になっているときや 、 HOME 
THX モードでは使用でさません。 

. パーチャルサラウンドパックモードは入カフアンクシヨンごとに設定 
されます。 

• ステレオモードを選んでいるとさは切り換えびでさません。 

. バーチャルサラウンドバックモードの動作時は、ディスプレイに「+ 
VSB 」 と表示されます。 

• スピーカーの設定で旧 i - Surraun 印を選択しているときは切り換えび 
できません。また、「スピーカーシステム A / 日の切り換え」 
(■►匹 SI ) でスピーカーシステム日を選択しているときも切り換 
えびでさません。 
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u ス ニン グモー ドの選択 


甚本操作 


1 

Oi)AV アンプ ) |aOAV7 ンプ ! 

r 


I 入力切換 I — 2 ~ 3 



励固回 

I /^ CR1 ]r の I prUNERj 



画國 

寺 陳蘭レ ^ 



2.3 



c^Av アン 。 I 端 r〔r I 


I SIGNAL 1 I ACOUSTIC H 
[SELECT — J [_CAL. J 

Lsr nw] 

[ standard ] [ THX ) 


I ADVANCED I f ADVANCED I 
I CINEMA I I CONCERT I 



2.3 



1 (^ AV アン 3 リモコンを AV アンプ画面にする。 


LISTENING 

MODE 

I STEREO I 

I STANDARD I 

I THX I 

f ADVANCED ) 

f ADVANCED ] 

[CINEMA J 

[CONCERT J 



お好みのリス ニン グモードのタイプ 
を選ぶ。 


本体は LISTENING MODE 
SELECT 日 R を回すと ij ス ニン グ モー 
ドのタイプび順次切り換わります。 
ディスプレイの上段に各タイプの名称 
び表示されます。 


手順2で選んだタイプのボタン（本 
体は LISTENING MODE 
SELECTOR ) を巧して好みの U ス 
ニングモードを選ぶ。 

ソースの種類や選択されたサラウンド 
バックチャンネルモードなどに応じ 
て、モードの選択肢び変わる場合びあ 
ります。 

ディスプレイの下段にモードの名称び 
表示されます。 

詳しくは「リスニングモードの種類と 
効果」（■►固固）をご覧ください。 

^ メモ 

. ヘッドホンで聴いているときの IJ スニングモードは 「 STERE 日」操 
か 「PHONES SURROUND 」 のどちらかにな0ます 。 PHONES 作 
SURROUND に切り換えるときは I STANDARD I ボタンを押します。 

.スト IJ ームダイレクトモードび日 N のとさは IJ スニングモードを 
選択することはでさません。 


3 L'Sr n^ERE^I 

[standard ) [ THX I 


「 ADVANCED I f ADVANCED 1 
[ — CINEMA 」 L CONCERT 」 


LISTENING MODE SELECTOR 


押して選ぶ 
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基本操作 


リスニングモードの種類と効果 


本機の IJ スニングモードは已つのタイプに分かれています。モードの切換方法やサラウンドバックチヤンネル 
モードの設定については、 「 IJ スニングモードの選択」、「サラウンドバックチヤンネルモード」（■►回四）をご 
覧ください。 

本書では特に注記の無い限り、「日.]再生検出信号」の記録されたソースも、已 . Ich ソースとして扱います。 
入力信号やスピーカーの設定によって、選択でさる IJ スニングモードに制限びかかる場合びあります。そのよう 
な場合、そのソースを再生中は選択可能なモードに切り換わりますび、別のソースを再生すると元のモードに戻 
ることびあります。スト IJ ームダイレクトモードび日 N のときは IJ スニングモードを選択することはできません。 


STANDARD モード 


ソフトに忠実なデコードにかソースはマト IJ クス-サラウンド-デコード）をするモードです。基本的に入力 
信号の種類や再生チャンネル数の設定に応じて自動的に最適なデコード方式び選択されますび、入力信号によつ 
ては!;のよラに複数のモードの中から選択でさる場合ちあります。 

2 ch ソース（またはドルビーサラウンドソース)の場合 


サラウンド化するためのマト IJ クス-デコードち式をじ(下の已つの中から選択することびできます。ディスプ 
レイにはデコード名称び表示されます。 


種類 

効果 

メモ 

□□PRO LOGIC Ex 
MOVIE 

2 ch ソースを最大 7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特に 
ドルビーサラウンド-エンコード作品に効果的です。ドルビーデジタ 
ル EX に迫るセパレーションや移動感などび得られます。 

-サラウンドバックチヤンネル 
モードを AUT 日に設定してい 
るとき、サラウンドバック ch 
からち音び出ます。 

-サラウンドバックチヤンネル 
モードを日 FF にしているとさ 
は PRO LOGIC n モードにな 
り、サラウンドバックホから 
音は出ません。 

□□PRO LOGIC Ex 
MUSIC 

2 ch ソースを最大 7. Ich 化します。音楽再生に適したモードで、通常 
のステレオ録音されたソース （ CD など）を再生するとさに効果的で 
す。サラウンド ch は定位よりを包囲感を重視しています。 

□□PRO LOGIC 

2 ch ソースを 4. 1 ch 化します。ビデオテープや TV 放送などソースの 
クオ U ティを問わずご使用いただけます。 

-サラウンドバックチヤンネル 
モードを AUT 日に設定してい 
るとき、サラウンドバック ch 
からは音び出ません。 

-サラウンド ch の L と R からは 
同じ音声び出力されます。 

Neo :6 CINEMA 

2 ch ソースを目. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch ソー 
スを 6. Ich ソースと同じような雰囲気で楽しめます。 

-サラウンドバックチヤンネル 
モードを AUT 日に設定してい 
るとき、サラウンドバック ch 
からを音び出ます。 

-サラウンドバック ch の L と 
R からは同じ音声び出力され 

On ^ 0 

Neo : 目 MUSIC 

2 ch ソースを目.1 ch 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生す 
るため音質の変化びなく、音楽再生に効果的です。 
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基本操作 


5- Ich ソースでサラウンドバックチヤンネルを ON に設定している場合 

7. Ich 化するためのデコードち式を下の4つの中から選択することびでさます。 


種類 

効果 

メモ 

sx 

(Studio extension) 

映画製作スタジオや映画館で已 .1 ch 再生を行うとさは、サラウンド 
バックの位置にあるスピーカーからをサラウンド ch の音声び出力され 
ます。 SX 方式はこの音場を再現するためのモードです。ディスプレ 
イにはデコード名称に加え、 + SX と表示されます。 


EX 

(Extension decode) 

マト IJ クス-デコードによりサラウンドバック ch 成分を生成します。 
最大 6. Ich 再生となり、定位感、移動感、臨場感びより向上します。 
ディスプレイにはデコード名称に加え、 +[ X ] EX と表示されます。ソー 
スによってはデコード名称のみび表示されます。 

サラウンドバック ch の L と 
R からは同じ音声び出力され 
ます。 

□□PRO LOGIC Ex 

MOVIE 

マト U クス-デコードによりサラウンドバック ch 成分を生成します。 
映画ソースの再生に適したモードで、最大 7.1 ch 再生となり、定位感、 
移動感、臨場感びより向上します。ディスプレイにはデコード名称に 
加え 、 +PL IIx M 日 VIE と表示されます。サラウンドバック ch は独 
立した 2 ch び出力されます。 

サラウンドバックスピー 
カーを]本で設定している 
場合、このモードは選択でさ 
ません。 

□□PRO LOGIC Ex 
MUSIC 

マト U クス•デコードによりサラウンドバック ch 成分を生成します。音 
楽ソースの再生に適したモードで、最大 7.1 か再生となり、マルチか 
の音楽ソースに対して、滑らかで、包み込むようなサラウンド感び得ら 
れます。ディスプレイにはデコード名称に加え +PL nx MUS にと表示 
されます。サラウンドバック ch は独立した 2 ch び出力されます。 



へッドホンを是し込んでいる場合 


へッドホンを差し込んでいるときの IJ スニングモードは 「PHONES SURR 日 UND 」 か rSTERE 日」のどちらか 
のみです。 


種類 

効果 

メモ 

PHONES 

SURROUND 

ヘッドホンで聴いているとさに、仮想立体音響を再現し、マルチチャ 
ンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 



HOME THX モード 


HOME THX とは、映画のサウンドトラックを一般家庭でもリアルに再現するためにルーカスフィルム社び開 
発したシステムで、映画館と家庭の IJ スニングルームの差異を補完する様々な技術び駆使されています。あらゆ 
るソフトに効果的ですび、ドルビーデジタル、 DTS 収録のソフトの再生には特に威力を発揮します。 

このモードでは忠実なデコードに ch ソースはマトリクス•サラウンド•デコード）処理の後、 THX 処理を加え 
て再生します。基本的に入力信号の種類やサラウンドバックチャンネルモードの設定に応じて、自動的に最適な処 
理び選択されますび、入力信号によっては1^^(下のように複数のモードの中から選択でさる場合ちあります。 

デイスプレイには選択された THX 処理名称び表示されます。 


2 ch ソース（またはドルビーサラウンドソース）の場合 


サラウンド化するためのマトリクス-デコードち式をちの3つの中から選択する 
ことびできます（各モードの詳細説明は STANDARD モードをご覧ください）。 
ちのいずれのモードちディスプレイの表示は数秒後に THX 処理名称 （THX 
CINEMA ) に切り換わります。 

DVD オーデイオ、 SACD の 2 ch ソース再生時、このモードは選択でをません。 


_種類_ 

□□PRO LOGIC Ex MOVIE 
□□PRO LOGIC 
Neo:6 CINEMA 






基本操作 

5- 1 ch ソースでサラウンドバックチヤンネルモードを ON に設定している場合 

7. 1 ch 化するための THX 処理ち式を ■lU 下の已つの中から選択することびでさます。 


種類 

効果 

メモ 

THX CINEMA 

家庭と映画館との空間的な違いによる音色の差を補正します。 

DVD オーディオ 、 SACD 
再生時、このモードは選択 
でさません。 

THX 

SURROUND EX 

ドルビー研究所とルーカスフィルム社とで共同開発した再生フオー 
マットです 。 SURROUND EX マト U ックス処理により、サラウン 
ド ch 成分からサラウンドバック ch を生成します 。 SURROUND EX 
方式にて劇場公開された映画ソフトに最適です。ただし、 DTS ソー 
スは ES デコード処理によりサラウンドバック ch を生成するため、 
ディスプレイには 「 DTS-ES + THX 」 と表示されます。 

□□PRO LOGIC Ex 
MOVIE 

ドルビー研究所の最新マト U クス-デコード技術である PRO LOG に 
IIx と THX 処理の組み合わせにより、映画ソフトをより自然でシーム 
レスなサラウンドサウンドで楽しめます。 

-サラウンドバックスピー 
カー]本設定の場合、この 
モードは選択でさません。 

- DVD オーディオ 、 SACD 
再生時、このモードは選 
択でさません。 

THX ULTRA 2 
CINEMA 

従来よりある己. Ich の映画ソフトに最適な、新しい再生フオーマット 
です。己. Ich 再生び標準だった頃のソースに SURROUND EX マト 
U クス処理を行なってしまラと、かえって後方-側方の音場感び狭く 
感じてしまうをのをありますび、このモードでは定位感と広びり感を 
同時に実現させ 、 SURROUND EX 公開映画にを匹敵する音場を生 
み出します。 

THX MUSIC MODE 

DVD などで発売されている已 . 1 ch の音楽ソフトに適した、新しい再 
生フオーマットです。音楽ソースは映画ソースと異なり、劇場公開さ 
れることを前提にしていません。よってミックスダウンの段階より想 
定される再生環境び異なります。映画再生に適したスピーカー配置で 
を音楽ソースの音場効果び最大限再現されるよラ、あらゆるノウ八ウ 
び組込まれています。 

サラウンドバックスピー 
カー1本設定の場合、この 
モードは選択でさません。 


嫁^メモ THX 認定ディスクを再生してち、自動的に H 日 ME THX モードにはなりません。お好みのモードを選 
択してお楽しみください。 


STEREO (ステレオ）モード 


左ちのフ□ントスピーカーからステレオ音声に ch ) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネルソースは 2 ch にダウンミックスして再生します。 


種類 

効果 

メモ 

STEREO 

音場補正 （Surround Setup ) (一 固 固） やサウンドディレイ（崎回 愛！） 
での各設定を反映し、「便利な音声再生用機能」（一 區 画！ ） の効果を 
加えてステレオ再生することびでさます。 
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基本操作 


ADVANCED CINEMA モード 


あらゆる映画ソースの再生に適した才 ij ジナルのサラウンドモードです。下 6 つの中からお好をなモードを選択することび 
でをます。忠実なデコード （ 2ch ソースはマト IJ クス•サラウンド•デコード）処理の後才 IJ ジナルの処理を加えます。この 
モードでは、サラウンドバックチヤンネルモードを AUTO に設定しているとき、サラウンドバックかからも音び出ます。 


種類 

効果 

メモ 

ACTION 

包み込むような空間での反射音を再現します。大さい音びしっかり定 
位し、躍動感、スピード感び楽しめます。アクションシーンや戦闘、 
爆発シーンの迫力び、包み込むよラに再現され、映画の迫力や臨場感 
を、あますところなく楽しんでいただけます。アクション系の映画の 
再生に効果的です。 

2 ch ソース入力時は Neo :6 
CINEMA 処理でサラウンド 
化します。 

SCI-FI 

広い空間に音び抜けていくイメージです。セ U フと効果音の分離び良 
いため、 SF 映画などの SE (特殊効果音)の多いソースに効果的です。 

2 ch ソース入力時は皿 PRO 
LOGIC Ex MOVIE 処理でサ 
ラウンド化します。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音び一体となって、]つの大さなスピー 
カーのように響くイメージで、落ち着いた雰囲気で映画を楽しんでい 
ただけます。幅広い範囲でサラウンド効果び楽しめ、直接音をしっか 
りと響さます。ス1-一 U —性重視の映画の再生に効果的です。 

MUS に AL 

ミュージカルなどの音楽系ソースを再生しているとさのサラウンド感 
や、コンサートホールのホール感を再現します。広い空間で音に包み 
込まれるような響さび特徴です。 

2 C h ソース入力時は N e 0 : 
6 MUS に処理でサラウン 
ド化します。 

MONOFILM 

ちい映画やテレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラル信号を含め 
すべてのソースに適したマルチチヤンネルサラウンドモードです。 

2 ch ソース入力時は [XlPR 日 
LOG に処理でサラウンド化 
します。 

5 / 7 -D THEATER 

(再生モードに合わせ 
て己 -D または 7 -D と表 
示されます） 

2 ch で収録された音声を、已 ch または 7 ch のサラウンド効果で再生で 
さます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効果的です。 


ADVANCED CONCERT モード 


あらゆる音楽ソースの再生に適したオリジナルのサラウンドモードです。仪下目つの中からお好きなモードを選択す 
ることびでさます。忠実なデコード （2 ch ソースはマト U クス-サラウンド-デコード）処理の後才 U ジナルの処理 
を加えます。このモードでは再生チャンネル数を AUT 日に設定しているとき、サラウンドバック ch からも音び出ます。 


種類 

効果 

メモ 

CLASS に AL 

大型のコンサートホールをシミュレートしています。クラシック系の 
音楽に適しています。反射音の遅延時間帯び長く、さらに残響音を加 
えることでコンサートホール特有の美しい響さと、オーケストラの迫 
力び楽しめます。 

2 ch ソース入力時は DSP 処 
理でサラウンド化します。 

CHAMBER 

石（コンク IJ ート製)のコンサートホールをシミュレートしています。 
残響音豊かな本格的コンサートホールの響さを楽しむことびでさま 
す。クラシック音楽などで自然な広びりを感じていただけます。 

JAZZ 

一般的なジャズクラブをシミュレートしています。音の響さび強くな 
るのび特徴です。反射音のほとんどび1日日 ms 似下で、目の前で演奏 
しているような迫力と定位感を楽しめます。 

2 ch ソース入力時は Neo :6 
CINEMA 処理でサラウンド 
化します。 

ROCK 

中規模コンサートホールをシミュレートしています。楽器の分離感と 
臨場感びあり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

2 ch ソース入力時は mPR 日 
LOG に nxMUS に処理でサ 
ラウンド化します。 

DANCE 

フ□アの床面び正方形をしているクラブをシミュレートしています。 
音の響さび強いのび特徴です。反射音の遅延時間はほとんどび日日 ms 
しソ下で、迫力ある DANCE MUS にび楽しめます。 

5 / 7 CH STEREO 

(再生モードに合わせ 
て已 CH または 7 CH と 
表示されます） 

2 ch で収録された音声をステレオ音声のまま、己本または7本のス 
ピーカーにて再生しますのでお部屋のどの場所にいてをステレオ感を 
お楽しみいただけます。 







基本操作 


リスニングモードのオプション機能 


□□PRO LOGIC nx MUS にモードに音響効果を加えて調整する 


STANDARD モードの EXIPR 日 LOG に IIx MUSIC には3つの音響効果を加え、その効果を調整することびで 
さます。それぞれの説明は!;の通りです。 

CENTER WIDTH :センターチャンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで、音 
色の不一致を緩和させることび可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことびでさます。効果は日〜 
7の範囲で調整することびでさます。日びセンタースピーカーからのみの出力で、7はセンターチャンネルの音 
声すべてを左ちのフ□ントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 

DIMENSION : IJ スニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整すること 
で、おびりのある音場を創り出すことびできます。一3から+3の範囲で調整することびできます。一3は IJ 
スニングポジションから前方の音場び強くなり、+3は IJ スニングポジションから後方の音場び強くなります。エ 
場出荷時は日に設定されています。 

PANORAMA :前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウンドチャンネルに繫げるようなサラウンド効果を 
加えます。正確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時はオフに設定 
されています。 


( の AV アンプ） ITV 操作 ] 


1 MIDNIGHT 1 

[digital NR 1 

1 TONE 1 

1 LOUDNESS 1 


EK OPTION 阻 
r~hCH LEVEL 14^1 


3-4 

2 


1 □□PRO LOGIC llx MUSIC モードを選択する。 

( 一鹏） 

□□PRO LOGIC Ex MUS にモードは入力信号び 2 ch のとき 
のみ選択することびでさます。 

2 吟 リモコン画面を切り換える。 

Loption I ボタンのある画面を表示させます。 



「CENTER WIDTH 」、「 DIMENSION 」、 
「 PANORAMA 」 の中か！5加えたい音響効果 
を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果び表示さ 
れるまで I OPTION I ボタンを押してください。 
それぞれの音響効果の詳しい説明は上記をご覽 
<ださい。 


4 □□ 音響効果を調整する。 

それぞれの音響効果の詳しい調整値は上記を 
ご覧ください。 


^ メモ 

• サラウンドバックチヤンネルを日 FF にしたり（一区四）、スピー 
力一の設定でサラウンドスピーカーを N 日 にしたりすると 
(一 EEU ).nnPRO LOGIC Ex MUSIC から DClPR 日 LOGIC E 
MUSIC に切り換わりますび 、 「CENTER WIDTH 」、 
「 DIMENSION 」、「 PAN 日 RAMA 」 の効果は変わらずに反映され 
ます。 
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甚本操作 


Neo ;6 MUSIC モードのセンターチヤンネルのイメージを調整ずる 


STANDARD モードの Neo : 目 MUS にで再生しているとき、センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス 
ピーカーに振り分けて出力することで、音色の不一致を緩和させることび可能となり、音楽再生に適した音場を 
創り出すことびでさます。 

効果は日〜]日の範囲で調整することびでさます。日はセンターチヤンネルの音声びセンターから出ずにフ□ン 
卜から出力されます。 ] 日はセンターチヤンネルの音声びセンターからのみ出力されます。工場出荷時は3に設 
定されています。 







(CD AV アンプ J ド V 操作 1 




1 MIDNIGHT II DIGITAL NR 1 




(TONE II LOUDNESS | 




；| - H OPTION H +1; 


-3-4 


^CH LEVEL ^ 

革 


-2 


c 

)Q - 甲] 5-6 ち 

O O O 0-00 

o 


_ 參霄寶 fir w i 
^ - 

□ ©# # #) 

- 




1 1 


3 1 



1 Neo : 目 MUS にモードを選択する （-► E 固）。 

Neo : 目 MUS にモードは入力信号び 2 ch のとさのみ選択す 
ることびでさます。 

2 

今 

リモコン画面を切り換える。 

1 OPTION 1 ボタンのある画面を表示させます。 

3 


「CENTER IMAGE 」 を選ぶ。 

ディスプレイに 「CENTER IMAGE 」 び表示さ 
れるまで （ OPTION ) ボタンを押してください。 
詳しい説明は上記をご覧ください。 

1 OPTION 1 



4 

囚曰 

Neo :6 MUS にモードのセンターチヤンネ 
ルイメージを調整する。 


日〜1日の範囲で調整することびでさます。 


ADVANCED モード ( CINEMA 、 CONCERT ) の効果を調整する 



m m 前 f 顶頒喊 W 

((!) AV アン フ） frv 操作 ! 



1 MIDNIGHT II D に ITALNrI 



1 TONE II LOUDNESS | 



：| H OPTION H + 1：- 



团 " LEVEL の 

tj 


3-4 

2 


6 嘗皆〇 け 

巧 lo -6 气 

O O O 0-0 o 

o 

t 1 

巧 i 

己 © # (§) #) 


3 


i. 


1 ADVANCED CINEMA モードまたは ADVANCED 
CONCERT モードに設定する。（一 E 固） 

2 吟 リモコン画面を切り換える。 

I OPTION I ボタンのある画面を表示させます。 

3 I OPTION I エフてクトレべルの設定にする。 

ディスプレイに 「 EFFECT 」 び表示されるまで 
I OPTION I ボタンを押してください。 

4 rnrT~| エフェクトレベルの効果を調整する。 

エフェクトレベルは]日〜9日の範囲で調整する 


操 

作 


ことびでさます。 


^ メモ 

• 工場出荷時の設定は、已 /7 CH STERE 日のとさび9日、それ 
外のモードのときび已日に設定されています。 

. エフェクトレべルは各 IJ スニングモードごとに設定できます。 
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基本操作 


便利な音声再生。機能 

デジタルノイズリダクション機能（ノイズの低減) 


DIGITAL NR を日 N にすると、カセットテープやビデオテープなど、雑音び多く含まれるソフトのノイズを低 
減することびできます。 


mmmmm 

(J)AV アンプ） iaBAV7>^ — 


入力切換1 [ 2 ;~3 



1 lacAv ァンう リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 4 ^ リモコン画面を切り換える。 

[digitalnr] ボタンのある画面を表示させます。 



しの AV アンプ） を/操作I 


[midnight ) [digital NR j -^ — 3 

[TONE I [loudness I 
曲 OPTION 阻 


3 DIGITAL NR を ON にする。 

- ボタンを押すたび、デジタルノイズ ij ダクシヨ 

ン機能び日 N または OFF に切り換わります。 

^ メモ 


f- H CH LEVEL 14"+ I 


ミ〇 〇 〇岡 0-6 1 < 
1 5 〇 〇 〇 〇 • 

)00 0-6 〇 

□ ® ®) 


- J 




3 


• 1；(下の場合は、 D に tAL NR を ON にしてもノイズび十分に低減さ 
れないことびあります。 

-突然のノイズ -極端に大さいノイズ 

-高い周波数成分を非常に多く含む信号 
-もともとノイズの少ない録音状態の良い信号 
• 各音源に対し、 D に ITALNR は下のよラな改善効果びあります。 

ステレオ再生時 -デジタル入力 .....] 日〜] 已 dB 

-アナ□グ入力…1 日〜 18服 - AM/FM チュ-卜 .... 1 日〜 1已服 
-し LINK 入力 ...... 1 日〜 1己服 

ADVANCED 、 STANDARD 、96 kHz 再生時 . 6 〜] 0服 

• スト IJ ームダイレクトモードび ON になっているとさや HOME THX 
モードでは使用でさません。 


ッドナイトリスニング機能（か音量での快適なサラウンド再生) 


音量をルさくすると、サラウンド効果び弱くなったり、微小な音やセ IJ フなどび聴きとりにくくなることびあり 
ます。ミツドナイト IJ スニング機能は、ボ IJ ユームレべルやソースに応じて様々な補正を行いますのでル音量で 
も全体のバランスび良い状態で映画などをお楽しみいただけます。 


3 


(C!)AV アンプ j ianAV7>7^! — 
f 入力切換1 


(の AV アンプ） 


{midnight I [digitalnr I 


[TONE 11 LOUDNESS I 
Qh OFTION \-[ T ] 

F K " 〔曙 EL ] 刊 


る Y o る fWo - 6l o o o 0-6 


參 r o o o o る曰 （◎ 參參參 


1 [ r ^ M / ァ、パ 1リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 吟 リモコン画面を切り換える。 

(jviidnight) ボタンのある画面を表示させます。 

3 ミッドナィトリスニング機旨陡 ON にする。 

-^ボタンを押すたび、ミツドナイト IJ スニング機 

能び日 N または日 FF に切り換わります。 

^ メモ 

• この機能は音量び一2日 d 巨 I ツ下のときに効果びあり、音量に合せて 
サラウンド効果ち自動調整されます。 

• スト IJ ームダイレクトモードび日 N になっているとさや HOME THX 
モードでは、使用でさません。 

• ラウドネス機能、 I -ーンコント□ール機能との併用はでさません。 
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ラウドネス機能（か音量時の高低音域の補正) 


基本操作 


ラウドネス機能はル音量時にボ IJ ュームレべルに応じて、低音域、高音域のレベルを適正値に補正します。 


(^ C !) AV アンプ)[^みソァンプ^|— 
[ 入力切換1 



( CDAV アンプ） （ jv 操作 I 


[midnight] [digital nr) 
[TONE I [loudness f 


3 


EK OPTION 阻 
r~ h CH LEVEL l ^T] 


〇 〇 C 

暴お 

r 〇鬧〇-〇1°〇™ 〇" 〇 0-6 〇 

裏髮晋 oi 己唆參獲善） 


-匿 


3 


1 f —3 AV ァンプ] リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 ^ リモコン画面を切り換える。 

[loudness ) ボタンのある画面を表示させます。 

3 ラゥドネスモ—ドにする。 

- ボタンを押すたび、ラウドネス機能び日 N ま 

たは日 FF に切り換わります。 

^ メモ 

. ラウドネス機能は音量び一 20服1^^下のときに効果びあります。 
• スト IJ ームダイレクトモードび日 N になっているとさや HOME 
THX モードでは使用でさません。 

.ミツドナイト IJ スニング機能、トーンコント□ール機能との併用 
はでさません。 


—ンコント□-ル機能（巧みに応じた高お音の調整) 


I -ーンコント□ール機能を日 N にすると、低音、高音びお好みによって調整でさます。 


3 




3 4 5 


1し MAV ァンプ1リモコンを AV アンプ画面にする。 


2 今 リモコン画面を切り換える。 

I TONE I ボタンのある画面を表示させます。の= 

3 1—:~I卜ーンコント□—ルモードを ON にする。 

- ボタンを押すたび、トーンコント□ールモード 

び日 N または BYPASS に切り換わります。 

4 [ OPTION 1低音または高音の調整モードを選ぶ。 

- ディスプレイに 「 BASS 」 （低音）または 

「 TREBLE 」 眉音）と表示されるまで I OPTION | 
ボタンを押します。 

5 mm 調整する。 

^ メモ 

• トーンび日 N になっているとさのみ I OPTION I ボタンを巧すと 
旧 ASS 」「 TREBLE 」 び表示され調整び可能になります。 

• I -ーンは、一目〜+目 dB の範囲で調整でさます。 

• スト IJ ームダイレクトモードび日 N になっているとさや HOME 
THX モードでは使用でさません。 

• ミッドナイト IJ スニング機能、ラウドネス機能との併用はできま 
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基本操作 


-bit (八イビット)機能 


CD や DVD などのデジタル音声信号 （ PCM の]目ビットデータまたは圧縮音声の2日ビットデータ）に対し、 
ダイナミックレンジの拡大に4ビットに再量子化）を行い、より滑らかで繊細な音楽表現を可能にします。 


〔の AV アンプ） iaCAV 7 V ^— 
入力切換1 2 3 


脚 Qlj [ SAT I 


1 lacAv ァンプ J リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 吟 リモコン画面を切り換える。 

Loption I ボタンのある画面を表示させます。 



(の AV アンプ） ITV 操作) 


I MIDNIGHT II DIGITAL NR I 
I TONE J I LOUDNESS ] 
;l - OPTION 〕叫 + I 
r>fcH level I^TI 



3-4 

2 


3 品り 「 HI - BIT 」 を選ぶ。 

ディスプレイに 「 HI - BIT 」 び表示される 
まで I OPTION J ボタンを押してください。 


4囚曰 HI - BIT 機能を ON にする。 

ボタンを押すたび、 HI - BIT 機能び日 N または 
日 FF に切り換わります。 


〇 -5" 〇 〇印 ib-oHj 

〇 〇 〇 6-0 〇 

馨 ) 5寶賽 11" 赏ろ 

曰 © (§) 馨 ®) 


3 4 


^ メモ 

. 3八じ0や88.21<北_1^(上の入力信号を再生しているときは、こ 
の設定は無効になります。 


Hi-sampling (八イヴンプリング)機能 


CD や DVD などの音声信号に対し、周波数ち向の広帯域化を行い、より滑らかで繊細な音楽表現を可能にし 
ます。 



r 

(の AV アンプ） laCAV アンプ! 


入力切換1 ■； 2 ；_ 3 


[/LD j [ /DVD 1 [ SA 1 1 



1I 凹 AV ァンプ J リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 リモコン画面を切り換スる。 

Loption I ボタンのある画面を表示させます。 



C(!) AV アンプ) ド V 操作 1 




1 MIDNIGHT II DIGITAL NR 1 




(TONE II LOUDNESS 1 




;l - H option H + 1；- 


-3-4 


eh 〔H LEVEL IE] 

羊 


-2 


3 mi-SAMPLINGJ を選ぶ。 

- ディスプレイに 「 HI - SAMPLING 」 び表示され 

るまで I OPTION I ボタンを押してください。 


4 HI - SAMPLING 機能を ON にする。 

ボタンを押すたび、 HI - SAMPLING 機能び日 N 
または日 FF に切り換わります。 


0 0^00^ 


O O O 0-00 

§'5 i 11 


□ © (§) # #) 


3 4 


^ メモ 

. スト IJ - ムダイレクトモードび日 N になっているときは、アナ □ 
グ信号を入力すると Hi - Samplin 呂（八イヴンプ U ング）機能び 
無効になることびあります。（■►直固） 


92 

























































































































基本操作 


DUAL MONO (デュアルモノ）の再生と設定 


モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号のことを] +] デュアルモノラル信号といいます。ここでは 
デュアルモノラル信号び入力されたとさにどちらの音声をどのスピーカーから出力するかを設定します。この設 
定は、例えば じ (下のような MPEG -2 AAC やドルビーデジタルまたは DTS の] +] デュアルモノラル フォーマツ 
卜のソースにのみ有効です。 

•巨 S デジタル放送のモノラルのこ力国語放送や音声多重放送など 

ステレオのこ力国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフォーマツトになります。 

• こ力国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したちの 

録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご覽ください。 

CH 1 :チャンネル]の音声のみを再生する場合。 

CH 2 :チャンネル2の音声のみを再生する場合。 

CH 1/ CH 2 :チヤンネル]/チヤンネル2の音声をそれぞれ左/ちのフ□ントスピーカーから分け 
て再生する場合。 


( JDAV アンプ^ l — JAV ァンフ]- 



励励因 

「ぶぶ 1 ]r CD ) 「 TUNER) 

网剛剧 



-^ 

旧因师沉 ir 切頒 EBaairsi 

の AV アンフ) ド V 操作 1 




1 MIDNIGHT II DIGITAL NR | 




1 TONE II LOUDNESS 1 




|| - H OPTION H + |r 


-3-4 


团 CH level ] 甘 


-2 



1 

1—]AV アンプ） 

リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 


リモコン画面を切り換える。 



( OPTION 1 ボタンのある画面を表示させます。 

3 

[ OPTION 1 

デュアルモノの設定にする。 



ディスプレイに 「 DUAL : CH 」 び表示されるま 



で （ OPTION 1 ボタンを押してください。 


4 デュアルモノの設定を変更する。 

ボタンを押すたび、 ■ i ソ下のよラに切り換わり 
ます。 

作 

-> DUAL:CH1 «-» DUAL:CH2 «-1 

-» DUAL:CH1/CH2 «- 

^ メモ 

• 工場出荷時の設定は DUAL : CH ] に設定されています。 


デュアルモノ信号を検出すると因と回び数秒点滅します。その後 
CH ] 選択時は因、 CH 2 選択時は回、 CH ]/ CH 2 選択時は囚回び 
点灯します。 
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基本操作 


リアルフアントム機能 


センタースピーカーを 接続していなくてち、あたかち左ちのフ □ントスピーカーの 中央に センタースピーカーび 
あるかのように聞こえる効果を加える機能です。 

この機能はセンタースピーカーを接続しているとき（スピーカーシステムの設定で、センタースピーカーを有り 
に設定したとさ）は使用でさません。 




3-4 


2 


〇 〇""〇 〇时 1〇-台町"货〇 0-0 0 


0 0 0 0 0 0 


曰 


3 


1. 


1 [脚 M / ァ、づ リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 ^ リモコン画面を切り換える。 

Loption ) ボタンのある画面を表示させます。 

3 [ OPTION I リアルファントム機能の設定にする。 

ディスプレイに 「 R . PHANTOM 」 び表示され 
るまで I OPTION I ボタンを押してください。 

リアルファントム機能を調整する。 

ボタンを押すたび、 IJ アルファントム機能がんソ 
下のように切り換わります。 

-» OFF «-» Mid «- 

- * Max «- 

「 Mid 」 ：センタースピーカーから 少し音び出 
ているよつなンカ果 

「 Max 」 ：センタースピーカーから 音び出て い 
るよつな効果 


• の場合は U アルフアントム機能は使用でさません。この場合 

I OPTION I ボタンを押してをディスプレイに 「 R . PHANT 日 M 」 は表 
示されません。 

-センタースピーカーを有りに設定しているとき 
-スト U —ムダイレクトモードを日 N にしているとさ 
- U スニングモードび STERE 日のとさ 


4回曰 


^ メモ 


ぺツドホンを使ラ 


〇 

p_ 

〇 〇 〇 〇阿〇-〇1〇 〇 〇 0-0 〇 

#60000 •曰 ® ®) 

〇 

■ 

广 

- J 


へッドホン端子 



1 へッドホンのプラグをへッドホン端子に差し込む。 


^ メモ 

. へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 

. ショートピン（■►回国）び抜けているときはヘッドホンからも 
音び出ません。 

• へッドホンで聴いているときは、 Surround Setup (音場補正） 
の各設定は反映されません。 
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応用操作 


USB オーデイオ再生（パソコンと組み合わせて巧う) 


本機の USB AUDI 日端テとパソコンを接続することで、パソコンで再生巧能な音楽データを本機を通して再生するこ 
とびでさます。 

US 目接続できるパソコンの 0 S は 「 Windows® XP 」、「 Windows® 2000 」、 「 Windows® Millennium Ed け ion 」、 
[Windows® 98 Second EditionJ のいずれかです。これ从外の日 S での動作は保証しません。 

再生可能な最大チャンネル数は Windows® XP 使用時は 7. 1 ch 、 それ外の OS 使用時は己. 1 ch です。 

US 目オーディオを再生するにはまず、「ドライバーのインス!-ール」を行います。 

ドライバーのインス!-ールび完了したことを確認したあと、 「 US 目オーディオを再生する」をご覽ください。 


^ メモ 

• 本機の US 目インターフェースは US 巨規格 Ver .1.1 互 
換です。 

• 上記の日 S びインス!-ールされていても、お使いのパ 
ソコン環境によっては正常に動作でさない場合びあ 
ります。 


Microsoft Windows ® XP 、 Windows ® 2 日日日、 
Windows ® Millennium Edition および、 
Windows ® 98 Second Edition は米国 Microsoft 
corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 


ドライパーのインストール 


本機の USB AUDI 日端テを使ってパソコンの音楽を再生するためには、ドライバーをインス I -ールする必要びありま 
す。ドライバーは日 S に標準添付されているものを使い、インス!ルの手順まパソコンの指示に従って行います。一 
度ドライバーをインス!-ールすれば次回からインス!-ールする必要はありません。 0 S によっては日 S の CD - R 日 M び必 
要になる場合びありますので、お手元にご用意ください。 


I 岡 I I 岡 

A S400 A (Al 

が萨 


本機の rUSB AUDIO 」 端子とパソコン USB 端子を接 



み 1® 

(WT ) 風 

參 "S 

続する。 

詳しくは「パソコンの接続 （ USB 接続)」(- ► EJU ) をご覽く 

寒)®?參 II 


ださい。 

參參 S だ 

參 II 



2 本機の電源を入れる。 

3 パソコンの電源を入れる。 

パソコンの日 S び起動した後、本機の USB ポートを自動検出 
します。 


操 

作 


^ メモ 

• US 目八ブおよび USB 延長ケーブル経由で 
接続したとさは正しく動作しない場合び 
あります。 

• USB ドライバーのインス!-ールをしてい 
るとさは、 USB ケーブルを抜かないでく 
ださい。 


4 0 S の指示に従ってドライバーをインス I -ールしていき 
ます。 

例えば、 [ Windows ® XPJ をお使いの場合は、特に指示はな 
くすベて自動でインス I -ールび行われますび、その他の 0 S を 
お使いの場合は、インス I -ールの途中でダイア□グボックスび 
表示されますので、その指示に従って操作していさます。ドラ 
イバーのインス I -ールには数分かかります。 

お使いの 0 S によっては、日 S の CD - R 日 M び必要な場合びあり 
ます。その場合は指示に従って CD - ROM を入れてください。 
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応用操作 


ドライバーのインストールの確認 


ドライバーのインス I -ールび完了した後、ドライバーび認識されているかどラかを確認します。 


4-6 


画面は Windows XP のものです。 



1 「スタート」メニューか！5「設定」一 r コント□—ル 
パネル」を選びクリックする。 

コント□ールパネルの画面び表示されます。 

2 「システム」のアイコンをダブルクリックする。 

3 「デバイスマネージャ」のタブをクリックする。 

「種類別に表示」び選択されていることを確認します。 

4 「サウンド、ビデオ、およびゲームのコント □— 
ラ」の項目の中に rusB 才ーデイオデバイス」び認 
識されていることを確認します。 


5 「USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ」の 
項目の中に ru S B 複合デバイス」び認識されてい 
ることを確認します。 

^ メモ 

• 上記のデバイスび認識されていない場合は、 US 巨ケーブル 
を抜さ差しして再度、デバイスドライバーびインス I -ール 
されるか試してみてください。それでも認識されない場合 
は、パソコンを再起動してみてください。 

• 日 S によって名称び異なる場合びあります。 
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されます。 

• 映像も同時に切り換えたいとさは「ビデオ入力の設定 J 
(-►固 m ) をご覧ください。 

5 I —3 AV ァンプ 1 リモコンを AV アンプ画面にする。 

6 [ SIGNAL I 入カチャンネル数を設定する。（一區励） 

USB インターフエースでは、音声チャンネル数の情報 
び伝送されません。ここで入カチャンネル数を設定す 
ることにより、 DSP 処理などび最適な状態で行われる 
よラになります。 

































































応用操作 


7 USB オーディオ再生するスピーカーを設定する。 


1 ) パソコンのスピーカー出力を設定する。 

■Windows XP 

①『スタート』メニューから『設定』一『コント□ールパネル』を選び、ク U ックする。 

③『サウンド、音声、およびオーディオデバイス』のアイコンをク U ックする。 

③ 『スピーカーの設定を変更する』をク U ックする。 

④ 『才ーディオ』のタブを選んで、音の再生の『規定のデバイス』び 『 PI 日 NEER AV Reciever/AmplifierJ 
であることを確認します。 

⑥音の再生の『詳細設定』をク U ックして、『スピーカー』タブの『スピーカーの種類』を実際のセッティ 
ングに合わせます。 

■ Windows 98(98 SE ) 

① 『コント□ールパネル』一『マルチメディア』を選び、ク U ックする。 

② 『オーディオ』のタブを選んで、音の再生の『優先するデバイス』び 『 US 巨オーディオデバイス』である 
ことを確認します。 

③ 再生の『詳細プ□パティ』をク U ックして、『スピーカー』タブの『スピーカーの種類』を実際のセッ 
ティングに合わせます。 

■ WindowsMe 、 Windows 2 日日日 

①『コント□ールパネル』一『ヴウンドとマルチメディア』を選び、ク U ックする。 

③『オーディオ』のタブを選んで、再生の『優先するデバイス』び 『 US 目オーディオデバイス』であること 
を確認します。 

③再生の『詳細設定』をク U ックして、『スピーカー』タブの『スピーカーの種類』を実際のセッティング 
に合わせます。 

2) ご使用の再生ソフトのオーディオのスピーカー設定を行います。 

設定ち法は再生ソフトのマニュアルをご覧ください。 

8 パソコン側で再生操作する。 

本機に接続しているスピーカーからパソコンで再生している音楽の音び出ます。 

操 

9 本機で音量を調節する。 

パソコンでの音量調節ち巧能です。 

^ メモ 

• パソコンから本機をコント□ールしたり、本機からパソコンをコント□ールすることはできません。 

• US 目オーディオ再生中は次の操作をしないでください。 

• 本機の電源を切らないでください。 

パソコンの誤動作の原因になることびあります。 

• US 巨ケーブルを抜かないでください。 

US 目ケーブルを抜くとさはパソコンで再生中のソフトを閉じてから抜いてください。 

• 他のソフトを使用しないでください。 

ノイズび入ることびあります。 

• パソコンのヴウンド設定音は本機のスピーカーからを出力されます。パソコンのヴウンド設定音を出したくないと 
さはパソコン側で設定を行ってください。 

• パソコンの使用環境によっては、音び途切れたり、ノイズび発生することびあります。 

. 本機 U アパネルの USB AUDIO 端テに入力された音声信号は D に tAL 0 UT 1、 2からは出力されません。 

• 本機から US 目経由でパソコンへ音を転送することはできません。 
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応用操作 


インプツトアツテネーターを ffi う 


インプットアッテネーターは、アナ□グの過大信号入力により音声び歪んだとさ（日 VER インジケーターび頻繁 
に点灯するとさ）に日 N にします。日 N にすることで入力信号のレベルび下がり、歪みを低減させることびでさ 
ます。 

1 [ pOAV アンプ1リモコンを AV アンプ画面にする。 


2 吟 リモコン画面を切り換える。 

IT / J ボタンのある画面を表示させます。 


3 [ INPUT I インプットアッテネーターを ON にする。 

- * ボタンを押すたび、インプットアッテネー 

ターび日 N または OFF に切り換わります。 


^ メモ 

. A / D コンバーターへの過入力を防止する機能ですので、デジタ 
ル入力信号や、すべてアナ□グで処理を行5モードを選択して 
いるときにはこの機能の日 N / 日 FF は関係ありません。 
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( の AV アンプ） |aBAV7>7]—— 


I スナ I 枕巧 1 r P r 


15911 ^ 

— 图 1 

(0 AV アンプ） ITV 操作 ] 


[INPUT 11 

SBCH 1 

MODE 1 

f SPEAKER If 

i a/b 11 

INPUT 1 

ATT 1 

1 sV 式岩に 

DISPLAY I 
DIMMER 1 

( TAPE2 If 

[MONITOR 1 [ 

STATUS 1 
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SACD GAIN 機能 


工場出荷時（「日服」）は、高レベルで記録されている SACD ディスクを再生しても音び歪まない設定になって 
います。「+目服」に切り換えてデジタル処理に+目服のゲインを持たせることにより、 SACD ディスクの情報 
をより忠実に引さ出すことびでさるよラになり、高音質再生び可能になります。 


((!) AV アンプ) |^ AV 7>7|- 
. r スナ I 枕抱 11 P [ I 


3-4 


2 



3 



度— fi 化 

C(!) AV アンプ) ド V 操作 1 



1 MIDNIGHT II DIGITAL NR 1 



(TONE II LOUDNESS 1 



;「- W OPTION K+ 1；- 



eh 〔H LEVEL IE ] 

羊 

Cl 


1 【 MAV ァンプ 1 

リモコンを AV アンプ画面にする。 

2 -► 

リモコン画面を切り換える。 


1 OPTION 1ボタンのある画面を表示させます。 

3 ( OPTION 1 

SACD GAIN 機能の設定にする。 

1 J 

ディスプレイに 「SACD GAIN 」 び表示される 


まで1 OPTION 1ボタンを巧してください。 


4囚曰 SACD GAIN 機能を調整する。 

ボタンを押すたび、日 d 目と +6 cl 日び切り換わ 
ります。 


^ メモ 

• ほとんどの SACD ディスクは「+6犯」の設定で問題ありません 
び、再生音声び歪むようなときは設定を「0服」にしてくださし、 


98 






















































































































応用操作 


録音モニター （TAPE 2 MONITOR ) の再生 


録音モニター付さのカセットデッキを TAPE 2 MONIT 日 R 端テに接続すると、録音しなびら録音されている音 
声を聴くことびでをます。 TAPE 2 MONIT 日 R の再生モードにすると、ソース機器の再生音から録音されてい 
る音声に切り換わります。このときディスプレイの 「 TAPE 2」 インジケーターび点灯します。 

1 lacAv ァンプ J リモコンを AV アンプ画面にする。 


2 ^ リモコン画面を切り換える。 

LmSr I ボタンのある画面を表示させます。 


3 I TAP 口 I TAPE 2 MONITOR の再生モードにする。 

ボタンを押すたび、 TAPE 2 MONIT 日 R の再 
生モードび日 N または日 FF に切り換わります。 


^ メモ 

• TAPE 2 MONIT 日 R び日 N のとき、入力信号は自動的に 
ANALOG び選択されます。 

. TAPE 2 とともに TAPE ] や VCR にも同時録音する場合、 
TAPE 2 MONIT 日 R ボタンを押してしまうと、 TAPE 2 
MCDMT 日 R 端テに接続された機器の出力び TAPE 1や VCR に録 
音されるので音び劣化する可能性びあります。 


アンプ ) laOAV アンプ ■!- 

r スナ It 加担 1 f 9 广 3 I 



3 


サウンドデイレイの設定 


DVD ソフトなど、本機を通して映像と音声を楽しんでいるとさ、映像の動さとセ IJ フなどの音声とび合ってい 
ない場合は、音声を遅らせることで、映像の動さと音声とを合わせることびでさます。 


felMM 圆 I 

(pAV アンフ i (^ みソァンフ |— 


1 知 AV ァンプ 1リモコンを AV アンプ画面にする。 


操 

作 


〔入力切換1 2^3] 


田 di 化 

(0 AV アンプ） を/操イ弓 


midnight] I DIGITAL Nr] 


TONE II LOUDNESS I 


0 £option __| 巧 

r>fcH LEVEL l-fTI 
@ @ 


3-4 

2 


C 

1 

3 5 "〇 ^ 〇 ^ 

州 0-6 も 

〇 〇 〇 0-6 〇 

1 # 5 i i 1 

^ = 香 

曰 © # # #) 




* 

{之 



2 ^ リモコン画面を切り換える。 

I OPTION I ボタンのある画面を表示させます。 

3 ヴ^7ン[^ディレ^©-設定にする。 

ディスプレイに 「 DELAY 」 び表示されるま 
で I OPTION I ボタンを押してください。 

4 nnrri 音芦のディレイ時間を調整する。 

~ ~ 音声のディレイ時間は、日.〇〜目. Oframe の範 
囲で、0.1 frame のステップで調整することび 
でをます。 

^ メモ 

• 調整範囲の目安は、 NTSC 方式の場合]秒=3日 frame で PAL 
方式の場合]秒= 2已 frame です。 

. スト IJ ームダイレクトモードび選択されている入カフアンク 
シヨンでは、アナ□グ信号入力時にヴウンドデイレイの設定び 


無効になることびあります（一區固）。 
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応用操作 


スピーカーシステム A / B の切り換え 


スピーカーシステム A / 目を切り換えると、再生されるスピーカーび変わります。必要に応じて使用するスピーカー 
システムを選択してください。ただし、「スピーカーシステムの設定」一区匹 J ) によってはスピーカーシステム A / 
巨の切り換えに制限びかかることびあります。例えば 、 [Front Bi - AmpJ または 「 Bi - Surraund 」 を選択したとき 
は A と日 FF のみの切り換えとなり、 SP - 巨に riTU - RJ を選択したときは A 、 巨、日 FF のみの切り換えとなります。 

1 白 DAV ァンプ J リモコンを AV アンプ画面にする。 


2 ^ リモコン画面を切り換える。 

I SPEa う fR J ボタンのある画面を表示させます。 


3 [ SPEAKER I スピーカーシステムを切り換える。 

ボタンを押すたびに、 • lU 下のように切り換わ 
ります。 

I- ► A — ► B — ► A + B — ► OFF —I 

スピーカーシステムの設定によって選択でさ 
るモードび換わります。 

^ メモ 

. へッドホンをへッドホンジャックに差し込んでいる間は自動的 
に日 FF に切り換わります。 

3 
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((DAV アンプ ) |e 

— AV アンプ！ 

f 入ナ | 枕抱 1 If 

P i r?1 


(の AV アンプ） 

tv 操作 ) 

1 INPUT 11 

SBCH ] 

MODE J 

f SPEAKER ] 1 

INPUT ] 

ATT 1 

1 A/B 11 

(VIDEO If 

1 SELECT 1 1 

DISPLAY ) 

DIMMER J 

f TAPE2 ] f 

1 monitor 11 

STATUS 1 
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スピーカーシステム A 、 B 、 A+B について 

「スピーカーシステムの設定」（■►固聖 1) で Speaker System Select を 「 N 日 rmal Surround 」 に、 SP - B を 
に econd Zone 」 に設定している場合、スピーカー端テやプ U アウト端テからの出力音声はスピーカーシステ 
ムの切り換えに応じて次のよラに変わります。 

A ( SP ^ A ) :スピーカー端テ因のスピーカー（とサブウーファー）から音び出ます。プ IJ アウト端テから 
も基本的に同じ音び出力されます。 

B ( SP ^ B ) :スピーカー端テ回のスピーカーからのみ音び出ます。 LFE 成分_1^(外の全ての音声成分は 
2 ch にダウンミックスされます。プ IJ アウト端テについ口ま、サラウンドバックかからの 
み、スピーカー端テ回と同じ音び出力されます。 

A+B ( SP ^ A 巨）：スピーカー端テ囚のフ□ント、センター、サラウンドスピーカー（とサブウーファー）、ス 
ピーカー端テ回のスピーカーから音び出ます。スピーカー端テ回は1_ド日成分_1^(外の全ての 
音声成分を 2 ch へダウンミックスした再生です。 

. サラウンドバックス ピーカーからは 音は出ません。 

. サブウーファーを有り ( YES / PLUS ) に設定しているとき、 LFE 成分はサブウーファー 
からのみ再生されます。 

• プ IJ アウト端テについては、フ□ント、センター、サラウンド ch はスピーカー端テ回と、 
サラウンドバック ch はスピーカー端テ回と同じ音び出力されます。 

OFF ( SP ^ ) :スピーカーからは音び出ません。ただし、入力信号の種類やスピーカーシステムの設定に 
よってはサブウーファーからのみ音び出ます。プ IJ アウト端テからは A を選んだとさと同 
じ音び出力されます。 


100 

























































本機を巧った録音/録画 


応用操作 


オーディオ機器からの音声やビデオ機器からの映像、音声を本機を使って録音/録画する方法について説明しま 
す。ソース機器と録音•録画機器の接続は「接続」(- ►EUa EH) をご覧ください。 



(の AV アンプ）自 BAV アンプ; ■ 


入力切換 1 ] 2 ] 3 

剧の I SAfl 


[/votJ 山 」 [lUNERj 

网剛剧 



2 



3 


^ メモ 


入力切換1 I 2 ] 3 


防 I 臣心 I I SAT j 



1了入力切換2 [ 3 



[VIDE ^ 邮过 



1 I 2 入力切換3 



録音/録画するソースを選ぶ。 

和ーボタンで画面を切り換えて 
選択します。 

本体の場合は 、 INPUT SELECTOR 
をちに回すと入力び順に切り換わ 
ります。 


2 

| Bh 3 AV アンプ 1 

リモコンを AV アンプ画面にする。 

3 


入力信号を選択する。 

f SIGNAL ] 

1 SELECT J 



デジタル録音するとさは、 D に ITAL を選択しま 
す。詳しくは n.LINK/ANALOG/DIGITAL 信 
号の切り換え」（-►區固）をご覧ください。 

4 

録音機器の録音またはビデオデッキ （ DVD レコーダー） 
の録画を開始する。 

5 

録音または録画するソースを再生する。 


• 音声はアナ□グーデジタル変換していませんので、接続する信号の種類を合わせてください。 

• 映像はビデオコンバーター（■►直固）を搭載していますので、コンポジットまたは S ビデオで接続してくだ 
さい。 

. 「オートサラウンドセットアップ（一固聖1)」、および「音場補正(一匹匹)）」を行っているとさは 録音-録画 
を行わないでください。 

•各録音信号に、本機の音量、チャンネルレベル、「便利な音声再生用機能」（一直匹!）、 IJ スニングモードの 
設定は、反映されません。 

. デジタル出力については、再生はできても信号の種類やコピーガード、録音機器の仕様などにより録音でをな 
いものびあります。この場合はアナ□グ接続で録音してください。 

• MULTI CH INPUT に入力された音声は、フ□ント ch のみ録音することび可能です。 

. DVD などのビデオソフトの中にはコピーガードび設定されていて録画でさないものびあります。 

. TAPE 2 の再生信号を CD - R / TAPE ] に接続した機器で録音 
する場合、① CD - R / TAPE ] 1^^(外の入カファンクションを選 
択し、② TAPE 2 MONITOR を日 N にしてください。 



































































































応用操作 


ンの映像を見る（ビデオ七レクト) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞をなびら別の機器の映像を同時に見ることびでさる機能で 
す。 


1 音楽 ソースを 再生する。 

(「基本再生」一因固） 

2 見たい映像のビデオ機器を再生する。 


づ lacAv アンプ I リモコンを AV アンプ画面にする。 


4 吟 リモコン画面を切り換える。 

ボタンのある画面を表示させます。 


5 [ VIDEO I 見たい映像を選択する。 

ボタンを押すたび、 • I ソ下のように切り換わり 
ます。 

P DVD/LD 一 TV/DVD 一 SAT 一 VIDEO — 
5 L OFF 户 VCR3 ^ VCR 2 ^ DVR/VCR 1 户 

^ メモ 

. ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンクションを切り換える（または他機器操作ボタン 
を押す）とキャンセルされます。 

. 日ドドでは、ビデオ回路の電源も日 FF になるため、画面には何も表示されません（セットアップ画面やステー 
タス画面は表示することびでさます）。 

. VCR 3 から OFF に切り換えるときや OFF から DVD/LD に切り換えるとき、または VIDEO 系と AUDI 日系 
の入カファンクション間を切り換えるときに、画面にノイズび出たり、スピーカーからノイズび出ることがあ 
りますび、これはビデオ回路の電源日 N / 日 FF も自動的に行っていることによるものです。 




た ) AV アンプ）自 
f 入力切換 1 


3 AV アンプ f 


3 


5 


06/07 am 10:35 GZZI r 

AV アンプ 3/3 Ij 


(の AV アンプ） ITV 操作 I 


〔 INPUT \ Q 


〕l T / 


r VIDEO 

r SELECT 


O ' ISPLAY I 
_IMMER J 

を R II STATUS I 


4 



ディスプレイの明るをを調整する（ディマー) 


IJ モコンの I 目端〕ボタンを使って、フ□ントパネルディスプレイの明るさを調整でさます。 


1 I^AV アンプ _J リモコンを AV アンプ画面にする。 


2 4^ リモコン画面を切り換える。 

I dimTr 」ボタンのある画面を表示させます。 


3 I DISPLAY I 好みの明るさ I し調整する。 

ボタンを押すたびにディスプレイの明るさを4 
3 段階に調整でさます。 

一巡すると、普通の明るさに戻ります。 

2 

^ メモ 


(の AV アンプ）南 AV アンプ]——: 




• 調整値に関わらず、操作時は一時的に明るく表示します。 









































































































応用操作 


スピー カー インピーダンスの切り換え 


スピーカーインピーダンスの設定は、 4 N 上 6 N 未満の設定と目 N 〜] 6 N の設定の2通りあります。 4 N 上 6 N 未満 
のスピーカーをご使用になるときは下の手順で設定を変更してください。工場出荷時は 6 N 〜]目 N の設定になってい 
ます。 



1本機をスタンバイ状態にする。 

スタンバイインジケーターび点灯します。 



OPTION ーボタンを巧しなび5 
STANDBY ボタンを巧す。 

スピーカーインピーダンスび変更さ 


の STANDBY/ON れ东す。 


2 


再度、設定を変更したぃとさは手順1 
からやり直して < ださい。 



スピーカーインピータンスび 4 NiU 上 6 N 未満の場合 


スピーカーインピーダンスび 6 N 〜1 6 N の場合 


^ メモ 

. スト IJ ームダイレクトモード」（■►固固）を2か3に設 
定しているとさ、41\1_1^(上目1\1未満の設定に切り換えると、 
スト IJ ームダイレクトモードは自動的に]に切り換わり 
ます。 







































































応用操作 


各種設定巧客の確認。テータス画面) 


IJ モコンの 「 STATUS 」 ボタンを押すことで、現在の各種設定内容を確認することびでさます。確認は日 SD 画 
面（テレビ画面）と本体のディスプレイの両方に表示されます。各種設定内容の確認は各入力ごとに確認するこ 
とびでさます。 


1 I^AV アンプ _J リモコンを AV アンプ画面にする。 


2 ^ リモコン画面を切り換える。 

し STATUS J ボタンのある画面を表示させます。 


3 設咖卽確認す3。 

-日 SD 画面とディスプレイに下の内容び表示さ 

れます。ディスプレイはじ(下のように2秒ごと 
に切り換わって表示します。 



f———" — 

(の AV アンプ J 【 3BAV アンプ j 


f 入力切換 112131 



3 



しの AV アンプ） ITV 操作) 


[INPUT 

I I SBCH ] 

II MODE 1 

f SPEAKER 

1 A/B 

][INPUT ) 

1 i ATT 1 


[VIDEO 

1 SELECT 

If DISPLAY 1 

1 [ DIMMER 1 

f TAP 口 

[MONITOR 

II STATUS j 



OSD の表示例 


1 SB CH MODE : 

OFF 

■ ACOUS. CAL EQI 

ALL ADJ 

1 DIGITAL NR : 

OFF 


ON 

LOUDNESS 

OFF 

TONE CONTROL 

OFF 

VIDEO SELECT 

DVD/LD 

DUAL MONO 

CH1 

SOUND DELAY 

O.Oframe 

HI-BIT 

OFF 

HI-SAMPLING 

OFF 

REAL PHANTOM 

OFF 


^ メモ 

• ステータス表示中に I STATUS I ボタン 
を押すと、通常表示に戻ります。 

. ス hU —ムダイレク h モードび日 N 
のとさに、設定び無効になっている 
機能は日 FF 表示されます。スト IJ - 
ムダイレクトモードを日 FF にする 
と日 N 表示に戻ります。 



• サラウンドバックチヤン 
ネルモ ー h 

• アコーステイツクキヤ IJ 
ブレー シヨン EQ 


.デジタルノイズ IJ ダク 
シヨン機能 

• ミッドナイト U スニング機能 
•ラウドネス機能 
. I -ーンコント□ール機能 


• ビデオセレクト 


• デュアルモノの設定 


. サウンドデイレイ 


. 八イビット機能 


. 八イヴンプリング機能 


• IJ アルフアントム 












































































































リモコンによる他機器の操作 


他機器を操作ずるための U モコン設定 


付属の IJ モコンを使って、本機!;のパイオニア製品 （ DVD プレーヤーなど）や他社の機器（ビデオデッキ、 
テレビなど）を操作することびでをます。お手持ちの機器のプ IJ セットコードび IJ モコンに登録されている場合 
は、該当するコードを呼び出して簡単に本機の IJ モコンで操作できるようになります（プ IJ セット呼び出し）。プ 
IJ セットコードび登録されていない場合、または本機の IJ モコンで操作でさる機能を追加したい場合は、その操 
作の IJ モコンコードを直接登録することびでさます（学習)。 

^ メモ 

• ケーブル TV チューナーとモニター TV などを登録したい場合はモニター TV を TV CONTROL ケーブル TV 
チューナー(ソース機器）を TV に登録すると便利です。 


プリセット（コード）呼び出し 


本機の IJ モコンの他機器操作ボタンに、操作したい他機器のプ IJ セツトコードを呼び出して割り付けることびで 
きます。ここでは、 DVD / LD ボタンにパイオニア製 DVD プレーヤーのプ IJ セツトコードを割り付ける手順を例 
にあげて説明します。 

^ メモ 

• ©ボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることびでさます。 



Oi)Av アンプ) lacAv アンフ 1 



入力切換 1—2^3: 

励励回 



[ぶぶ ij L CdJ [JUNE 过 



神 SP 1 F 1 



寺 \ ^輸說 レー: 
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1 



3 



4 


1 

リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表示されます。 

■ (隊設定） 

と I プリセット呼び出し I 

プリセツトコード呼び出しモードに 
する。 

「Select Function 」 と表示され、入力 
ファンクシヨンボタンび表示されます。 


プリセツトコードを割り付けたい入 
カファンクシヨンボタンを選択する。,| 

操作したい機器を接続した入カファン モ 
クシヨンに対応するボタンを選択して 
ください。 

入カファンクシヨンボタンは t * ボタ 
ンで画面を切り換えて選択します。 

呼び出す機器の種類を選択する。 

DVD / LD ボ、タンには DVD 、 CDTft ' タン 
には CD のように操作する機器とボタ 
ンを一致させることをおすすめします。 


3 


DVD/LD 


TV/DVD 


SAT 


4 


DVD 


TV(+BS) 


TV 
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リモコンによる他機器の操作 




8 


Pioneer 


DEMON 



Pioneer-1 


Pioneer-^ 



ド Ml 励踊肺 

device: DVD 

maker: 
Pioneer 

Pi 艦い 


ミ夫定 II テスト 

戻る II 村ンセル 

、@感 


5 




6 


^ メモ 

• パイオニアの八ードディスク付さ 
DVD レコーダーを 2台_1^(上お持ち 
の場合、それぞれに違5番号を割り 
付けると]台ずつ独立して操作す 
ることびでさます。対応機器とプ IJ 
セツトコードのタィプは1^^(下の通り 
です。 


〔 Pioneer -1 ] : D V R - ] 0 0 0、 
DVR - 2000、 DVR - 3000、 DVR - 
7000 

〔 Pionee 卜2 | 〜〔 Pionee 卜4 i : 

DVR - 已已、 DVR -77 H 、 DVR - 
99 H 、 DVR - 己] 0 H 、 DVR - 己]已 H 、 
DVR -610 H . DVR -710 H 




(呼び出す)機器のメーカーを選択する。 

メーカー名び3つまで表示されます。4つ 
上のメーカーび登録されている場合は、 
IJ ストの下の！^ボタンを押すと IJ ストの 
続さを表示します （ t ボタンを押すと戻り 
ます）。 


6 I Pioneer - 厂つプリセットコードのタイプを選択する。 

同ーメーカーに複数のコードび登録されて 
いる場合、番号順に表示されます。まずは 
「-1」と番号びふられているボタンを選択 
してください。選択すると確認画面び表示 
されます。 

7 I テスト I 選択した機器にリモコンを向けて 

I テスト I ボタンを巧す。 

IJ モコンから選択したコードの電源日 N / 
日 FF 信号び送信されます。 

機器の電源び日 N または OFF したときは 
手順8へお進みください。 

機器の電源び日 N /0 FF しない場合で手順 
目に-2、 -3 と複数のボタンび表示されて 
し V ■こときは、ボタンを押して手順目 
へ戻り他のボタンでお試しください。 

^ メモ 

• I テスト I ボタンを押すとさに、 IJ モコンを操作したい機器のちに 
向けていないと機器の電源は日 N / OFF しません。 

• 選択した機器に STANDBY / 日 N モードがない場合は、正しく設 
定でさていてち日 N / OFF はしません。この場合はそのまま手順 
8へ進み、その後に実際に操作でさるかどうかお試しください。 
• 表示されている全ての番号を押しても電源び日 N / 日 FF しないま 
たは操作でさない場合は必要な操作を「学習（他機器の IJ モコン 
操作を本機の IJ モコンに登録する）」（-►回四 ） で登録してくだ 
さぃ。 

呼び出すコードを確定する 

8 「ホ定 ] プ IJ セットコードび呼び出され、「お待ちくださ 
しり表示の後、手順3の表示画面に戻ります。 
手順3〜8を繰り返し、その他の機器ち設定し 
てください。 

リモコン設定を終了するには 

@ボタンを押します。 
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リモコンによる他機器の操作 


学習（他機器のリモコン操作を本機のリモコンに營録する) 


本機の IJ モコンで操作したい他機器のプ IJ セットコードび呼び出せない場合は、 • lu 下の手順で他機器の IJ モコン 
操作を本機の IJ モコンに登録皆習）することびできます。プ IJ セットコードを呼び出しただけでは使用できな 
い操作についてち、■1^(下の手順で本機の1|モコンに追加登録（学習）することびでをます。 

^一 . ©ボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることびでさます。 

. 画面によっては、あらかじめ学習用の空きボタンび用意されており、それらは学習モードにしたとき 
のみ 「 Learn *」 または「!_*」というボタンになって表示されます。学習させた後、ボタンラベル 
機能（-►區匹！）で好さな名前に変えてお使いください（学習させたボタンはその後も常に表示され 
るようになります）。 



し C!)AV アンプ i (^aCAV アンプ ] 


入力切換 1 2 3 

励励回 

阳 1」 〔CD J I TUNER] 


Ev 操作临 SnI 巧 rj 




2 



3 



〔じ ) TV J 面ヴイズ j 

のの©園 
ののの回 
ののの回 


4 


:風の似回； 


1 

(輸説） 

リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表 TJX されます。 


ム r 

学習 

1 ぞ昔 t — N し g な 0 

「Select Function 」 と表示され、入力 
ファンクシヨンボタンび表示されます。 

3 


リモコン操作を登録したい入カファ 
ンクシヨンボタンを選択する。 

DVD/LD 


TV/DVD 

入カフアンクシヨンボタンはボタ 


SAT 

ンで画面を切り換えて選択します。 



ここでは TV / DVD ボタンを押します。 
-番上の行に （(◄ LEARNH ) と表示さ 
れ、学習画面になります。 

ホーム画面や AV アンプ画面には学習 
でさません。 


4 〔 0 TV) 恼面サイズ ] 

の@の園 
の回の回 
のの四回 
風四四圆 


登録したいボタンを選択する。 

ち上に8マークび表示され、他機器の 

IJ モコンからの操作信号受信待ち状態 
となります。 若 

• IJ モコンの全ての八ードキーにち登つ 
録できます（音量 +/-/ ミュートン 
八ードキーは 「 TV 操作」を選んだ場 
合のみ登録可能です)。ただし各ペー 
ジに異なる操作を登録することはで 
をません。 

• 画国ボタンを押すとキャンセルさ 
れます。 

. 登録したいボタンび違うページにあ 
るとさは◄■ー ボタンで画面を切り換 
えて選択します。 

.登録するボタンを変更するには、選 
択したボタンをちう一度押してくだ 


さい。 
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リモコンによる他機器の操作 




( OTV ) [^1 面ヴィズ ) 


ののの園 
のの©回 
のの四回 
風風@回 



5 里(マーク）び表示されている間に他機器のリモコンを左 
図のように本機のリモコンに向け、他機器のリモコンの 
登録したい操作ボタンを巧す。 

登録び完了すると、 IJ モコンの表示画面に「日に!」と表示さ 
れ、3秒後に手順4へ戻ります。 

手順4〜已を繰り返し、その他のボタンにち登録します。 


^ メモ 

他機器の IJ モコンのボタンを押しても「日 KU と表示されなかった 
り、 「 Failed 」 と表示されたり、登録後に実際に操作できない場合 
は IJ モコンどうしの距離を変えて試してみてください（プ□ジェク 
ター用の IJ モコンなどの中には赤外線出力び強力なちのちありま 
す。その場合は少し距離を離して学習させてください。また、 IJ モ 
コンコードによっては正しく登録できないものもあります）。 

.「Memory Full 」 と表示された場合は不要なリモコンコードを登 
録（学習）してしまっている入カフアンクシヨンに巧し、プリ 
セット呼び出し（-►區匹！）を行ってください。 

IJ モコンのメモ IJ の空さ容量び増えます。ただし、この機器の操 
作画面に個別に登録偉習）していた IJ モコンコードはすべてク 
IJ アされます。 

6 画国選んだ機器の学習画面を終了する。 

手順3の表画面民ります。 

別の機器のボタンにち学習させる場合には手順3〜已 
を繰り返して登録します。 

リモコン設定を終了するには 

@ボタンを巧します。 


^ メモ 

. 画面を切り換える機能のみび割り付けられているボタン(例えば 
@や@や和/一）には学習させることびできません。それらのボ 
タンを押すと設定の途中でも画面び切り換わってしまいますので 
ごを意ください。 

• コード送信と画面切換の両方の機能び割り付けられているボタン 
に学習させると、そのボタンの画面切換機能は削除されます。 
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リモコンによる他機器の操作 


他機器のリモコン操作 


. IJ モコン操作を行ラには、あらかじめ操作したい機器のプ IJ セットコードを登録しておく必要びあります。 

詳しくは「他機器を操作するためのリモコン設定」 KESl ) をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、リモコンをその機器の操作モードに 
して < ださい。 

• 機種によっては操作できないボタンもあります。 

• 各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 


いくつ画面びあるかを表示します。 
TV 操作画面になります。 

各機器の取扱説明書をご覧ください。 


AV アンプ画面になります。 


複数の画面びあるときに 
画面を切り換えます。 


ホーム画面に戻ります。 


DVD/LD 



I 因因因因 

音声 ) [字幕 


I 画面表 ^!^ I をッフメニ： L-] 



TV 操作 


ド M 懼お MB も墨 HsIBI, 

COTV ) I 画面サイズ I 

の ( D の國 
ののの 
ののの 
風®四回 



前の画面に戻ります。 


基本的には DVD / LD と 
同じ動さをします。 


■J 

モ 

ン 
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リモコンの便利な機能 



マルチオペレーションとは、他機器操作ボタンを押して本機の入カファンクションを切り換えるかわりに、2つ 
のボタン (MULTI 日 PERATI 日 N と他機器操作ボタン）を押すだけで、あらかじめ決められている（プ U セツ 
卜）動作と、複数の操作（コマンド）を一度に実行する便利な機能です。ある機器の音を聴くとさに、その機器 
の電源日 N や本機の入カファンクションの切換操作などに加え、本機の再生などびプ□グラム通りに行われます。 
各入カフアンクシヨンと TV 操作ボタンに登録することびできます。 IJ モコンからは次のようにコマンドび送信 


されます。 


巧まっている(プリセット)動作 



-登録する他機器操作ボタンで TV 操作を選んだときの「ミ夫まっている（プリセット）動作」は 
「テレビの電源を ON にする」のみとなります。 


-「巧まっている（プリセット）動作」ではパイオニア1；!外の機器の電源は ON しません。 

- CD などの才ーディオ機器でも B 巧像入力端子を持ってし)る入カフアンクシヨンの場合はテレビの電源び ON されまず。 
テレビの電源を ON にしない場合は、テレビの電源を OFF にする操作のプ□グラムをしてください。 


マルチオペレーシヨンをプ□グラムずる 


マルチオペレーション機能で実行したい一連の操作をプ□グラムするち法について説明します。 


嫁^メモ • •1^(下の手順を始める前に、操作したい機器のプ IJ セツトコードまたは IJ モコン操作を本機の IJ モ 
]ンに登録しておく必要びあります儲しくは「他機器を操作するための IJ モコン設定」（■►固匹！） 
をご覧ください)。 

. ©ボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることびでさます。 
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(^AV アンフ） IJBAV アンプ I 
入力切換1112 一 3 

励圆占 

I ぶ冷 1 I I CD I I TUNER I 

厕 



〔 位置おわ甘 ] 


〔プリセット呼び出し ] 

[ Si I 

[ 7ルチオ V レ-シヨン ] -2 



3 


* ここでは、 DVD / LD ボタンに 「 DVD を再生する」という操作 
をプ□グラムする手順を例にとって説明します。 


1 

脉調） 

リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび表 

示されます。 

つ 


~ ^11 •ゴゾ、 ^ / —1 、 y エ ピ1■ホス 

2 ( 

7 ルチオ V レ-シヨン 

j X ルナオへレ ー ソヨノモ ー N しずな。 

に elect Function 」 と表术され、入力 
ファンクシヨンボタンび表示されます。 

3 


マルチオペレーションをプ□グラム 
したい入カフアンクションボタンを 
選択する。 

DVD/LD 


TV/DVD 


SAT 




























































































リモコンの便利な機能 


6 


r^DVDj (t^ 

因^因 
&1 IL ! □山的 

r 音声11字幕 I 


I 画面表の I をの。メこュ -I 


実行したいコマンドのボタン（こ 
こでは►再生ボタン）を選択する。 

画面には、コマンド]に選択した機器 
とコマンドび表示されます。 

• U モコンの八ードキーの t /*/ 和/ 
-►/^ i ボタンも登録できます。 

• 操作ボタンは和-►ボタンで画面を切 
り換えて選択します。 


登録したコマンドを変更するときは、変更 
したいコマンドのボタンを選んでか5障司 
ボタンを巧します。 

胃登録したコマンドを削除するときは、削除 
したいコマンドのボタンを選んでか 5(1 固 
ボタンを巧します。 


コマンドとコマンドの間で数秒間をあけた 
いとさは陶雨]ボタンを巧します。 

登録した砂数を変更するとさは、変更したい 
Delay コマンドのボタンを選んでから Set ボタン 
を押します。 


lDelav | 


し追加〕 


登録したコマンドの前にコマンドを追加登録 
したいときは、追加登録したいコマンドの前 
のコマンドボタンを巧してか！5匯画ボタンを IJ 
巧します。 モ 

， ン 

/ 手順4〜6を繰り返し、コマンドを登録する。 


8 


テスト 


登録したコマンドび正しく動作するか確認する。 

U モコンを機器に向けてボタンを押してください。 
決まっている動作の後に、プ□グラムしたコマンドび 
登録されます。 


麟メモ 

• 博司ボタンを押さずに角)ボタンや@ボタン 
または 巧^ ボ'タンを押して終了しても、 
それまでに登録したコマンドは有効となり 
ます。 


9商^ コマンドの登録を終了する。 

「お待ちください」と表示され、手順3の表示画面に戻 
ります。 

別の機器にも登録するときは、手順3〜9を繰り返し 
て < ださい。 

リモコン設定を終了するには 

@ボタンを押します。 
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4 


5 


操作したい機器（ここでは DVD / 
LD ボタン）を選択する。 

選択した機器の U モコン操作画面び表 
示されます。 


4 择加〕 厘雨!ボタンを巧す 


DVD/LD 


TV/DVD 


SAT 



DVD/LD 


TV/DVD 


SAT 




凹 ( jlJ 因因 


I 画面表示 I ッフソこュう 


DVD/LD 

於マルチオへ。レ-シヨン 
























































































リモコンの便利な機能 


7ルチオペレーシヨンを実行する 


簡単な操作で入カフアンクシヨンごとにあらかじめ決められた操作と自分で登録した一連の操作を実行するち 
法について説明します。決められた操作の内容ならびに一連の操作の登録方法については「マルチオペレーシヨ 
ンをプ□グラムする」（■►匹四!）をご覧ください。 


( J ) AV アンプ) (^ AV アンプ I 

入力切換 1 2 3 


励励山 

te I 厂の 1 1 tuner ] 

网 ya ド溫1 




入カフアンクシヨンを選択 


脚损 ） 〇 ) 


te I r〔D 11 顆刮 
rV 〔 R 2 I I I 細 

画飄画 



「 MULTI ) 

(operation) 


マルチオペレーシヨン実行モードに 
する。 


[Select Function 」 と表示され、入力 
フアンクシヨンボタンび表示されます。 


2 励励回 

I /gcRi I 1 CD 1 [tuner] 

I VCR2 I I VCR3] I /gpti] 


操作したい機器（例えば DVD / LD ) 
を選択する。 

プ IJ セツト動作と、このボタンに登録 
されているコマンドび実行されます。 
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システムオフ 


リモコンの便利な機能 


システムオフとは、自由に登録できる操作（コマンド）と、本機を含めたすべてのパイオニアの機器の電源日 FF 
を、ワンタッチで実行する便利な機能です。例えば本機の使用を終了するとさに、 DVD 再生を停止したり各機 
器の電源日 FF などの一連の操作をワンタッチで実行でさます。 IJ モコンからは次のようなコマンドび送信され 
ます。 

( -自由に登録できるコマンド-^ 決まつている（プリセット)動作 

► 5 ■ ■ ■ ■ 


コマンドの登録 


コマンド1圓 ► 2圓 ► 3 4 


すべてのパイオニア機器 
_の電源を OFF にする_ 

《一部対応されない 
機器もあります。 


システムオフをプログラムずる 


システムオフ機能で実行したい一連の操作をプ□グラムするち法について説明します。 

^モ • 1^^(下の手順を始める前に、操作したい機器のプ IJ セツトコードまたは IJ モコン操作を本機の IJ モコ 
ンに登録しておく必要びあります（詳しくは「他機器を操作するための IJ モコン設定」 (-► EE 1) 
をご覧ください）。 

. @ボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることびでさます。 


(( DAV アンプ） I ゴ DAV アンプ I 
入力切換 1 2 3 

励励因 

te I 「の 1 [tuner I 




5 -加〕 I 変更 II テスト] 


* ここでは 「 DVD の再生を停止 （■) する」という操作をプ□グ 
ラムする手順を例にとって説明します。 


1 

(輸設定） 

リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表 TJX されます。 

つ 


—7||‘ゴ+へ〇1 , ク1、/エ レ、1■ホス 

2 1 

7ルチオ V レ-シヨン 

j X ルチ了へレ ー シヨソモ ー ず々。 

[Select Function 」 と表 tjx され、入力 
ファンクシヨンボタンび表示されます。 

3 

\ 

リモコン画面を切り換える。 

「 AV アンプ」ボタンび表示されるまで* 
ボタンを押します。 

4 


AV アンプボタンを巧してシステム 
オフモードにする。 

AV アンプ 



5 

(追加] 

障丽1 ボタンを巧す。 
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リモコンの便利な機能 


[m] 登録したコマンドを削除するときは、削除 
したいコマンドのボタンを選んでか5階原! 
ボタンを巧します。 

を馬)コマンドとコマンドの間で数秒間をあけた 
いとさは阿动ボタンを巧します。 

登録した秒数を変更するとさは、変更したい 
Delay コマンドのボタンを選んでから Set ボタン 
を押します。 

雨) 登録したコマンドの前にコマンドを追加登録 
したいときは、追加登録したいコマンドの前 
のコマンドボタンを巧してか5障丽1ボタンを 
巧します。 

8手順日〜7を繰り返し、コマンドを登録する。 

9 朽の登録したコマンドび正しく動作するか確認する。 

U モコンを機器に向けてボタンを押してください。 
決まっている動作の後に、プ□グラムしたコマンドび 
登録されます。 


10 度を！コマンドの登録を終了する。 


^ メモ 

• 博司 ボタンを押さずに食)ボタンや@ボタン 
または I 朴ンセル I ボタンを巧して終了しても、 
それまでに登録したコマンドは有効となり 
まず。 


「お待ちください」と表示され、手順3の表示画面に戻 
ります。 

設定をもう一度やり直すとさは、手順3〜1日を繰り 
返してください。 

リモコン設定を終了するには 

@ボタンを押します。 
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6 


DVD/LD 


TV/DVD 


SAT 


( む DV 。 

因〔 


► 


IjV 觀自 

〕因 


因囚口因 


I 画面表示1ッ r メこュう 


操作したい機器（ここでは DVD / 
LD ) を選択する。 

選択した機器の IJ モコン操作画面び表 
示されます。 

他機器操作ボタンは t * ボタンで画面 
を切り換えて選択します。 

登録するコマンドのボタン（ここ 
では■停止ボタン）を選択する。 

画面には、コマンド]に選択した機 
器とコマンドび表示されます。 

操作ボタンは◄■ー ボタンで画面を 
切り換えて選択します。 


登録したコマンドを変更するときは、変更 
したいコマンドのボタンを選んでか5障司 
ボタンを巧します。 


—.rajgMS r 


AMP- POWEFLon 


DVD- POWER on 


AMP - fun し DVD 


追加 1 要 | i | テストト 


9 o 































































































システムオフを実行する 


リモコンの便利な機能 



し ( DAV アンプ） []«3 AV アンプ] 


入力切換 1 2 3 

圆励因 

te I 「〔D I 1 tuner I 

岡剛^1 



1 dD システムオフを実行する。 

EEH であらかじめプ□グラムされたコマンドび実 
行された後、各パイオニア製品の電源び日 FF になり 
ます。 



ダイレクトフアンクシヨンモードとは、他機器操作ボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを機器に 
合わせて切り換えるかどうかを設定する機能です。日 FF にすると本体の入カフアンクシヨンは切り換わらず、 
IJ モコン画面の表示だけび切り換わります。 

^ メモ 

. ©ボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることびでさます。 


3 



2 


4 


歷 W 定ノ 


リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表 TJX されます。 


2 i 夕猶納ン J 設^クトファンクショントドに 


ダイレクトフアンクシヨン画面び表示 
されます。 


3 


DVD / LD:ON 


TV / DVD : ON 


SAT : ON 


それぞれの入カフアンクシヨンボタ 
ンについて設定する。 

押すたびに日 N と日 FF び切り換わり若 
ます。 3 
t * ボタンで画面を切り換えて選択し ン 
ます。 


A ,_, ダイレクトフアンクシヨンモードを終 

4 屈 S 了する。 

IJ モコン設定画面に戻ります。 

リモコン設定を終了するには 

@ボタンを巧します。 

^ メモ 

• 工場出荷時はすべて日 N に設定されています。 
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リモコンの便利な機能 


ボタンラベルを変更する 


ボタンラベルとは IJ モコンの他機器操作画面で、各入力ごと、すべてのボタンにお好みの名前び付け換えられる 
機能です（ボタンによって付け換えられる文字数は異なります)。また、「►」などのマークに置さ換えることも 
でさます。例えば便利な使い方として、あるボタンに他機器の IJ モコン操作を学習させた場合（一區匹!）、その 
ボタンの名前を付け換えたり、絵やマークに変更することによって、その操作びどこのボタンに学習されたのか 
を簡単に確認することびでさます。 

^ メモ 

• 入力でさる文字はアルファベット（大、ル）とスペースのみで、漢字、ひらびな、カタカナは入力でさません。 
. @ボタンを押すと、いつでも前の画面または操作手順に戻ることびでさます。 


1 

Mala 

Oi)Av アンプ ) lacAv アンプ 1 

1 


■ 入力切換 1 " 2 ~ 3 

圆圆回 

广ぶぶ 1 1 「の 1 1 tuner], 



神 SP 1 P 1 



軟調レ/^ 




4 


DVD 


〔む DVD ) 



闷 广 ► n 问 



r 音声1 r 字幕1 
直 i 面表示11トッフ。メ ニ ュ-| 



5 


* ここでは 「 DVD 再生（►りボタンのラベルを変更する手順を例 
にとって説明します。 


(軟説） 


リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニュー 
び表示されます。 


2 ^ ーボタンを1回巧してリモコン画面 

を切り換える。 

I ボタンラベルつ のある画面を表示さ 
せます。 

3 I ボタンラベル I ボタンラベル入カトドにする D 

[Select Function 」 と表され、他機 
器操作ボタンび表示されます。 

" ボタンのラベルを付け換えたい入力 

フアンクシヨンボタンを選択する。 

ここでは例として DVD / LD を選択し 
ます。 

t * ボタンで画面を切り換えて選択し 
ます。 


DVD/LD 

TV/DVD 

SAT 


( ODVD J 

网 I ► 1 网 
凶山 leJ 凶 

[画面表示 1 1トツフ° メこュ 


ラベルを付け換えるボタン （ ここで 
は►ボタン）を選択する。 

• 操作ボタンは和ーボタンで画面を切 
り換えて選択します。 

. 画国ボタンを押すと手順4の画面に 
戻ります。 

• 選択したボタンび画面の一番上に表 
示されます。 
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リモコンの便利な機能 



6 


6 手順日で選択したボタンのラベルを変更する。 

ラベルの変更には文字（大/ル）または絵ラベルの3つの種 
類を選ぶことびでさます。 


r text ：LARGE ] TEXT ボタンを巧すと文字入力画面 

[TEXTiSMALL ) になります。 


TEXT ボタンを 選んだ場合 



0回回回固回回回 Q 
の因回圆因回因回因 
回因回因因因因因因 


[SPACE j I CLEAR | I OK _L 


6 



「TEXT : LARGE 」 は大きな文字 、 「TEXT : SMALL 」 は 
小さな文字で表示されます。 SMALL を選んだとさのみ改 
行マークび表示され、2行表示びでさます。 

SPACE :1度押すと]文字分のスペースび入力されます。 
CLEAR :入力した文字や数字をちから]つ消去します。 

令/今:数きや記号など、文きの種類を変えたいときは、このボ 
タンを押して選択します。 


GRAPH に )GRAPHIC ボタンを巧すと絵•マー 

ク入力画面になります。 



改行ボタン¬ 
を MALL \ 
\選択時のみノ 



GRAPH にボタンを 選んだ場合 


UVU/LU _ 

@をボタンラベル 


凶山 L ! LI 回 
回因因因 
回因画画 


6 


〔CLEAR け 。 K ^- / 



CLEAR :変更前のラベルに戻ります。 

伞/今 :ラベルの種類を変えたいとさはこのボタンを押し 

て入力したいラベルを選びます。 


7 じ。 手順目で入力したラベルを確定する。 

「お待ちください」と表示され、手順已の画面に 
戻ります。 IJ モコン設定を終了するには@ボタ 
、ンを押します。 


• 一度変更したラベルを元に戻すことはでさません。元に戻したい 
ときは IJ モコンのオール IJ セツト（一図 ) ですベての IJ モコ 
ン設定を工場出荷状態に戻してください。 

• 各機器の操作画面左上に表示される三三)ボタンの （!) マークは 
消すことはでさません。電源ボタンとしてお使いください。 


リモコンのボタン操作□ック 


IJ モコンのボタンと LCD 画面に表示されるボタン操作を禁止させることびでさます。 





◄-ボタンとーボタンを3秒間同時 
に巧し続ける。 

ボタン操作□ック画面に切り換わり、 
すべてのボタン操作び禁止されます。 


^ メモ 


ボタン操作□ックを解除するには、 
もう一度和ボタンとーボタンを3秒 
間同時に巧し続けます。 

ボタン操作□ックは解除されホーム画 
面に戻ります。 


• IJ モコン設定モード中はボタン操作□ックはでさません。@ボタ 


■J 

モ 

ン 


ンを押すなどして IJ モコン設定モードを終了してからボタン操作 
□ ックを行ってください。 
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リモコンの便利な機能 


5 rwn 液晶«ホ時間とライト表ホ日き間をミ夫 

定する。 

6 @ 設定を終了する。 

ホーム画面に戻ります。 


3 

2 


4 


回曰 


液晶表示時間とライト表示時間を設 
定する。 

• 2日〜] 2日秒の間で]秒ステップの 
設定びでさます。 

• ライト表示時間は液晶表示時間より 
長く設定することはできません。 


3 1液晶/ラィト表示時間1 液晶表示とライト表示時間の設定 
モードにする。 


2 


吟 


ーボタンを1回巧してリモコン画 
面を切り換える。 

I 液晶/ライト表示時間 I のある画面を表示させ 
ます。 


LCD 画面の表示やライトび消えるまでの時間を設定します(設定秒数の間に IJ モコンの操作びないと表示び消え 
ます）。 




(政誠） 


リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表 TJX されます。 


((!)AV アンフ J IJDAV アンプ I 


入力切換1 


脚励因 

防リ 〔CD J I TUNER I 


M & Sn ] 段 叫 


I 時刻表示：12時間 I 

I 時計あわせ I 
I ブザー: I 

I 液晶/ライト表示時間 f 


ボタンラベル 


液晶表示時間 

日 I 6□秒 ](+J 


ライト表示時間 

〇 I so 秒 1 {±) 


決定|| キャンセル 1 


ボタン確認音を変ちずる 


ボタンを押したとさ、または設定内容の送信を完了したとさに発信音び「ピッ」と鳴ります。ここでは、ボタン 
を押したとさの確認音を r 大」、「ル」または「日 FF 」 の中から変更することびでさます。 


4 


fmmmm 

((DAV アンプ J [^AV アンプ ) 


入力切換1 2 3 

週励回 

脚」 〔 CD 」 〔TUNER 

を操句 ya ] 巧 


時刻表お：12時間 


時計あわせ 


にブザー:#) 


夜晶/ライト表示時間 


ボタンラベル 


歎攻 


3 


2 


1 

(験誠） 

リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表されます。 

2 

吟 

ー ボタンを 1 回巧してリモコン画 
面を切り換える。 

1ブザ-: 味 1のある両面を表示ホせます。 

3 1 


ボ々、'を： t 旧1 •尸— > キの陌 i 巧ちを；堅巧 

ブザー: 呼） 

、ルゾノタ Tf 甲レ/しこで W リ任口む曰化麽す八 
J —1- つ 



する。 

1ーブザ-:*) 一 1を押すとイ ))( ガ —OFF 
一#)(ル）のように順次切り換わります。 


4 




設定を終了する。 

ホーム画面に戻ります。 


液晶表示とライト表示の時 H を設定する 


示時間 


5 6 









































































































リモコンの便利な機能 


リモコンのオールリセツ 


■1^(下の操作を行ぅと、 IJ モコンに設定されたすベてのメモ IJ 内容（時計を含む)び工場出荷時の設定に戻ります 
のでご注意ください。 


1 

mmmmM 

い}) W アンブ） Ijbav アンプ 1 

r 

' 入力切換 1 " 2 " 3 

团励因 

「ぶぶ 1 1 「CD 1 「TUNER 1 

画 Eig 國 

験誠 






2 



3 


4 


1 


リモコン設定モードにする。 

IJ モコンの LCD 画面に設定メニューび 
表されます。 

(軟説） 

2 


ーボタンを 2 回巧してリモコン設定 
オールリセット画面にする。 

「オール IJ セット」を表示させます。 

3 

オールリセット 1 

1 リモコン設定をオールリセットする。 

確認画面になります。 

4 1 



はい 1 

1 1 はい 1 ホタンを巧す。 



「いいえ」を選択したとさは手順3に戻 



ります。 


5 I - 反。 - 1 ちう一度 I はい I ボタンを巧ず。 

U モコンの設定びすべて消去され、ェ 
場出荷時の状態に戻ります。 


画面び己砂程消えた後に、「お待ちくださ 
い」と表示され、]分 ■ lu 内にホーム画面 
び表示されます。 



5 


^ メモ 

• IJ モコンの画面 IJ セツトについては（一図!！ ） をご覧ください。 


■J 

モ 

ン 
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映画フィルムでのドルビーデジタル 

しかし、 CD 等で用いられる U ニア PCM 音声ち式のマルチ 
チャンみレ化では記録信号のデータ量び膨大になってしまう 
ため、人間の聴覚特性に基づいたマスキング技術と適用型卜 
ランスフオームコーディングにより聴覚上の音質低下を招か 
ないドルビーデジタル技術び開発されました。 

ドルビーデジタルは DVD ビデオの標準音声ち式としてち採 
用され、米国では HDTV でを採用されるなど、デジタル時 
代の標準フオーマットとなっています。 

その他の特長としては!^ソ下のよラな機能びあり、ドルビーデ 
ジタルは柔軟性の高いコーディングシステムです。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および己 . Ich 
音声の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシ ヨン 機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音量レ 
ベルび異なるさまざまなソフトでを、一定の音量で再生 
されるように自動調整する機能です。 「 Dial . Norm 」 と 
表現されることをあります。 

ドルビーデジタルサラウンド EX 


のレピーデジタルは、のレピーのマ J レチチヤンネ J レ音声シス 
テムのデイスク U - 卜 • デジタ>1レヴラウンドち式の名称です。 
アナ □ グ音声を記録した従来の映画フイ>1レム上にデジタル音 
声を記録でさる、映画業界にとって互換性の高いち式です。 

5.1 チヤンネル 4チヤンネルアナ□グ 

デジタルサウンド サウンドトラック 


ドルビーデジタル 


この技術で収録されたソフトを忠実にデコード（再生）する 
技術び 、 Dolby Digital EX 技術です。 

本機では STANDARD EX モード（-►區固）を選択する 
ことで Dolby Digital EX 再生び可能になりました。 

ドルビープ□□ジック nx 


ドルビープ□□ジック nx は、ドルビープ□□ジック D やド 
ルビーデジタル EX をさらに改良し、ステレオ音声や己.1 ch 
の映画コンテンツを 6. 1 ch または 7. 1 ch 再生するマトリク 
スデコード技術です。 

ステレオ音声に対するマトリクスデコード技術は、メインが! 
を已 .1 ch 化していた従来のドルビープ□□ジック D をさらに 
進化させ、メイン 7 ch を作り出します。 CD のような通常の 
ステレオ音楽素材に対してちより優れた立体音場効果、包囲 
惑、定位感をもたらし、ドルビーサラウンドエンコードされ 
た素材に巧してはより効果的です。 

また已 . 1 ch ソースに対するマト U クスデコード技術は従来の 
ドルビーデジタル EX をさらに進化させて、独立したヴラウ 
ンドバック 2 ch を作り出し、 7. 1か再生び可能になりまし 
た。令まで!^ソ上に自然でシームレスな移動感、滑らかで包み 
込むよラな、音楽および映画サウンドを体験でさます。 

本機にはプ□□ジック nx の機能として、2か1ソースに対し 
ては、 M 日 VIE モード（映画再生向さ） / MUS にモード（音 
楽再生向き ） /PRO LOG にモード、己.1かマルチ ch ソース 
に対しては M 日 VIE モード（映画再生向さ） / MUS にモード 
(音楽再生向さ）を用意しており、お好みに合わせて切り替え 
ることび巧能です。 

サラウンドバックチヤンネルモードび日 FF 設定またはヴラウ 
ンドバックスピーカーび無しに設定されている場合は自動的 
に従来のプ□□ジック n モードになります。 

■ 2 ch ソースに対するプ□□ジックとプ□□ジック nx の違い 


トラック 


(マトリクス） 



技術資料 


ヴウン 


マツトについて 


ドルビー 


nn iDOLBYl 

DIGITAL- EX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウ オー 
ズ-エピソード]」の製作に向けて、ドルビーラボラト 
U ーズと THX で共同開発された、 6. 1 ch 再生可能な新 
しい音響フ オーマッ トです。 

新たに加えられたサラウンドバック ch により空間表現力、 
定位感び高められ、中央から離れた客席からでち36日度の 
回転や頭上を通過するよラな移動音効果 • 音像をより生々し 
く体感することび可能となりました。フィ>1レム上ではヴウン 
ドトラックのサラウンド L/R ch にエンコードされるため、 
既をのドルビーデジタル（已 . Ich ) 環境での再生互換性びあ 
ります。この技術により製作された映画の U ストはドルビー 
ラボラト U —ズのウェブサイトにてご覧になれます。 
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ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造さ 
れています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AAC □ゴは、ドルビーラボラ 
卜 U —ズの商標です。 


プ□□ジック nx 製品は、プ□□ジック nx の持つ様々 
な機能を、選択して搭載することび巧能です。プ〇〇 
ジック nx 搭載、とキャッチフレーズされた商品で 
も、必ずしも全く同じ機能を持っているとは限らな 
いことにごを意ください。 



プ□□ジック 

プ□□ジック n 

プ□□ジック nx 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべてのステレオ 
音声 

すべてのステレオ 
音声 

デコード 
チヤンィ、 

ル数 

4 .Ich 

/ヴラウンド、 

V モノラル ノ 

己 . Ich 

户ヴラウンド、 

V ステレオ ノ 

7.1か 

/サラウンド、\ 
(サラウンドバック、) 
\ステレオ ノ 

周波数 
特 I '生 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 

全チャンネル 
フルバンド 


□ □□言言 
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MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つとして、 IS 日で規格化 ( IS 日 / IEC ] 38] 8-7) された音声符号化フォー 
マツトです。 MPEG -1 オーディオに対する下位互換性はありませんび、高圧縮率(低ビツトレート）にもかかわ 
らず高音質を確保でさる点び特長で、2日日日年の年末から始まった日 S デジタル放送で採用されました。番組内 
容によりマルチチャンネル設定び可能で、今後曰本のデジタル地上波放送でち採用び予定されています。 

下び米国パテントナンバーです。 


08/937,9己0 

己，己83,962 

98/03037 

08/039,478 

己，264,846 

5848391 

己，274,740 

97/0287己 

08/ S ] 1,547 

己，268,68己 

己，291，己己7 

己，633,9 8] 

97/02874 

己，703,999 

己，37己，189 

己，4己1，9己4 

己297 236 

98/03036 

08/己己7,046 

己，己81，6己4 

己400 433 

4,914,7日] 

己，227,788 

08/894,844 

日己-183,988 

己， 22 S ，189 

己，23己， 67] 

己，28己，498 

己，299,238 

己，己48,己74 

5,357,594 

07/640,己己0 

己，481，614 

己，299,239 

08/己06,729 

己752 22己 

己，己79,430 

己，己92,己84 

己，299,240 

08/己76,49己 

己，394,473 

08/678,666 

己，781，888 

己，197,087 
己，490，170 

己，717,82] 
08/392,7己6 
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DTS 

DTS は、新しい劇場用の音声記録ち式として] 993年公開映画「ジュラシックパーク」より採用され、その高音 
質、かつ大迫力のサウンド効果は高い評価を得ています。このシステムは、6チャンネルのデジタル音声 CD — 
ROM に収録するため、音声信号の圧縮率び低く、転送レートも高いフォーマットです。この映画界で完成したテ 
クノ□ジーをホームシアター用に発展させたのび 、 "DTS DIGITAL SURROUND " です。現在は、 DVD、DVD 
オーディオ、 DTS - CD など幅広い分野で採用されています。 

DTS-ES 

2日日日年]]月に発表された新たなるサラウンドフォーマットで、 DTS - ES は 「DTS Extended Surround 」 
の略称です。 " DTS - ES ディスク IJ ート 6.1" と " DTS - ES マトリクス目 .1" の2種類びあり、どちらも従来の 
DTS 己.1 ch デコーダーとの下位互換性を有しています。 DTS - ES は従来の己.1 ch システムにサラウンドバック 
( SB ) ch を加えたもので、かつてない音像•定位感をもたらすことび可能になりました。 

DTS Neo:6 

全ての 2 ch ソースを 6. 1 ch サラウンドにしたり、已 . 1 ch ソースを 6. 1 ch 化するマトリクスデコード技術です。 
2 ch ソースに対しては Cinema モード/ Music モードびあります。 

DTS 96/24 

DTS 社び開発した最新サラウンドフォーマットで、スタジオのマスター音源のクオリティ (96 k Hz /24 Bit ) 
を踏襲する高音質な圧縮技術です。 DVD - VIDE 日フォーマットにおいて高画質な映像と高音質サウンドを同時に 
楽しめることを目的として開発されました。既をの DTS 対応 DVD プレーヤーと、 DTS 96/24 に対応するデ 
コーダー （ AV アンプ等）をデジタル接続することで、 DTS 96/24 の八イクオ IJ ティー音声び再生可能です。（専 
用プレーヤーは必要ありません） 

従来の DTS デコーダーでち、従来通りの音質での再生び可能で、完全互換性を持っています。（本機は、 
DTS 96/24 対応デコーダーを搭載しております） 


技術資料 


「 DTS 」、「 DTS-ES Extended Suit 日 und 」 及 
び 「 Ne 日:6」は Distal Theater Systems 社の 
商標です。 
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THX 


HOME THX®: 


IHX 

]U"OUhm EX 

U I す ■ 


THX は、世界的に有名な映画製作会社であるルーカスフイルム社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館で 
をホームシアターでを、映画のサウンドトラックは映画監督の意図通り、でさる限り忠実に再生して欲しい」というジョージ- 
ルーカス監督の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 


THX Ultras™: 

ホームシアター機器び THX Ult 「 a 2 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品質と動作に関する一連の厳しい試験に合格し 
なくてはなりません。こうして製品搭載び許諾される THX Ultra 2 の□ゴは、ご購入いただいたホームシアター製品び長年に 
わたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Ultra 2 規格は、プ U アンプ•パワーアンプの性能、操作性、デジ 
タル-アナ□グの両分野に渡る何百をの性能要求を含め、製品の全体像を網羅しています。 


HOME THX Cinema®: 

映画のサウンドトラックはダビングステージ（ミキシング専用 
大型映画館)で制作されます。 DVD などに収録する音声ちその 
サウンドトラックのままで、ホームシアター向けの変更は加 
えません 。 THX Cinema は家庭と映画館との空間的な違いに 
よる音色の差を補正し、映画館の音場を正確に再現します。 

THX Surround EX ™： 

「THX Surround EX _ Dolby Digital Surround EX 」 は THX 
とドルビーラボラト U —ズとの共同開発によるをのです。従 
来の已 . 1 ch スピーカー構成では表現しされなかった後方部の 
繊細な描写力-空間の奥行さや広がり感-音像定位などび得 
られます 。 THX Surround EX は Dolby Digital Surround EX 
技術でエンコードされたソフトを映画館上映時の臨場感のま 
ま一般家庭で再生するための技術です。 

この製品は通常の己. Ich ソースでも 「THX Surround EX 」 
モードでお楽しみいただけます。この場合のサラウンドバッ 
ク ch の音声は、所定の演算処理によって生成されますので、 
お好みに応じてご使用ください。 

THX Ultras™ Cinema: 

Dolby Di 旨 ital や DTS 等で収録された已 . 1 ch 映画 ソース に適 
しています。このモードにおける ASA 処理は、サラウンド 
成分を分析し、雰囲気やち向感び最善になるよラサラウン 
ドバックに成分を振り分けます。 

THX MusicMode: 

マルチチャンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画のサウ 
ンドトラックとは全く違ったミキシングを行っているをの 
びあります。 ASA 技術は、この DTS や Dolby Di 旨 ital 等 
で収録された已 .1 ch 音楽ソースに対し、音楽再生に適した 
後部音場の安定的な広びり感ををたらします。 


Re-EquahzationTM: 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作されて 
いるため、それを家庭用の機器で再生すると、過度に明るく 
耳障りに聞こえます。 Re - Equalization は小型のホームシア 
ターでを正確な音色バランスを再現します。 

Timbre-Matching™: 

人間の耳は、音の到達方向によって音色の感じ方び変わります。映 
画館では数多くのサラウンドスピーカーび聴衆を囲むように配置 
されていますび、ホームシアターでは U スナーの両側の2本のみ 
です 。 Timbre Matchin 旨フイルターはこのスピーカー配置の違 
いから起こる音色の性質の差を補正することによって、フ□ント 
ーサラウンド間の音の繫びりをスムーズにします。 

Adaptive Decorrelation™: 

映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに対し、ホームシア 
ターは通常2本です。そのため、広びり感やヴラウンド感に欠けてし 
まったり、お接したスピーカーに音場び偏ってしまラことびありま 
す 。 Adaptive Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の 
関係を微妙に変化させることにより、2本のスピーカーでも U ス ニン 
グエリアを拡大して、映画館と同様の効果ををたらします。 

Advanced Speaker Array™(ASA): 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカー 2 本使用し、その2 
本を近接して設置した場合に最高能力を発揮します。この技術は 
THX Ult 「 a 2 Cinema と THX MusicMode で使用します。 

■Boundary Gain Compensation™: 

ホームシアターでは、壁面の影響で空間利得び生じ、低域 
の周波数帯び自然と持ち上びってしまラ場合びあります 
び、この技術により、超低域再生能力のあるサブウー 
ファーなどを使用していてを、空間利得を補正し、聴感レ 
ベルをフラットにすることび可能です。 


THX と Ult 「 a 2 は、 THX 社の商標または登録商標です。 
Surround EX は THX 社とドルビーラボラト U - ズび共 
同で開発した技術であり、ドルビーラボラト U —ズの商 
標です。不許複製。許可のをとに使用されています。 


本機は「6.1再生検出信号 」 （DTS - ES と Dolby Digital Surround EX ) を自動検出しますび、それらの技術を用いて上映され 
た映画でを、 DVD 化の際にこの検出信号を収録していないをのびあります。この場合は手動にて最適なモードに変更してくだ 
さし 、 Surround EX 技術により製作された映画の U ストは各ウェブサイトにてご覧になれます。 

[上映映画 U スト； http :// www . clolby . com.][D V D タイトル U スト： http :// www . thx . com . 1 
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Windows Media® Audio 9 Professional 


Windows Media ⑥ Audio 9 Professional ( WMA 9 Pro ) は、マイク□ソフト社び従来の Windows Media 
Audio ( WMA ) のテクノ □ジーをさらに進化させて開発したディスク U —卜•デジタルサラウンドフォーマツ 
卜です。 VVMA は圧縮効率の高さを特徴とし、インターネツト配信によるスト IJ ーミング再生やダウン□ー ド再 
生など Windows ® PC での音楽再生に用いられる圧縮音声の標準フォーマツトとなっています。 

そしてこの Windows Media 9シ U —ズでは、 VVMA の特徴を継承しなびら、さらにマルチチヤンネル対応に 
破:張しました。 WMA 9 Pro 〕ー デツクは、 96 kHz /24 bit の解像度によるク IJ アな音質•己 l /7.1 ch 完全ディ 
スク IJ ート処理による高い臨場感を確保しなびら、低ビツトレートでデジタルサラウンドヴウンドを実現しま 
す。またその高い圧縮効率により、 CD / DVD などのデジタルメディアだけでなく、高速ブ□ー ドバンド通信に 
よるスト IJ ーミング配信にも対応しています。 



WMA 

WMA9 Pro 

最大ディスク U —トチャンネル数 

2ch 

己. 1/7.1 ch 

最大量子化ビット数 

1郎け 

24bit 

最大ヴンプ U ング周波数 

48kHz 

9巨 kHz 

対応ビットレート 

1 28bps 〜1 92kbps 

1 28kbps 〜 768kbps 

S/PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 


本機は VVMA 9 Pr 日デコーダーを内蔵していますので、 WMA 9 Pr 日対応プレーヤー*と同軸または光ファイバー 
ケーブルでデジタル接続することによって、 WMA 9 Pr 日でエンコードされた音声を本機でデコードして再生す 
ることびできます。もしくはパソコンと US 巨接続をして 、 Windows Media 9シ U — ズまたは VVMA 9 Pr 日対 
応のメディアプレーヤーなど、パソコン側のデコーダーを使って VVMA 9 Pr 日フ オー マツ ト音声を聴くこともで 
きます。 （ rusB オーディオ再生」（一!：^ )) 


* VVMA 9 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プレーヤー、セットトップボックス等び考えられます。た 
だし、それらの機器の同軸または光出力端子から VVMA 9 Pro 音声を出力でさる場合のみ、本機でデコードして 
再生することびでさます。 


Windows Media 及び Windows □ゴは米国 Microsoft 
Corporation の米国及びその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 


♦ 房、 

Plays 贿夕 


Windows 

MediaTM 



巧 

術 

資 
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各種音声の周液数分布について 



音声信号の周波数分布図 



20 40 60100 200 400 600 Ik 2k 3.5k 6k 10k 16k 


① 巨 3 Hz (お音域） 

耳というより、体で振動を感じる帯域です。 

② に5 Hz り氏音域） 

音楽の中で低音を感じる多くび、この帯域で、音楽に厚 
みをつくる低音域のポイントです。 

③ 250 Hz (中イ氏音域） 

ア コース ティック ギター やバス ボーカルの 低音域び含ま 
れる帯域です。音楽の輪郭をつくりだすポイントです。 

④ 己00 Hz 冲音域） 

音の情報密度びもっとを濃い帯域で、さまざまな楽器や 
ボーカルの味わいび出るところです。 

⑥1 kHz (中高音域） 

ボーカルの離やかさや力強さび表現される帯域です。 

⑥ 2 kHz (中高音域） 

プ□グラムソース全体の音質バランスをはかる上で重要 
な役目を果たします。 

⑦ 4 kHz (高音域） 

金管楽器や エレキギターのシャープな 響さや伸び、音色 
を感じる帯域ですび、強調しすざると疲れやすい音質に 
なります。 

⑧ 8 kHz (高音域） 

音の華やかさ、明るさを演出する帯域です。強調するとノ 
イズび耳ざわりになりますのでま意してください。 

⑨ 1目 kHz (超高音域） 

8 kHzlU 上の周波数では楽器などの基本周波数はほとんど 
含まれておらず、また一般的に成人の耳ではこれ I ツ上の 
周波数の音は急速に聞こえにくくなります。 


フレキシブル A / D システム 


このシステムはアナ□グの2チャンネル信号を入力しているとさ、他チャンネル用の A / D コンバーターを、フロ 
ント ch 用にパラレル接続することで、 S / N 比と音質を向上させるものです。理論上、に1\1比向上分」 =^ n 倍 （n : 
パラレル接続数）となり、本機は目服の向上び見込めます （MULTI CH INPUT では入力信号のチャンネル数切 
り換えを 2 ch に選択してください)。 


また、本機では] 92 kHz /24 bit 対応 A / D コンバーターを搭載しています (MULTI CH INPUT では入力信号の 
チヤンネル数切り換えを 2 ch に選択してください)。 A / D コンバーターび] 92 kHz で動作しているときはデイス 
プレイに 「 A/D 192 J という表示び出ます。 A / D コンバーターを] 92 kHz で動作させる方法は下の2通りで 
す。 


① スト IJ ームダイレクトモードを日 N にする。 

② リスニングモードを STERE 日にして、 • I ツ下の機能を日 FF にする。 


•ミツドナイト IJ スニング (一 E 動） •ラウドネス機能 (一 回到！） 

-デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能(-►區煙]!)-ダイナミックレンジコント□-ルの設定 (一因 in ) 
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定 


:定 


OdB 


SACD GAIN 機能 


5/7 CH STEREO : 90 その他のモ ー K :己0 


エフェクト （ ADVANCED モードのとさ) 


0.0 frame 


サウンドデイレイ 


OFF 


Hi-sampling (八イヴンプリンク）イ 


OFF 


Hi-bit (八イビット）機能 


0 —0.3 m 


サラウンドバックスピーカー間の距離の設定 


NO 


ウルトラ2サブウーファーの 


フ□ントパネル表記とほぼ一致 


入カファンクシヨン表示の名称 


OFF 


タイナミックレンジコント□ールの設 


:定無し) 


OFF (ピークレベル 


超低域音声のピークレベル 


全て OFF 


全て OFF 


コンポーネントビデオ入力の設5 


I 」アパネル表記通り 


デジタル入力の設定 


VIDEO 系入カフアンクシヨン：入カフアンクシヨンと同じ 

AUDIO 系入カフアンクシヨン： OFF 

MULTI CH INPUT / US 巨入カフアンクシヨン： OFF 


ビデオセレクト 


OFF 


TAPE 2 モニター 


OFF 


インプツトアツテネータ 


DUAL : CHI 


デュアルモノの設定 


CH IN 


MULTI CH INPUT と US 巨入カチャンネ J レ数 


A (Normal Surround のとき) 


スピーカー システム A/B 


Em 


BYPASS 


トーンコント□—ル機能 


OFF 


ラウドネス機能 


OFF 


ミツドナイト U スニング機旨含 


OFF 


子ジタ) レノイズ U タクシヨン機旨 g 


OFF 

(自動設定を行ラと自動的に 
ALL CH AD 」 モードで日 N されます) 


アコーステイックキヤ U ブレーシヨン EQ 


STANDARD (MULTI CH INPUT / USB ) 
STANDARD ( VIDE 日系入カフアンクシヨン) 
STEREO ( AUDI 日系入カフアンクシヨン） 


I 」スニングモード' 


OFF 


バーチャルサラウンドバックモード' 


ON 


サラウンドバックチヤンネルモード 


ON (1 : NORMAL ) 


スト U —ムタイレクトモード 


AUTO (MULTI CH INPUT は ANALOG 固定 
/ US 巨(ま DIGITAL 固定） 


入力信号の種類 


nvn/L n 


入カフアンクシヨン 


OFF 

(オートサラウンドセツトアップを巧ラと ON になります) 


聴感上の高域補正 


全帯域 OdB (補正無し) 


視聴環境の周波数特性の補正 


OdB (補正無し 


スピーカー出カ レベル 


全て S.Orn 


スピーカーまでの 距離 


ROHz 


ク□ス オーバー 周波数 


YES (有り） 


サフウーファ- 


全て SMA L L (ル) 


スピーカーの有り無し/低域再生能力 


Normal Surround (—般的ヴラウンド) 


スピーカー システム 


参照ぺ—ジ 


初期値 


設定項目 
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設定才ールリセツ 


設定オール IJ セットは!;の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。設定オール IJ セット 
を行うと、前ページのすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ご ミ 主意ください。 


の本機び STANDBY モードのときに 
D に JAL NR ボタンを押しなびら 
STANDBY ボタンを3秒じ(上押します 

(I) STANDBY/ON 

DIGITAL NR 

を + 吗 


回 FL に 「 RESET ?」 と表示されたら 日 PTION - ボタン 
を巧し、 「日に？」 表示後に 日 PTI 日 N + ボタンを押します 



表示中にボタンを押さなかったり、手順と異なるボタンを巧した 
とさは、設定オール U セツト操作びキャンセルされます。 


仕様 


オーディオ部 


コンポーネントビデオ部 


実用最大出力 ( JEfTA 、1 kHz 、] 日〇/〇、6が 

フ□ント . 200 W +200 W 

センター . 200 W 

サラウンド . 200 W +200 W 

サラウンドバック . 200 W +200 W 

定格出力（ステレオ動作時） 

2日 Hz 〜2日 kHz 、 0.09%. 6 Q 150 W + 1 50 W 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz 、 0.09%. 6 Q 
フ□ント . 150 W +150 W 


センター .150 W 

サラウンド . 150 W +150 W 

サラウンドバック . 150 W +150 W 

入力端テ(感度/インピーダンス） 


PHONO MM 


4.7 mV /47 kQ 


LINE 系 .382 mV /47 kQ 

PH 日 N 日最大許容入力 ( T . H . D . 日.1〇/〇、 1 kHz ) 
PHONO MM . に 0 mV 


周波数特性 
PHONO (RIAA 偏差） 

.20 Hz 〜 20 kHz (+ 0.3服） 

LINE 系 . 己 Hz 〜] 00 kHz、!^dB 

出力端子 （ レべ レ/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 382 mV /2.2 kQ 

トーンコント□ール 

BASS . + 6犯(100 Hz ) 

TREBLE . + 6 dB (10 kHz ) 

LOUDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 dB 時） 

. +4服/+2犯(100 Hz /10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

PHONO MM . 86服 

LINE 系 . 10己服 

SN 比 ( EIA 、1 W ( IkHz )) 


PHONO MM . 83服 

LINE 系 . 93服 


入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 己 Hz 〜]日日 MHz じ扣 B ) 


SN 比 


70服 


電源部-その他 


電源 . AC ]00 V 、 己 0/60 HZ 

消費電力(電気用品安全法） . 580 W 

待機時消費電力 .0.65 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大） 

外形寸法 

...... 44日(幅） X 2] 日(高さ） X 476(奥行 ） mm 

質量 .34.0 kg 


付属品 

U モつン . 1 

電源一!—ド ] 

オートサラウンドセットアップマイク . 1 

U モコン充電器 . 1 

AC アダプター . 1 

シヨー トピン . 2 

IJ ファレンスキヤ IJ ブレーシヨンディスク . 1 

7ルチチヤンネルオーディオ用 

スピーカー セッティングガイド . 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のごを意 . 1 

保証書 . 1 

ご相談窓□-修理窓□のご案内 . 1 


参仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 


入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /7 已 n 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 Q 

周波数特性 . 5 Hz 〜]日 MHz、!°dB 


SN 比 


70服 
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困ったとを 


故障かな？と思ったら 1;( 下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われていることびあります。また、本機 
•1:! 外の原因わ考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器ちあわせてお調べください。 
■1^(下の項目を調べても直らない場合は、修理を依頼してください(一図 n )。 

音が出ない、音がおかしい、ノイズが出る 


症が 

原因 

巧応 

入力切換を合わせて 

入力端テの接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

ち、音び出ない。 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

正しく設定し直す。 


SIGNAL SELECT の入力信号選択び 
正しくない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力信 
号を選択する。 


ミューティング状態になっている。 

消音ボタンで MUTING を解除する。 


TAPE 2 MONITOR 機能び ON になっ 
ている。 

TAPE 2 MOMTOR 機能を日 FF にする。 


スピーカーシステム A / B 切換び OFF 
になっている。 

A にする。 


マルチチャンネル入カモードになって 
いる。 

マルチチヤンネル入カモードを OFF にす 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

フ□ントスピーカーじ （ 
外の音び出ない。 

スピーカーシステム A / 巨の切換び A + 
B または B になっている。 

A にする。 


スピーカーシステムの設定びフ□ント 
ch 外すベて NO になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 


U スニングモードび STEREO になっ 
ている。 

サラウンド再生用の U スニングモードを選 
択する。 

サラウンドまたはセン 
タースピーカーから音 
び出ない。 

MULTI CH INPUT と USB 入力の再 
生チャンネル数び 2 ch に設定されて 
いる。 

6か、 7 ch 、8 ch のいずれかを選択する。 

フ□ントスピーカーか 

ショートピンび接続されていない。 

ショートピンを元の通りに接続する。 

ら音が出ない。 

フ□ントスピーカーをスピーカー端テ 
回に接続している。 

スピーカー端テ回に接続する。 

サラウンドバックス 
ピーカーから音び出な 

サラウンドバックチャンネルモードび 
日 FF になっている。 

ON を選択する。 

し^ (または音びルさ 
い)。 

サラウンドバックチャンネルモードび 
AUT 日で「6.1再生検出信号」の収録 
されていないソースを使用している。 

ON を選択する。または ADVANCED モー 
ドに切り換える。 


スピーカーシステムの設定でサラウン 
ドバック ch の設定び NO になってい 
る〇 

スピーカーシステムの設定を修正する。 


接続び正しくない。(サラウンドバック 
ch を]本のスピーカーで接続してい 
て Rch 側に接続している） 

接続を再確認する。(サラウンドバック ch 
を]本のスピーカーで接続しているとさは 
Lch 側に接続する） 


ソース自体または生成されたサラウン 
ドノ（ックチャンネ>1レの音声レべ>1レびル 
さい。 

必要に応じてサラウンドバック ch 出カレ 
ベルを上げる。 


MULTI CH INPUT と USB 入力の再 
生チャンネル数び 2 ch に設定されて 
しぶ。 

6か、7か、 8 ch のいずれかを選択する。 


困ったとを 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

デジタル機器の音び 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

Em 

出ない。 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 



SIGNAL SELECT の入力信号選択び 
正しくない。 

接続されているデジタル機器に応じて、 
SIGNAL SELECT ボタンで D に tAL を選 
択する。 



デジタル出カレベル調整機能び付い 
ている CD プレーヤーなどの場合、デ 
ジタル出カレベルの設定び低すざ 
る。 （ DTS 信号び正しく読み取れな 
い。） 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に 
修正する。 



プレーヤーび対応していないデジタ 
ルフオーマットのソフトを再生して 
いる（または対応しない設定になって 
いる)。 

対応フォーマットの音声トラックを選択 
する（または対応させる設定にする）。 


DTS CD のサーチ中 
にノイズび出る。 

サーチ中に C D に含まれるデジタル情 
報を読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプ 
の音量を下げ、スピーカーから出る音を 
抑えて < ださい。 


DTS の LD を再生する 
とノイズびでる。 

SIGNAL SELECT で ANAL 日 G び選択 
されている。 

機器を正しくデジタル接続し 、 SIGNAL 
SELECT ボタンで D に tAL を選択する。 


SIGNAL SELECT を 
□□ RF にして、 LD を 
再生しても音び出な 
い。 

再生ディスクびドルビーデジタル巧 
応でない。（すべての L D びドルビー 
デジタル対応とは限りません） 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO を選択 
する。 


録音びでさない。 

アナ□グ入力信号をデジタルで、デ 
ジタル入力信号をアナ□グで録音し 
よラとしている。 

アナ□グ入力信号はアナ□グ録音、デジ 
タル入力信号はデジタル録音のみ可能で 
す。 

EH 


コピープ□テクト信号の入ったデジ 
タル信号である。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル 
信号は録音することびでさません。 



REC 端テの接続び正し < ない。 

正しく接続し直す。 

[R]23|[^[2^ 

無入力でちノイズび 
聞こえる。 

電源そのものにノイズび残ってい 
る。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配 
線になっていないか確認する。 


7ルチチャンネル入 
力で再生しているび 
フ□ント 2 ch 分しか 
日か出なし1〇 

入カチヤンネルび2 C h に設定されて 
いる。 

SIGNAL SELECT ボタンを押して 8 ch を 
選択する。 


MULTI CH INPUT 端 
子に接続した機器 
で、 DVD オーディオ 
を再生したび2 ch に 
ダウンミックスされ 
ているよラな音に 
なっている。 

MULTI CH INPUT 端テに接続したも 
のではない信号を再生している。（デ 
ジタル PCM 出力など） 

MULTI CH IN PUT 端テの接続を再確認 
し 、 SIGNAL SELECTTtt タンにて再生 
チャンネル数を選択する。 


特定のスピーカーか 
ら音び出ない。 

スピーカーシステムの設定び N 日に 
なっている。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

[lEI 


スピーカーの接続び外れている。 

スピーカーの接続を確認する。 



ソフトのサウンドトラックび意図的 
にそのように録音されている。（その 
チヤンネルにはミュート信号び録音 
されている） 

ADVANCED モードを選択すると効果音 
のみ出力される場合びあります。 

Em 


スピーカーの出カレベル設定び小さ 
い。 

スピーカーの出カレべレ設定を上げる。 

№1 

表示部にマルチチャン 
ネル信号のプ□グラム 
フオーマツトインジ 
ケーターび点灯してい 
るび、音び出ていない 
スピーカーびある。 

再生しているソースのプ□グラム 
フオーマットにはそのチヤンネルの 
情報び収録されているび、そのチヤ 
ンネルに音声び収録されていない。 



へッドホンから音び 
出ない。 

ショートピンび接続されていない。 

ショートピンを元の通りに接続する。 
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困ったとを 


サブウーファーの接続/再をについて 

音についての問題の中でも、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファ 
曰か uJ なし1〇 

一から 

サブウーファー有/無の設定び[ N 0] 
(無）に設定されている。 

Speaker System ] 設定を確認して、ヴ 
ブウーファーの設定を [ Yes ] または 
[ PLUS ] にする。 

Em 



再生しているソースのシーンや音楽 
に超低域成分 (L F E チャンネル)び含 
まれていない。 

すべての場面に超低域成分 (L F E チャンネ 

J レ）びあるわけではないので、サブウー 
ファーから音び出ていないと感じられる 
ことびあります。 




接続び外れている。 

サブウーファーの接続を確認して、外れ 
ているとさは接続し直す。 




サブウーファー側の電源び0 F F に 
なっている。 

ヴブウーファーの電源を確認する。 




サブウーファー側の自動スタンバイ 
機能び働いている。 

サブウーファーの機能を確認する（詳しく 
はサブウーファーの取扱説明書をご覧く 
ださい。） 




ストリームダイレクトモードの2 2 CH 
一 D 旧 ECT を選択している。 

スト U —ムダイレクトモードで ] NORMAL 
を選択するか日 FF にする。 

幽 

サブウーファ 
の音びルさい。 

一から 

低域成分の少ない/ないソースや 
ディスク （ CD など）を再生している。 

再生しているソースによっては低域成分 
び少なく、サブウーファーからの音び十 
分でないと感じられることびあります。 
その場合 Speaker Systems ] の設定状 
況によっては、サブウーファーからの音 
をより強調した設定を選ぶことをできま 
す。 

Em 



サブウーファー出カレベルの設定値 
びルさい。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

№1 



バスピークレベルの設定値びルさ 
い。 

[Bass Peak Level ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 




ク□スオーバー周波数の設定び低 
い。 

Speaker Systems ] のク□スオーバー 
周波数の設定を確認して、適切なレベル 
に調整する。 

E 0 



ヴブウーファー側のボ U ューム設定 
びルさい。 

サブウーファーのボ IJ ユームレべルを上 
げる。 



電源が入 S ない、動作しない、操作できない 


症状 

原因 

巧応 

参照 

OVERHEAT と点滅 
表示したまま音び出 
な < なる 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風び良くなるよラに設置を変える。 

一度電源を切り、冷えてから使用する。 

■ 

AMP ERR と,点滅して 
電源び切れ、 
STAND 巨 Y インジケー 
ターび点滅する。 

本機の故障です。 

すみやかに使用を中止し、修理を依頼し 
てください。この症状び起さた後は電源 
の日 N / OFF を繰り返さないでください。 

US 

FAN STOP と点滅表 
示したまま音び出な 
くなる。または電源 
び切れる。 

放熱礼からの異物混入などで放熱用 
ファンび強制停止した。 

放熱用ファンび故障した。 

修理を依頼してください。 


大音量で再生したと 
さに電源び切れ、 
STAND 目丫インジ 
ケーターび点滅す 
る。 

スピーカーコードの芯線びスピー 
カー端テからはみ出して、 U アパネ 
ルに接触しているか、+—び接触 
し、保護回路び働いている。 
スピーカーの実動作上の最低イン 
ピーダンスび非常に低いため、保護 
回路び働いた。 

スピーカーコードのお線をもう一度しっ 
かりねじり直し、スピーカー端テからは 
み出ないように接続する。 

ボ U ュームを下げて再生する。 

Acoustic Cal EQ の設定で低域 (63 また 
は] 2已 Hz ) のレベルを下げる。 

D に tAL SAFET 丫機能を日 N にする。 




〇 


た 

と 

を 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

操作ボタンを押して 
ち動作しない。 

空気び乾燥しているとさ、静電気な 
どの影響を受けている。 

電源プラグを一度コンセントから外し 
て、再び差し込む。 


SIGNAL SELECT ボ 
タンを押してち入力 
び DIGITAL または 
□□ RF にならない。 

接続またはデジタル入力の設定び正 
し < ない。 

TAPE 2 MONITOR 機能び ON になっ 
ている。 

マルチチヤンネル入力 （MULTI CH 
IN PUT ) または US 巨入力になってい 
る。 

入力設定をしていない i . LINK 対応機 
器を選択している。 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の 
設定」を正しく修正する。 

TAPE 2 MOMT 日 R 機能を日 FF にする。 

マルチチャンネ>1レ入力と U S 目入力！;(外の 
入力にする。 

正しい入カファンクシヨンを選択する。 

EUl 

HOME THX モードで 
7.1 ch 再生を選択し 
ているのに選べない 
モードびある 。 （THX 
ULTRA 2 CINEMA と 
THX MUSICMODE ) 

サラウンドバックスピーカーび]本の 
設定になっている。 

サラウンドバックスピーカーを2本接続 
して、サラウンドバックスピーカーを2 
本接続している設定にする。 


日 PTI 日 N ボタンを押 
しても ! "S D :」（スト 
IJ ームダイレクト 
モード）の表示び出な 
い。 

スピーカーインピーダンスの切り換 
えで 4 n を選択しているか DIGITAL 
SAFET 丫び ON になっている。（この 
場合スト U —ムダイレクトモードは 
n : NORMAL 」 のみの選択となりま 
す） 

スピーカーインピーダンスの切り換えを 
6 Q にするか DIGtAL SAFET 丫を日 FF に 
する。 



インジケーターや表示がおかしい 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生しても、対 
応するインジケー 
夕一び点灯しない。 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル入力の設定び正しくない。 
SIGNAL SELECT の入力信号選択び 
正しくない。 

プレーヤーび停止か一時停止になっ 
ている。 

プレーヤーの音声出力設定び間違っ 
ている。 

再生しているトラックび PCM などに 
なっている。 

接続を再確認する。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 
SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力を 
選択する。 

再生を開始する。 

プレーヤーの音声出力設定を各フオー 
マットに対応するよう修正する。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタル*の音声を選択する。 

Em 

圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生中に、プロ 
グラムフォ ー マット 
インジケーターでち 
灯しないチヤンネル 

再生ソフトにそのチヤンネルの音声 
び収録されていない。 

再生しているソフトのパッケージをご確 
認ください。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC などの総称として使用します。 
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困ったとを 


映像が出ない(四面が出ない)、画面にノイズが出る 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせて 
ち、映像び出ない。 

TV モニター側の入力切り換え設定び 
正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みにな 
り、正しい入力に切り換えてください。 



ソース機器と TV モニターを接続する 
コードの種類禮合性）び正しくない。 

ビデオコンバート巧能な接続法に変更す 
る。 


コンポーネント端子 
(または D 端テ）に繫い 
だソース機器の映像び 

TV モニターとの接続びコンポジット 
(または S 2) である。 

TV モニターとの接続にを同様にコンポー 
ネントケーブル（または D 端テケーブル） 
を使ラ。 

№1 

出ない。 

コンポーネントビデオ入力の設定び正 
しくない。 

コンポーネントビデオ入力の設定を正しく 
行ぅ。 

EISI 

録画びでさない。 

コンポーネント（または D ) 端テに接 
続したソース機器の映像を録画しよう 
としている。 

ソース機器をコンポジット、または S 2 端 
テでち接続する。 



コピープ□テクト信号の入った映像信 
号である。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号は 
録画することびでさません。 

EH 


OUT 端テの接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

EUH 

セットアップ画面び表 
示されない。 

モニター TV を本機の MONITOR 
OUT 端テに接続していない。 

モニター TV と本機の MONITOR 日 UT 端テ 
を接続する(セットアップ画面は MONITOR 
日 UT 端テからのみ出力されます)。 

Em 


本機と TV をコンポーネント端テを 
使って接続している場合、 TV によっ 
てはカラーバーストをオンの i ミ定では 
セットアップ画面び表示されないちの 
びあります。 

カラーバーストの設定を OFF にする。 


セットアップ画面にノ 
イズび出る。 

本機と TV をコンポジット端テを使っ 
て接続している場合、 TV によっては 
カラーバーストび OFF に設定されて 
いるとカラーノイズびのる場合びあり 
ます。 

カラーバーストの設定を ON にする。 


オーバーレイ表示び消 
える。または、瞬時に 
画面び乱れる。 

TV との相性によって、その瞬間に画 
面び乱れる場合びあります。 




.本機の日 SD 画面(セツトアップ画面、ステータス画面など)表示は白黒です。 


才ートヴラウンドセツトアップによる設定が5まくいかない 


症状 

原因 

巧応 

参照 

オートサラウンド 
セットアップを何度 

部屋の測定環境び整っていない。 

ミ主意事項に従って部屋の測定環境を整え 
る。 

晒 

行ってちエラーにな 
る。または正しく測 
定されない。 


定在波や過度な残響音の発生を抑える。 


測定結果のサブウー 

サブウーファーの内部□ーパスフィ 

MCACC では、こういった遅延特性を考 


ファーの距離び実際 

ルターの遅延特性の影響で再生音に 

慮したうえで距離を特定して正確なディ 


の距離より長い。 

ディレイびかかっている。 

レイ時間を設定するようにしています。 


スピーカーの大 、ル 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びあ 

エアコンなどモーターを使用した機器の 


設定び誤った設定に 
なる。 

る。 

電源を切ってみる。 


音場補正したび、音 
びおかしい。 

スピーカー端テの位相び反転してい 
る。 （+/- び勘 

正しく接続する。 
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困ったとを 

才ートセットアップ(自動音場補正)の OSD 画面メッセージの意味 


「Connect M に rophone 」 

: SETUP M に用ジャックに付属のオートセットアップマイクを接続してください。 

「Too much ambient noise 」 

:周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 F F にするか 
遠ざけるなどの処置を行ってみてください。 

-周囲び比較的静かな時間帯にちう一度やり直してください。 

「Check Microphone 」 

:マイクからテスト信号び検出できなくなりました。 

•オートセットアップマイクの接続や接続コードの断線をチエックしてください。 

•スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はできるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 Don’t change volume 」 

:測定精度び落ちる可能性びあるため、できるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 ERR 」 

: Speaker Level 測定後の丫 es/No Check 判定で、1；(下のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「N 0」、サラウンドバック 「E R R 」の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンド 
バックの接続び検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時)の場合： Rch 側から検出しました （1 本のみ接続するときは Lch 側を 
使用してください）。 

rAttention Subwoofer output level is too low Turn volume up on subwoofer 」 

: [ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出できません。サブウーファー本体の電源を確認し 
ボ U ュームを適正値に上げてください。 

•上記を確認したうえ、 [ Retry ] または [Go Next ] を選び、決定してください。 

「OVER!!」 

:アコースティックキャ U ブレーシヨン EQ のマニュアル設定で、イコライヴーの総合特性のピーク 
び、この製品であらかじめ規定しているレベルの上限を超えました。 

•再生音に歪みを生じる可能性びあります。表示される直前に調整した周波数に修正し、その周辺の 
設定ち修正してください。 
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困ったとを 


i.LINK インジケー接続した機器び著作権保護の TCP) 
ターび点灯しているに対応していない。 

び音び出ない。 


本機は著作権法 (D TCP) に対応していま 
す。接続した機器の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 


本機び対応していない音声フォー接続した機器の取扱説明書を参照して< 
マット信号を入力している。 ださい。 

接続した機器の i.LINK 出力端子から接続した機器の取扱説明書を参照してく 
出力されていない。 ださい。 


i.LINK インジケー入力信号の切り換えで、 LLINK 対応 
ターび消打してい機器を選んでいない。 


て、音び出ない。 


LLINK ケーブルび外れている。 
i 丄 INK ケーブルび長すざる。 
i.LINK AUDI 日フオーマツトに対応し 
ていない機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機 
器の電源び切れている。 


i 丄 I NK ケーブルび S4 日日に対応して S4 日日対応のケー 
いない。 

PQLS 日 FF または i 丄 INK 接続で再生中に、他の i 丄 INK 接 
PQLS ON び一瞬表示続機器の状態を変更したりすると 
されて、音び途切れ PQLS の日 N/OFF び切り換わり、音 
る。 び一瞬途切れることびあります。 

S に NAL SELECT で i 丄 I N K 対応機器の電源び入っていな電源を入れる。 
i 丄 INK び選べない。 し、 

LLINK 入力の設定び正しくない。 正しく設定する。 


SIGNAL SELECT ボタンでい、 AUTO を幽 
選択する。 

正しく接続し直す。 臣圓 

3 .己 mlU 下のケーブルを使用する。 

接続した機器の取扱説明書を参照する。 

電源び切れていたり、機種によっては、 

電源びスタンバイ状態の場合、信号を伝 
送することびできません。詳しくは、接 
続した機器の取扱説明書を参照して < だ 
さぃ。 

S4 日日対応のケーブルを使用する。 №1 


DVD オーディオ/ 
SACD の再生を停止 
してをプ□グラム 
フ オー マツトインジ 
ケーターび表示され 
たままにみぶ)。 

他製品のアップグ 
レードを行った後に 
i 丄 INK で接続したそ 
の機器の名前び表示 
されなかったりその 
機器をファンクシヨ 
ンで選択でさない。 


DVD オーディオ /SACD の再生を停 
止してを、他のフオーマットび入力 
されるまで、プ□グラムフオーマッ 
トインジケーターは表示されたまま 
です。 

製品のアップグレードなどによって本機内部の機器情報を初期化します。本 


機器の認識びでさなくなっている。 


体のボタンを使って下の手順で行って 
<ださい。 

1 電源スタンバイ時に日 PTI 日 N+ ボタ 
ンを押しなびら STAND 目丫 /ON ボ 
タンを 3 秒じ(上押し続ける。 

2 [D 目 CLEAR?] 表示中に日 PTION - 
ボタンを押す。 

3 [D 目 CLEAR 日 K?] 表示中に 
OPTION +ボタンを押す。 

[D 目 CLEAR SET] び表示されたら 
初期化終了です。をし [D 巨 ERR 日刊 
び表示されたら、再度行ってくださ 
し、 


参照 


巧応 


原因 


症犬 


し LINK 関係 


困ったとを 
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困ったとを 


し LINK 関係の表お部のメッセージの意味 

「BUS FULL 」 

: i.LINK の伝送容量び最大まで達したために，もうデータを送信することびできない。 

「CANNOT LINK 1 」 

:本機とし LINK 接続されている機器との接続関係び不安定である。し LINK ケーブルび正しく接続されてい 
るか確認し、本機と i.LINK 接続されている機器との間にし LINK 対応機器びある場合は、それらの機器わ 
含めて正しく接続されているか確認してください。 

「CANNOT LINK 2 」 

:し LINK 接続したい機器を識別できないので、その機器からの信号を受信できない。 

「LINK CHECK 」 

: i.LINK 接続関係を確認している。例えば本機と i.LINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び力 □ 
えられたり、外されたりしたとさに表示します。再生中にこのメッセージび表示されたときは、音び途切れ 
る場合びあります。 

「LOOP CONNECT 」 

:し LINK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

「NO NAME 」 

:し LINK 接続されている機器に、製品名またはメーカー名などの情報びないときに表示します。 

「NO SIGNAL 」 

: i.LINK 対応機器でち、アンプのように再生信号を出力しない機器や本機で受信できない信号を出力す 
る機器を選択した時に表示します。 

rPQLS OFF 」 

:アンプの操作により再生中の PQLS 機能び日 FF になったときに表示されます。このとき、音び瞬間的 
に途切れます。 

rPQLS ON 」 

:アンプの操作により再生中の PQLS 機能び日 N になったときに表示されます。このとき、音び瞬間的 
に途切れます。 

「 UNKNOWN 」 

:し LINK 接続されている機器の情報び認識できない時に表示します。 
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困ったとを 


■ J モコン関係 


症状 

原因 

対応 

参照 

IJ モコン操作びでさ 
ない。 

本機の主電源ボタンび OFF (皿）に 
なっている。 

主電源ボタンを日 N (_) にする。 

Em 


U モコンの電池び消耗している。 

電池を充電する。 

幽 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

内、左ち3日° 1 ツ内で操作する。 

Em 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移 
動する。 

EUl 


董光燈などの強い光び U モコン信号 
受光部に当たっている。 

U モコン信号受光部に光び直接当たらな 
いよラにする。 

脚 


IJ モコンのボタン操作□ックび roN 」 
になっている。 

U モコンのボタン操作□ックを 「 OFF 」 にす 
る。 

剛1 

他機器を U モコンで 
操作でさない。 

プ U セットコードの設定び間違って 
いる。 

正しいプ U セットコードを設定する。 



プ U セットコードびその操作に対応 
していない。 

必要な操作を「学習」して登録する。 

№1 

SR 接続をしているの 
に相手機器び U モコ 

接続でコント□一 J レ端テの1 N /日 U T 
を間違えている。 

正しく接続し直す。 


ンで動作しない。 

コント□-ルコード！;(外の接続をし 
ていない。 

他社製品の同用途端テと接続してい 

アナ□グのオーディオコードなどを接続 
する。 

他社製品の動作はサポートしていませ 
ん。 


U モコンの他機器操 

ダイレクトフアンクシヨンモードび 

ダイレクトフアンクシヨンモードを ON に 

HQ 

作ボタンを押して 
ち、 レシーバーの入 
力びその機器に切り 
換わらない。 

OFF になっている。 

する。 

IJ モコン LCD 画面び 
動かな < なった。 

IJ モコンの画面情報読み込みエラー 
び発生した。 

U モコン画面を U セットする。 

[ rQ 

充電器にセットして 

IJ モコンに充電器び正しくセットさ 

U モコン下部のへこみと充電器のツメび 

ELU 

ち U モコンの充電池 
び充電されないまた 

れていない。（画面ち上に充電中表示 
び出ていない） 

合うようにセットする 

はすぐに残量びなく 
なる。 

IJ チウムイオン電池の寿命です。 

パイオニア部品受をセンターにご連絡くだ 
さい。 U チウムイオン電池はパイオニア部 
品受注センターじ(外で購入することはでさ 
ません。（電池の購入については、製品の 
保証期間に関わらず有償になります） 


U モコン LCD 画面に 
「充電してください」 
と表示されるまたは 
何ち表示されない。 

充電池の残量びな < なった。 

充電するまたは充電器にセットしたまま 
使用する（残量びなくなったまま長い期間 
充電しなかった場合、充電器にセットし 
てをすぐには画面び表示されない場合び 
あります。正しくセットしたのに、己分 
上経って画面を触っても何も表示され 
ない場合は、一度充電器から外して、再 
度セットし直してください。2、3回繰り 
返しても何も表示されない場合は「充電器 
にセットしてを U モコンの充電池び充電 
されない」の項目をご覽ください。 

幽 

曰付けび2004年]月 

1日になっている。 

IJ モコンの時計あわせを行っていな 
い。 

U モコンの初期設定を行ラ。 

m 


U モコンの画面 U セットを行ったと 
さに時計び U セットされた。 

長い間、充電池の残量び少なくなった 
ままになっていたため、時計び U セッ 
卜された。 

再度、時計あわせを行ラ。 

m 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

学習モードでホーム画 
面や AV アンプ画面び 
選択でさない。 

ホーム画面、 AV アンプ画面には学習 
でさません。 



学習モードでボタンび 
選択でさない。 

学習でさないボタンを選んでいる。 
(画面を切り換える機能のみび割り付 
けられているボタンや AV アンプボタ 
ンには学習でさません） 

他のボタンを選ぶ。 



すでに他のボタンを選んでいる。（画 
面ち上に操作信号待ちマークび表示さ 
れている） 

選択済みのボタンををラー度押すか、 
END ボタンを押して、一度ボタン選択 
モードから抜ける。 

幽 

学習モードでボタンを 
選んだら、違ラ画面に 
切り換わった。 

画面を切り換える機能のみび割り付け 
られているボタンを選んだ。 

他のボタンを選ぶ。 


学習でさないまたは学 
習時に「日。」と表示 
されたのにそのボタン 
で機器び操作でさな 
い。 

学習させるとさの U モコンどラしの距 
離び近いまたは遠い。あるいは U モコ 
ンどうしの高さび大きく違ラ。 

距離を変えて学習させてみる（プ□ジェク 
ター用 U モコンなど、赤外線出力び強力な 
IJ モコンから学習させる場合、距離び近い 
と正しく学習でさない場合びあります)。 

幽 

コード送信と画面切換 
の両方の機能に割り付 
けられていたボタンに 
学習したら画面び切り 
換わらなくなった。 

学習すると、画面切換機能は削除され 
ます。 


Epl 

タッチパネル画面の文 
字び見えにくい。 

コントラスト（濃度）の調整び適切で 
はない。 

コントラストを調整する。 



バックライトび点灯しているまたは消 
えている。 

バックライトを消すまたは点灯する。 



その他 


症状 

原因 

巧応 

参照 

電源を切る直前のボ 
U ユームレべルを覚え 
ていない。 

ボ U ユームレべルを変更した直後に、 
電源を切った。 

ボ U ユームレべル変更後、2秒上おいて 
から電源を切る。 


電源を切る直前の設定 
内容を覚えていない。 

設定内容を変更した直後に、電源を 
切った。 

設定内容変更後、2秒上おいてから電源 
を切る。 
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困ったとを 


リモコンの画面リセット 


IJ モコン画面び動かなくなったとき（どのボタンを押しても画面び反応しなくなったとき）は、•1^(下の手順で1| 
モコン画面を IJ セットしてください。画面 IJ セットを行っても IJ モコンの各種登録内容は消去されず、画面び 
IJ セットされホーム画面に戻ります。時計機能も IJ セットされるので IJ セットの後に再度時計あわせ(■►固因） 
を行ってください。（登録内容の IJ セツトについては 「 IJ モコンの才ール IJ セツト」（一匹四）をご覧ください。） 


田+ドライバーで IJ モコ 
ン裏面のネジをゆるめ 
ます。 


回フタを取り外します。 




团穴に入る細さの棒で IJ 
セツトボタンを押しま 
す。 



团フタを閉めてネジを 
しめます。 


リモコンの電池交換 


IJ モコンを充電器に正しくセツトしても充電池び充電されなくなってきたら、パイオニア部品受注センターに 
て専用の IJ チウムイオン電池を購入して交換してください。 


田+ドライバーで 
IJ モコン裏面の 
ネジをゆるめま 
す。 


回フタを取り外し 
ます。 


团コネクタを抜い 
て電池を取り出 
します。 


の新しい電池のコ 
ネクタを差しま 
す。 


固フタを閉めてネ 
ジをしめます。 
(電池やフタの 
間に線をはさま 
ないよラにを意 
してください） 


^ メモ 


锡 

Li-ion 


• 本機の IJ モコン用 IJ チウムイオン電池はパイオニア部品受をセンターじ(外で購入することはできません。 
• 電池の購入については、製品の保証期間に関わらず有償になります。 

付属の U モコンには U チウムイオン電池を使用しています。 U チウムイオン電池は U サイクル可 
能な貴重な資源ですので、使用済みのとさは U サイクルにご協力ください。 


困ったとを 
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困ったとを 


カラーパースト 設定 


工場出荷時の日 N の設定のままで、たいていの場合は問題ありません。 

テレビと本機をコンポーネント端テを使って接続しているとさ、テレビによってはこの設定び工場出荷時の日 N 
の設定のままだと、日 SD 画面(セットアップ画面など）び表示されないちのびあります。この場合は日 FF に設定 
してください。また、テレビと本機をコンポジット端テを使って接続しているときにこの設定を日 F F にする 
と、テレビによっては日 SD 画面にカラーノイズび乗ることびあります。この場合は設定を日 N に戻してくださ 


い。 




スタンバイモードにする。 



VIDEO SELECT ボタンを巧しなび！5、 
OSTANDBY / ON ボタンを巧す。 

カラーバース ト設定の日 N と日 FF び切り換わ 
ります。 


DIGITAL SAFETY 機能 


低インピーダンスのスピーカーを使って大音量で再生しているとさ、アンプを破壊しないように保護回路び働い 
て自動的に電源び切れることびあります。このようなときは、 D に ITAL SAFET 丫機能を日 N にすると、音声信 
号のピークレベルびある値を超えないよラに制限する機能び働くため、数 d 巨大きい音量で再生でさるようにな 
る場合びあります。日 N には「1」とに」の2段階びありますび、に」は「1」より低い音量レベルからこの機 
能び働さ始めます。まずは「1」に切り換えてみて、それでも保護回路び働さ、電源び切れてしまうよラなら「2」 
に切り換えてお使いください。 



1 スタンバイモードにする。 



2 OWION OPTION ボタンを巧しなび5、 

◎ OSTANDBY / ON ボタンを巧す。 

DIGITAL SAFET 丫機能の1、2と日 FF び切り 
換わります。 

^ メモ 

.DIGITAL SAFET 丫機能は、どんな音量でも聴けるように制限す 
る機能ではありません。「2」に設定しても保護回路び働くような 
とさは、音量をちう少し下げてお楽しみください。 

. スト IJ - ムダイレクトモード（一画!)）でに： 2 CH 一 D 旧 ECT 」 
か「3 : ANALOG 一 D 旧 ECT 」 を選んでいるときに 、 DIGITAL 
SAFETY 機能を日 N にするとスト IJ - ムダイレクトモードは自動 
的に「] : NORMAL 」 に切り換わります。 
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保証とア フターヴー ビス 


困ったとを 


保証書(別添） 


連絡していただをたい内容 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確 
かめて販売店から受け取っていたださ、内容をよく 
お読みのうえ、大切に保管してください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


補修用性能部品の最低保ち期間 _ 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り 
後最低8年間保有しています。性能部品とはその製 
品の機能を維持するために必要な部品です。 

修理に関するご質問、ご相談 。 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修埋を依頼されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障？ちょつ 
と調べてみてください」の項目をご確認ください。 
それでち異常のあるとをは、必ず電源プラグを抜い 
てから、販売店へご依頼ください。ご転居された 
り、ご贈答品などで、お買い求めの販売店に修理の 
ご依頼びでさない場合は、裏表紙をご覧になり、パ 
イオニア修理受付センターにご相談ください。 


• ご化尸斤 
• お名前 
• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチャンネルアンプ 
• 型番： VSA - AX]OAi 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書 
に記載されている当社の保証規定に基づさ修理いた 
します。 

■ 保証期間が過ざているときは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望によ 
り有料で修理いたします。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずずめい 
たしまず。こんな症がはありませんか 
-電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめやひび割れがある。 

-電気が入ったり切れたりずる。 

-本体か5異常な音、熱、臭いがずる。 




ずぐに使用を中止し、電源プ 
ラグをコンセントか5抜き、 
故障や事故防止のため電気店 
または当社修理受付センター 
に点検 (有料）をご依頼くだ 
さい。 




お手入れについて 

通常は柔らかい布で空}式さしてください。巧れびひどい場合は水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に柔 
らかい布を浸してよく絞った後、巧れを}式さ取り、その後乾いた布で}式いてください。アルコー 
ル、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげることびありますので 
ごま意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの場合は、化学ぞラさん等に添付のを意事項をよ 
くお読みください。 


r 音の：！:チケット1 


音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にいたしましよ 
ラ。 

ステレオの音量は、貴ちの必びけ次第で大さくも小さくをなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配りま 
しよラ。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お互いに必を配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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目的別索引 


本機でやりたいことに合わせて必要なページを見つけてください。 


目的 

対応する項目 

参照 


ステレオ再生（フ□ント 2 ch 出力）をしたい 

U スニングモードの選択 

rm 



U スニングモードの種類と効果 



サラウンド再生（3か政上で出力）をしたい 

IJ スニングモードの選択 

r^i 



U スニングモードの種類と効果 

Em 


lLINK 端子、 US 目端テ、マルチチャンネル 
端テに接続した機器を再生したい 

基本再生 

剛 1 


ジャンルに合わせて IJ スニングモードを選び 
たい 

IJ スニングモードの種類と効果 



ル音量でをセ IJ フなどを聴さとりやすくした 
い 

ミッドナイト U スニング機能 

r^i 

再生 

高音域や低音域の音を変えたい 

1-ーンコント□ール機能 

HQ 


再生ソースのノイズを低減したい 

デジタルノイズ IJ ダクシヨン機能 



アナ□グ入力時の歪みを低減したい 

インプットアッテネータを使う 

[rjU 


超低音成分により生じた歪みを低減したい 

超低域音声のピークレべ y) レ設定 

Em 


U スニングルームしソ外の場所でをステレオ再 
生を楽しみたい 

別エ U アでのステレオ再生 

№1 


フ□ント ch を Bi - Amp 接続して高音質で再生 
したい 

フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続 

№11 


一時的に音を消したい 

IJ モコン （ MUTING ボタン） 

刚 1 


ステレオ再生とサラウンド再生をソフトに忠 
実に自動で切り換えたい 

スト IJ ームダイレクトモード 

[2 H 


自動で設定を行いたい 

オートサラウンドセットアップ 

№11 


サラウンドに関する設定の内容を知りたい 

Surround Setup (音場補正） 

№1 



Check (音場補正の設定確認） 

№11 


映像と音声(セ U フなど)のタイミングを合わ 
せたい 

サウンドディレイの設定 



アドバンスドモードのエフェクトレべルを調 
整したい 

ADVANCED モードの効果を調整する 


兰几こ ; =1 

日又 aE 

どんな設定項目びあるのか知りたい 

システムセットアップの設定項目一覧 



表示部の明るさを調整したい 

ディスプレイの明るさを調整する(ディマー） 



本体に表示される入カファンクシヨン名を変 
えたい 

入カファンクシヨン表示の設定 

№1 


日 SD 画面表示の位置を最適にしたい 

OSD [メニュー画面]の調整 

EEl 


他機器を付属の U モコンで操作したい 

プ U セット（コード）呼び出し 

[rjH 



学習 

幽 

U モコン 

U モコンの操作モードを切り換えたとさに、 

ダイレクトファンクシヨンモードを設定す 

EQ 


同時に入力び切り換わらないよラにしたい 

る 


すべての設定をク IJ アして、買ったときと同 
じ状態にしたい 

IJ モコンのオール IJ セット 

HQ 


他機器の操作画面を使いやすく編集したい 

ボタンラベルを変更する 

HQ 

その他 

現在の機能の日 N / OFF 状態を確認したい 

各種設定内容の確認（ステータス画面） 



すべての設定をク U アして、買ったときと同 
じ状態にしたい 

設定オール IJ セット（本体操作のみ） 

№1 
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用語別索引（日本 I 


あ行 

アコーステイツクキヤ U ブレーシヨン 


EQ . 44/曰2/曰曰/78 

アナ□グ . 79 

位置あわせ （ U モコン） . 4 

一覧（全体図） 

ディスプレイ . 13 

フ□ントパネル . 14 

U モコン . 16 

U ァパネル . 18 

設定項目 . 39 

工場出荷時の設定 . 12曰 

液晶/ライト表示時間 （U モ コン） ..... 118 

オートサラウンドセットアップ 

(自動音場補正） . 10-11 /40/131 

音場補正 . 44 

音量 . 16/74 

か行 

カラーバースト . 138 

学習 （ U モコン） . 107 

ク□スオーバー周波数 . 47 

コピープ□テクシヨン . 101 

さ行 

索引（目的別） . 140 

サウンドディレイ . 99 

サラウンドバックチヤンネルモード.… 81 

時刻表示 （ U モコン） . 4 

システムオフ . 113 

システムセットアップ . 16/39 

周波数（特性） . 44/ 曰 2/124 

仕様（スペック） . 126 

消音 . 16 

状態確認 

ステータス 画面 . 104 

音場補正 . 4 曰 

初期化 （ IJ セット） 

本体 . 126 

U モコン . 119 

初期状態（工場出荷時の設定） . 12曰 

スピーカーインピーダンス . 103 

スピーカーシステム A / B ….33〜3日/100 

ス L —力一配置 . 31 

スト U —ムダイレクトモード . 76 


S 几。 

日又化 

本体 

(システムセットアップ） . 16/39 

U モコン . 4/10曰〜119 

た巧 

ダイレクトフアンクシヨン . 115 

端子/コード/ケーブル . 18〜19 

デイジーチェーン . 29 

DVD 才ーディォ . 21/3己 

デジタル（信号/音声/フォーマット） 

. 己/13/7己/79/120〜122 

デジタル 

ヴラウンド . 8/7曰/79/ 120-122 


デュア;!レモノ ( DUALCH ) . 93 

特《 . 5 

時計あわせ （ U モコン） . 4 

は行 

ビデオコンバーター . 24 

ビデオ（映像）接続 

. 20〜23/24〜2曰/目4 

バーチャルサラウンドバックモード.… 82 

バイアンプ接続 . 34 

バイサラウンド接続 . 33 

バイワイヤ接続 . 34 

表示（画面） 

本体 ...... 13/67/70/71/102/104 

U モコン ..... 4/1目〜17/11目/118 

ブヴー （ IJ モコン） . 118 

プ U セット（コード）呼び出し . 10曰 

フレキシブル A / D システム . 124 

ボタンラベル （ U モコン） . 116 

ホームシアター . 8 

ま行 

マルチオペレーション . 110 

S 次 . 6 

5行 

U アルファントム機能 . 94 

U スニングモード (LISTENING MODE ) 

. 83〜87 

U スニングルーム . 37 

録音/録画 . 101 
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用語別索引(巧 


ABC 順 

96 kHz . 7曰/121 

1 9 SkHz . 7曰 

ACOUSTIC CAL 脚）... 44/曰2/曰曰/78 

ADVANCED CINEMA . 87 

ADVANCED CONCERT .87 

Advanced MCACC . 曰己 

ALL CH ADJ .78 

Auto Surround Setup 
.10 〜 11/40/131 

Bass Peak Level .68 

Bi-Amp .34 

Bi-Surround .33 

CENTER IMAGE .89 

CENTER WIDTH .88 

Channel Level .44/50 

Component Video In .64 

COLOR BURST .138 

DELAY .99 

DIAL NORM . 120 

DIGITAL NR .90 

Digital In .63 

DIMENSION .88 

DISPLAY DIMMER . 102 

DOLBY (ドルビー/皿） 

. 己/ 13/84 〜 87/120 

D-Range Control . 69 

DTCP .28 

DTS . 己/ 13/84 〜 87/121 

DUALCH .93 

EFFECT .89 

Expert Setup .67 

F ALIGN .78 

Function Rename .70 

Hi-bit .92 

Hi-sampling .92 

IEEE ] 394.28 

し LINK . 己/ 28 〜 29/79/133 

し LINK AUDIO .28 

し LINK In .6 曰 

Input Assign .63 

INPUT ATT .98 

ITU-R .35 


LISTENING MODE .83/84 

LOUDNESS .91 


MASTER VOLUME . 

. 74 

MCACC . 

. 5/14/78 

MIDNIGHT . 

. 90 

MPEG -2 AAC ..... 己/ 13/84 -87/121 

MULTI CH INPUT .... 

..... 21/22/27/80 

MUTING . 

. 16 

OPTION ..... 88 〜 89/91 〜 94/98/99 

OSD (画面） . 

. 131 

OSD Adjustment .... 

.67 

OSD Overlay . 

.71 

PANORAMA . 

.88 

PHONES . 

.94 

POWER AMP IN ...... 

.36 

PQLS . 

.29/133 

RS -23 SC . 

. 19/61 

SACD GAIN . 

. 98 

SB CH MODE . 

. 81/82 

SB SP Position . 

. 73 

Second Zone . 

. 33 

SIGNAL SELECT ..... 

. 79/80 

SPEAKER A / 目 . 

...... 33 〜 3 曰/100 

Speaker Distance .. 

. 44/51 

Speaker Systems ... 

. 44/46 

STANDARD . 

. 84 

STATUS . 

. 104 

STEREO . 

. 86 

STREAM DIRECT .... 

. 76 

Surround Setup . 

. 44 

TAPE 2 MONITOR ... 

. 99 

THX . 己/ 13/72 〜 73/8 己/ 122 

THX Audio Setup .... 

.72 

TONE ( BASS / TREBLE ). 91 

Ult 「 a 2 SW Setup .... 

.72 

USB . 

..27/80/9 己〜 97 

VIDEO SELECT ........ 

.102 

Video Assign . 

.66 


X-Curve .44/62 
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PRINTED WITH 

SOYINK 


この取扱説明書の印刷には 


植物性大豆油インキを使用 
しています。 


製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


• パイオニア.カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U —フォン） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 17: 00、 ±曜 9: 30 〜 12: 00、13: 00 〜 17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

くご注意>フ|」ーフォンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話ではご利用になれません。あ5かじめご了承ください。 

家庭用才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓 □ : •苗 0070 -800-81 81 -22 
カタ□グのご請求窓 □ : y? 0070 -800-81 81 -33 

ファックス : 03-3490-5718 

ノ（イオニアホームページでのご案内 

お問い合わせ先のご案内 http :// www . pioneer . co . jp / support / 

カタ □ グ請求と メ H レヴービス登録のご案内 http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

付属品 （ U モコン-取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはパイオニア部品受ミちセン 
ターにご相談ください。部品の交換方法などの技術相談につさましては下記のパイオニア修理受付センターにご相談ください。 


• パイオニア部品受注センター 


受付月曜〜金曜 9: 30 〜 18: 00、 ±曜 

9: 30 〜 12: 00、13: 00 〜 17: 00 (日曜•祝日•弊社休日は除く） 

くごを意>フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用になれません。あ 5 かじめご了承ください。 

電話（フ U —ダイアル） 

:画0120 -5-81 095 

一般電話 

0538-43-1161 

ファックス（フリーダイアル） 

:画0120 -5-81 096 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓 □ 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障？ちょっと調べてみてください」の項目をご確認ください。それでも異常のある時は、必ず電 
源プラグを抜いてから、ご購入店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないとさやお近くにないとさは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（ミ中縄県を除く） 


• パイオニア修理受付センター （沖縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 20: 00、 ±曜 9: 30 〜 12:00、13 : 00 〜 18 : 00 ( 弊社休日は除く） 
日曜•祝日 9 : 30 〜 12 : 00、13 : 00 〜 1 S : 00 (プラズマテレビのみ受付） 

くごを意>フ|」ーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用になれません。あ日かじめご了承ください。 

電話（フ U - ダイアル） ： 画0120 -5-81 ィお8 

一般電話 03-5496-2023 

ファックス（フリーダイアル）： 函0120 -5-81 029 

• 沖縄サービスステーション （沖縄県のみ） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 18: 00 (±曜•日曜•祝日•弊社休日は除く） 

-般電話 ： 098-879-1910 

ファックス： 098-879-1352 


この取扱説明書は再生紙を使用しています。 


高調渡ガイドライン適含品 


<03 J 00001> 


⑥2003パイオニア株式会社禁無断転載 


< ARA 7184- A > 











